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移動 生活 様式 定住 生活 様式 ・ 社会 間 の 性 差 の 起源 
大 塚 い わ お 


ー ロ 説明 ・ 


基本 的 食糧 ・ 基 本 的 生活 様式 ・ 移動 生 活 様式 や 定 
住 生活 様式 と の 関連 


生物 に と っ て の 食糧 ・ それ は ヽ 以下 の 2 つ へ と ヽ 分 類 さ れる < 

(1 ) 

基本 的 食糧 ・ ゝ 生物 は 、 そ れ を 食べ な いと ヽ 死 ん で し まう 生物 は ヽ そ 
れ が 欠 芝 す る と ヽ ゝ 死ん で し まう < 寿 水 化物 々 タン パク 質 > 脂質 *> ビ タ 
ミン 類 > ミネラル 類 ょ それ ら を 含有 する 食物 < 

( ク 誠 

付加 的 食糧 > 生物 は 、 そ れ を 食べ な く て も い ヽ ゝ 特に 死な な い < 生物 は ヽ 
それ が 欠 し て も ヽ ゝ 特に 死な な い 菓子 嗜好 品 * 


生物 が ヽ 基 本 的 食糧 を ヽ 確 実に ヽ 一 定量 以上 、 定 期 的 に 確保 する こ 
と その た め に 必要 な 生活 様式 。 それ は ヽ 以下 の よう に 呼ぶ こと が 出 


来る 

基本 的 生活 様式 _ 

その 内 容 は ヽ 生 物 の 周囲 を 取り 巻く 自然 環境 の タイ プ に 依存 する 
自然 環境 の 分 類 


(1 
1 
2 








温度 ・ 高 温 ・ 中 温 < 低温 


基本 的 生活 様式 ・ 陸上 で 生活 する 生物 の 場合 ・ 





(1 ) 
混 潤 環境 の 場合 生物 に と っ て の 基本 的 食糧 は ヽ 槽 物 の 実 や 信 や 根 や 
時 や 葉 や 花 な ど で あ る 。 植物 の 栽培 ・ 農 桂 * それ は ヽ 生 物 に ヽ 定 住 生 
NE 

2 
束 燥 環境 の 場合 ・ 生 物 に と っ て の 基本 的 食糧 は ヽ 動物 の 乳 や 肉 な ど で 
ある 動物 の 飼育 ・ 遊牧 と 牧畜 < それ は ヽ 生物 に ヽ 移 動 生活 様式 を も 
6 の 9 9 





基本 的 生活 様式 。 その 内 容 は ヽ 気候 変動 に よる ヽ 自然 環境 の 湿度 や 温 
度 に 変動 が 起き な い 限 り ヽ 引き 続き ヽ 有 効 で あり ヽ ゝ 存続 する < 

基本 的 生活 様式 。 そ の 内 容 は ヽ 生 物 に お ける 文明 の 発達 や 発展 に よっ 
て ヽ 生物 が 高速 移動 手段 を 獲得 し た 場合 に お いて も ヽ ゝ 引き続き ヽ 有 効 
で あり い ヽ 存 続 する < 

基本 的 生活 様式 。 そ の 内 容 は ヽ 気候 変動 に よっ て ヽ 自然 環境 の 湿度 や 
温度 が 変動 する と ヽ そ れ に 伴っ て 変動 する * 

基本 的 生活 様式 ・ その 内 容 は ヽ 生 物 の 活動 が 引き 起こ す 和 気候 変動 に 
よっ て ヽ 自然 環 境 の 乾燥 性 や 湿潤 性 が 変動 する と 、 そ れ に 伴っ て 変動 
する 


(2021 年 12 月 初出 > ) 











移動 生活 様式 定住 生活 様式 と ヽ 生活 文化 面 で の 
流動 性 固定 性 の 違い 

移動 生活 様式 者 は ヽ 生活 文化 面 で の 流動 性 が 高い ・ 移 動 生活 様式 者 
は 生活 文化 面 で の 固定 性 が 低い ・ 

定住 生活 様式 者 は 、 生活 文化 面 で の 流動 性 が 低い ・ 定 住 生活 様式 者 
は 、 生活 文化 面 で の 固定 性 が 高い ・ 


(初出 2020 年 5 月 ) 


移動 生活 様式 と 定住 生活 様式 ・ そ れ ら の 原初 形 
態 ・ そ れ ら の 交通 通信 発 達 後 の 形 態 


0 
問題 意識 


ある 人 が ヽ 彼 自身 は ヽ 移 動 生活 様式 者 な の か ヽ 、 そ れ と も 定住 生活 様式 
者 な の か を ヽ 正 し く 自 己 剃 定 す る こと 
それ は ヽ と て も 上 難し い ゃ 








例え ば ヽ ゝ 西欧 テリ ア に お いて ヽ ゝ 住ん で いる 人 た ち に は い ヽ 以 下 の よ うな 
意識 が 薄い ・ 

「 私 た ち は 移 動 生活 様式 者 の 側 に 属す る 」 

彼ら は ヽ 微 ら 目 身 の こ と を ヽ 定 住 生 活 様式 者 だ と 思っ て いる < 


彼ら は ヽ 以下 の 内 容 の 観念 が 放 い < 
彼ら 目 身 が 、 ヽ コミュニティ を 生成 し て ヽ そ こ に 定住 し て いる こと 


一 方 筆者 は ヽ 彼 ら を ヽ 移 動 生活 様式 者 と 見 な し て いる * 


その た め ・ ヽ 筆者 の 文章 の 内 容 は 、 そ の まま で は ヽ 彼 ら に は 理解 され な 
し 【 ヽ 6 








彼ら の 概念 を 諾 輸入 し て いる ヽ 日 本 の よう を 定住 生活 様式 者 ・ 
そう し た 定住 生活 様式 者 か ら も ヽ ゝ 筆者 の 文章 の 内 容 に つい て は ヽ そ の 
まま で は ヽ ゝ 意味 の 理解 が な され な い 


何 が ヽ 移 動 生活 様式 で ヽ 何 が ヽ 定 住 生 活 様式 か の ヽ も う 少 し 踏み 込ん 
だ 定義 が 必要 で ある 
移動 生活 様式 と 定住 生活 様式 と に つい て ヽ 世界 比較 が 必要 で ある < 


西欧 は ヽ 移 動 生活 様式 者 の 社会 で ある と いう こと 

その 自覚 を ヽ 西 欧 人 に 持っ て も ら う こと 

その た め に は ヽ ど うい う 根 拠 を 示せ ば 良い か を 見 出す こと 

例 ゝ 仮に 、 人 々 が ヽ 同一 箇所 に 居住 し て いる 場合 

人 色 が ヽ 日常 的 に 放牧 や 牧畜 を 行っ て いる の で あれ ば ヽ 彼 ら は ヽ 移 動 
生活 様式 者 で ある 





農業 以外 の ヽ 様 々 な 産業 へ の 従事 者 を どう 見 る か ? 
例 工場 労働 者 。 オ フィ ス に お ける 管理 職 ・ 
彼ら は ヽ ゝ 交通 通信 発達 後 の 社 会 的 存在 で ある < 


交通 通信 機関 に よる ヽ 以 下 の 目 的 の た め の ヽ 日 常 的 な 移動 ・ 
通勤 や 通学 ッ < ビジ ネス 上 の 打ち 合わ せ * 観 光 ・ 
その と と を ヽ ど う 見 る か ? 





目 家用 車 や 電車 や バス や 航 室 機 や ネッ ト な ど に よる 移動 の 日 常 化 
その と と あて どう 見 る の 6 


交通 通信 機関 の 日 常 的 な 利用 者 は ヽ 移動 生活 様式 者 だ な け で な く ヽ 定住 
生活 様式 で も 普通 に 見 られ る 


筆者 は ヽ 上 記 の 問題 を 解決 する た め に ヽ ゝ 以下 の よう な 概念 を 導入 す 


O 


IM 

77// 

移動 生活 様式 度 ・ 移 動 生活 様式 を 行っ て いる 上 度合い 
例 * 生活 上 、 ヽ 遊牧 や 牧畜 に 頼る 度合 い ・ 

// 

定住 生活 様式 度 ・ 定住 生活 様式 を 行っ て いる 上 度合い 
例 生活 上 農耕 に 頼る 度合 い ・ 

77// 


移動 生活 様式 度 と ヽ 定住 生活 様式 度 と は ヽ 相対 的 な 尺度 で ある 

二 つ っ の 社会 文化 を 相互 に 比較 する こと 

その こと で ヽ ど ちら が よじ り 移 動 的 で ヽ ど ちら が より 定住 的 か を ヽ 知 る 
こと が 出来 る 

例 < 

アメ リカ と 中 国 と の 比較 ・ 

アメ リカ は い ヽ 移 動 生 活 様 式 度 に お いて 優位 で ある * 

中 国 は ヽ 定住 生活 様式 度 に お いて 優位 で ある < 


(2 ) 
7 
原初 形態 


移動 生活 様式 と 定住 生活 様式 の 差 の 分 析 
それ は ヽ 原 初 形態 と ヽ 交通 通信 発達 後 の 形態 と の 二 通 り に 分 か れる 


に の 琴 り 
原初 形態 
それ は ヽ 交 通 通 信 発 達 以 前 の ヽ 自然 環境 へ の 盲 接 的 な 適応 の た め に ヽ ゝ 
人 色 が 取る 生活 行動 で ある < 
それ は ヽ 以 下 の 差 に 基づく ・ 
(2 一 1 一 1) 
先天 的 な 男女 の 性 差 
女性 が ヽ 男 性 に 比べ て ヽ よ り 定 住 的 で ある こと 
ーー 
号 
女性 が ヽ 男 性 に 比べ て ヽ 移動 に 不便 な 潜 を 、 ヽ わざ わざ 好 ん で 履く こ 
6 
女性 が ヽ 男 性 に 比べ て ヽ 自 動車 の 運転 が 、 下 手 な こと 
女性 が ヽ 男 性 に 比べ て ヽ 室 間 移動 に 必要 な 地図 の 読み 取り が 下手 な こ 
と o 





(ke 

後天 的 な 生産 様式 の 差 

必需 品 や 生活 設備 の 生産 株 式 の 
号 ・ 

食料 や 衣類 や 住居 等 ・ 


農耕 は ヽ 遊牧 や 牧畜 に 比べ て ヽ よ り 定 住 的 で あり ヽ 移 動 を 苦手 と する 
SS 


(と ー め り 

交通 通信 発達 後 の 形態 

交通 通信 発達 後 以下 の 状況 が 疾 千 に 起き て いる < 

777/ 

移動 生活 様式 者 の 間 で ヽ 定住 行為 が 頻 沿 に 見 られ る こと 


例 ゝ テレワーク 

/ 

定住 生活 様式 者 の 間 で ヽ 移動 行為 が 頻繁 に 見 られ る こと 
例 ・ 高 速 列車 へ の 乗車 

/// 


(9 

物理 的 移動 ・ 心理 的 移動 ・ 

物理 的 定住 心理 的 定住 

2 x2 次 元 の 分 類 ・ 

/// 

物理 的 に は 定住 し て いる が 、 ヽ 物理 的 に は 移動 し て いる 場合 


// 
物理 的 に は 移動 し て いる が い ヽ 心 理 的 に は 定住 し て いる 場合 ・ 
// 

物理 的 に は 定住 し て お り ヽ 心理 的 に は 定住 し て いる 場合 * 


/ 
物理 的 に は 移動 し て お り ヽ 心理 的 に は 移動 し て いる 場合 ・ 
/// 


物理 的 な 移動 生活 様式 者 ・ 心 理 的 な 移動 生活 様式 者 
物理 的 な 定住 生活 様式 者 * 心理 的 な 定住 生活 様式 者 
2x2 次 元 の 分 類 ・ 


77// 
人 理 的 な 和 動 生 清 様式 者 心理 交 な 移動 生 洒 式 者 
号 


砂漠 地帯 の 伝統 的 な 遊牧 民 
交通 通信 機関 の 発達 し た ヽ 牧 畜 ベ ー ス の 社会 の 都市 住民 


// 
間 mm  ー ツ ーー 
急 区 

交通 通信 機関 の 発 着 し た ヽ 稲 作 農業 ベー ス の 社会 の 都市 住民 
彼ら は ヽ 交 通 通 信 機 関 を 使用 し て 、 ヽ 以下 の よう な 行為 を 行う < 
以下 の まつ な 人 人 六 に つの 0 民 条 くる と 

同一 企業 定住 集団 や ヽ 同一 学校 定住 集団 。 

その ヽ ゝ 地理 的 に 離れ た ヽ 他 の メン バー* 

部 外 者 と し て ヽ 地理 的 に 離れ た 他 の 定住 集団 へ と 営業 に 行く こと < 
彼ら は ヽ 交 通 通 信 機 関 を 利用 し て 一 時 的 な 旅行 を し た 後程 な く ヽ 
と の 定住 集団 に 戻っ て くる 


// 
物理 的 な 定住 生活 様式 者 ・ 心理 的 な 定住 生活 様式 者 

例 

交通 通信 が 不便 な ヽ 稲作 農業 ベー ス の 村落 * 

彼ら は ヽ ゝ 徒歩 で ヽ 同 一 企業 定住 集団 で ある ヽ 村落 の メン バー に 会 い に 
行く 

死亡 率 の 高い 感染 症 が 流行 中 の ヽ 稲作 農業 ベー ス の 社会 の 都市 住民 
彼ら は ヽ ネ ッ ト を 利用 し て ヽ ゝ 以下 の よ うな 人 々 に ヽ 会 い に 行 く * 
同一 企業 定住 集団 や 同一 学校 定住 集団 。 

その ヽ ゝ 地理 的 に 離れ た ヽ 他 の メン バー 





彼ら は ヽ ネ ッ ト を 利用 し て 一 時 的 な 旅行 を し た 後程 な くさ ヽ も と の 定 
di OCG で で 


和光 定 信人 者 ・ や 理 的 生生 析 

史 

一 箇所 に 居住 し な が ら ヽ ゝ 日 中 ある い は 数 日 に わた っ て 放牧 を 行う 

いら O 

そう し た ヽ 牧 畜 農 業 ベ ー ス の 村落 * 

一 筒 所 に と りあ え ず 居住 し な が ら ヽ ネッ ト で 吉 隔 地 開 の グロ ー バ ル な 
Ne ポン ツク だ 人 条 う の 

そう し た い ヽ 牧 畜 農 業 ベ ー ス の 都市 住民 か 村落 住民 

死亡 率 の 高い 感染 症 が 流行 中 の 場合 * 

//// 





(4 ) 
極 が 存在 する 社会 関係 * 極 が 存在 し な い 社 会 関係 


el 
極 が 存在 する 社会 関係 
(= 嘱 ) 


40002 Je 

それ は ヽ 以下 の よう な 内 容 で ある 
//// 

人 友 の ま と まり 極 

人 友 に よる ヽ ゝ 一 時 的 な 連れ 立ち ゃ 
人 友 に よる ヽ ー 時 的 な 手 つ な ぎ < 
気軽 に ジョ イン する こ ee 
臨時 の 御 一 行 と し て 行動 する こと 
一 時 的 に 同行 する と ? 


間 単 に 解散 する こと < 
/7/ 


それ は ヽ 以 下 の 性 質 を 持つ ・ 

//// 

内 外 の 区 別 が 薄い こと < 

対人 関係 に 10 を 
移動 する こと 

/ 

気体 的 で ある こと 

/// 


移動 パー ティ ー< 

それ は ヽ 以下 の 人 々 の 間 で ヽ 良 く 発 見 され る < 
77// 

移動 生活 様式 者 

男性 優位 な 人 々 * 

77// 


移動 パー ティ ー に つい て の ヽ 詳 し い 分類 

7// 

各部 目 律 型 

パー ティ ー を 燥 ぐ 手 が 切れ や すい こと 

中 小 の 程度 の サイ ズ の パー テ ROHS ` 目 律 的 
動く の e 3 

例 * イ ギリ ス < 

そ と で は ヽ ゝ パーティー 同士 の 切り 離し が 起き て いる 

それ は ヽ 海 水 に よっ て ヽ 周囲 か ら 切 り 離 され た 島国 的 性 質 で ある * 


// 

全体 明 思 視 型 

パー ティ ーー を 英 ぐ 手 が 切 バ に くい こと * 

大 規模 な ヽ サイ ズ の パー ティ ー が 、 容易 に 形成 され る こと 
パー ティ ーー 全体 の 見 通し が 良い こと 

例 ゝ フラ ンス 

3 は ヽ 陸地 続き の 大 陸 的 性 質 で ある * 


守 住 素 加味 弄 ・ 
パー ティ ー と ヽ ゝ 集団 と の ヽ 中 間 形 態 で ある こと 
ーー チ ティー 衣 り で の る と 





定住 の 度合 い > 

それ が ヽ 上 記 の 二 類 型 に 比べ て ヽ 高 いこ と 
社会 全体 の 調和 を 求め る 度合 い ・ 

それ が ヽ 上 記 の 二 類 型 に 比べ て ヽ 高 いこ と < 
例 。 ド イッ 

/// 


移動 パー ティ ー は ヽ 定住 生活 様式 者 に と っ て ヽ ゝ 憧れ の 的 で ある < 
定住 生活 様式 者 は ヽ 定住 集団 の 生活 に お ける ヽ 不 自由 さや 理不尽 さ に 
長 易 し て いる 

例 * 

日 本 人 が 作る 異 世界 転生 タイ プ の アニ メ や ネッ トワ ー ク ゲー ム s 
そこ で は い ヽ 登 場 人 物 を た ち は ヽ 必ず パー ティ ー を 作っ て ヽ 自由 を 計 歌 す 
る o 


移動 パー ティ ー に つい て の 、 ヽ その 他 の 分 類 

77// 

企業 パー ティ ー・ 

学校 パー ティ ー 

地域 パー ティ ー 

国家 パー ティ ー は ヽ 企 業 パ ー テ ィ ー の 一 種 で ある * 


友人 パー ティ ーs 

7//// 

(4 一 1 一 2) 

集団 。 

それ は い ヽ 以下 の よう な 内 容 で ある < 
7//// 


公 の 群れ > 極 

そこ で は ヽ 行 為 者 に と っ て ヽ ゝ 以下 の 行動 が 必須 で ある こと 
// 

中 に 入る こと 

内 側 に 入る こと 

//// 


それ は ヽ 以 下 の 性 質 を 持つ * 
/// 

群れ の 内 外 の 区 別 や 差別 
それ ら が 強固 で ある こと * 


// 

内 部 調和 の 原則 
終身 加入 の 原則 
解散 無し の 原則 ・ 


// 
対人 関係 に お いて ヽ 不 目 由 で ある こと 


/ 
液体 的 で ある こと < 
/7/ 


定住 集団 。 

それ は ヽ 以 下 の 人 々 の 間 で ヽ 良 く 発 見 され る 
77// 

定住 生活 様式 者 * 

女性 優位 な 人 人 々 

77// 


定住 集団 に つい て の ヽ そ の 他 の 分 類 * 

/// 

企業 定住 集団 。 

学校 定住 集団 。 

地域 定住 集団 。 

国家 定住 集団 は ヽ 企業 定住 集団 の 一 種 で ある * 

血縁 定住 集団 。 こ れ は ゝ 定住 生活 様式 者 だ が け で な くい ヽ 移 動 生 活 様 式 者 
に お いて も ヽ 見 られ る 

7// 


に 4 ニク 
極 が 存在 し な い 社 会 関係 * 
ネッ トワ ー ク s 
/// 
定住 キネ ットワーク 
定住 生活 様式 の 対人 関係 に お いて ヽ 相互 の 調和 を 指向 し つつ ヽ ネ ッ ト 
ワー ク 状 に 開い た タイ プ s 
例 * 東 南ア ジア の タイ に お ける 血縁 関係 


// 

移動 ネッ トワ ー ク < 

移動 生活 様式 の 対人 関係 に お いて ヽ グ ロー バル で 普遍 的 な 広がり を 指 
向 し つつ ヽ ネ ットワーク 状 に 開い た タイ プ * 


例 ・ 移動 生活 様式 者 の イン ター ネッ ト < 
/7/ 


(の 
/7/ 


ノノ 


5 人 aacN ン 

共同 体 ・ 

2 YK 2 9 

パー ティ ー や 集団 や ネッ トワ ー ク に お ける ヽ 手 つなぎ や 紐 帯 その も 
の ) 

// 

が AE ニー ショ コン 9 

ゲ ゼ ル シ ャ フト 

一 定 の 特定 の 目的 の 達成 の た め に 結成 され る ヽ パ ー テ ィ ー や 、 ヽ 集団 
や 、 ネ ットワーク s 

例 

企業 * 資金 秋 ぎ の た め の パ ー テ ィ ー や 集団 や ネッ トワ ー ク 

//// 


( 5) 

拠点 の 分 散 

定住 集団 に お ける ヽ 拠 点 の 分 散 

それ は ヽ 交 通 通信 発達 に 伴い ヽ 発 生 す る 

同一 定住 集団 の メン バー 同士 

彼ら が ヽ そ れ ぞ れい ヽ 以 下 の 複 数 地点 の 間 を 、 ヽ 相互 に 行き 来 す る こと < 
地理 的 に 離れ た ヽ 同一 定住 集団 の 多数 の 拠点 の 間 ・ 


(6 ) 
居住 の 地点 ・ 労 働 の 地点 ・ それ ぞ れ の 移動 と 定住 


仮に 人 々 が ヽ 同一 箇所 に 居住 し て いる 場合 

人 々 が ヽ 日 常 的 に 移動 労働 を 行っ て いる の で あれ ば ヽ 彼 ら は ヽ 移 動 生 
活 様式 者 で ある < 

人 々 が ヽ 日常 的 に 放牧 や 牧畜 を 行っ て いる の で あれ ば ヽ 彼 ら は ヽ 移 動 
生活 様式 者 で ある 


仮に 、 人 々 が ヽ 頻 和 に 旅行 で 識 間 移動 を 行っ て いる 場合 > 
人 々 が ヽ 普段 は 同一 箇所 に 居住 し て ゝ 日 常 的 に 定住 労働 を 行っ て いる 


の で あれ ば ヽ 役 ら は ヽ 定 住 生活 様式 者 で ある * 
人 々 が ヽ 普段 は 同一 箇所 に 居住 し て ゝ 日常 的 に 農耕 を 行っ て いる の で 
あれ ば ヽ 役 ら は ヽ 定 住 生活 様式 者 で ある ・ 


(2021 年 9 月 初出 ) 


移動 と 定住 ・ 生 物 に あけ る 、 ヽ それら の 両立 の 実現 
と ヽ 社 会 の 近代 化 と ヽ 世界 的 媒 権 の 掌握 ・ 


(A) 
生物 に と っ て ヽ ゝ 空間 移動 は ヽ 必 須 で ある < 
その 要因 ・ 


(要因 > その 1 >) 

定期 的 な 水分 や ミネ ラル の 補給 ・ 

例 。 水 飲み 場 へ の 移動 ・ 塩 の 鞭 積 場所 へ の 移動 ・ そ の た め の 定 期 的 な 
移動 の 発生 ・ 

(要因 > その 2 s) 

定期 的 な エネ ルギー や 養分 や 各種 資源 の 確保 

例 食糧 の 確保 ・ 営 巣 資材 の 確保 。 その た め の 定 期 的 な 移動 の 発生 


食糧 を ヽ 動物 生物 と する 場合 
動物 の 獲物 や 家畜 < それ ら へ の 追尾 と 捕獲 と 制御 < そう し た 活動 
例 狩猟 < 漁業 < 遊牧 ・ 牧 畜 ・ 


(要因 > その 3 ) 

穴 間 移動 する た め の ヽ 筋力 や 瞬発 力 

外敵 や ライ バル に 打ち 勝つ を た め の ヽ 筋力 や 上 朋 発 力 ・ 
その 定期 的 な 増強 や 維持 の 必要 性 

定期 的 な 身体 運動 機能 の トレ ー ニ ング < 

例 * 競技 活動 * マ ラフ ラ ソン 。 ジ ョ ギン グ * 





それ ら の 実現 の た め の ヽ 走行 > 
その こと が 引き 起こ す ヽ 物理 的 移動 * 
その こと が い ヽ 毎 日 の 日 課 に な る こと 





長 時 間 、 連 続 し て 走行 し 続け る こと 

それ は ヽ 生物 に と っ て ヽ 不 可能 で ある こと 

生物 に と っ て ヽ 必 ず ヽ 休止 状態 や 停止 状態 の 確保 が ヽ 必 要 で ある こ 
o 


休止 や 停止 > それ ら は ヽ 定 住 を も た ら す ゃ 


移動 能力 を 持つ 生物 は ・ 定住 状態 の 確保 を ヽ 生 活 上 ヽ 必 須 と する < 
その こと の 確保 に より ヽ 生物 の 生活 は 楽に な る 
その こと の 確保 に より ヽ 生物 の 生活 水準 は 向上 する < 


KA ご ) 
その 実現 は ヽ 以下 の 内 容 の 発明 に より 、 ヽ 容易 に 、 も た ら さ れる 
植物 栽培 ・ 農耕 


例 * 

欧米 諸国 か ら の 視点 に お ける ヽ 生 活 や 社会 の 進化 
狩猟 か ら 農 耕 へ ・ 

移動 か ら 定 住 べ く 


(人 一 2) 
定住 状態 を 確保 し つつ ヽ 生活 に お ける い ヽ 恒 常 的 な 移動 性 を ヽ 実 現す る 
の 6 


長 時 間 や 長 距離 の 移動 を 可能 に する こと < 

乗り 物 を 発明 する こと < 

乗り 物 の 上 で ヽ 彼 ら 自 身 は ヽ 休 止 し 停止 する こと 
その 実現 は ヽ 生 物 に と っ て の ヽ 正 願 で ある < 


その 実現 方 法 


(A 一 2ー1) 

他 の 動物 生物 を ヽ 移 動 手段 と する こと < 

その こと で い ヽ 彼 ら 6 自身 は ヽ 走 行 せ ず に 済む こと 

その こと で い ヽ 生 活 に お ける ヽ 恒 常 的 な 移動 性 を ヽ 実 現す る こと 
例 > 騎馬 民族 に お ける ヽ ゝ 乗馬 生活 モン ゴル 


(Aー ウ ラー リ ) 
機械 の 利用 に よる ヽ ゝ 交通 機関 や 通信 機関 を 発明 する こと < 





その こと で ヽ ゝ 彼ら 自身 は ヽ 走 行 せ ず に 済む こと 

その こと で ヽ ゝ 生活 に お ける ヽ ゝ 恒常 的 な 移動 性 を ヽ 実 現す る こと 

例 鉄道 や 自動 車 の ヽ 日 淀 的 な 利用 ・ それ に よる ヽ 通 勤 や 通学 の 実 
通学 


O 





現 ・ 
例 < 高速 ネッ ト 通 信 の 日 常 的 な 利用 ・ そ れ に よる ヽ ゝ 通勤 や 
現 ・ 


ある 社会 に お いて ヽ (A 一 2 一 1 ) の 生活 が ヽ 環 境 面 で ヽ 不 適切 な 場 


O 


の 


湯 





の 
ロ 
例 > 日常 の 生活 面 に お ける ヽ 農 耕 へ の 依存 度 。 そ れ が ヽ 大 きい 社会 
そう し た 社会 は (Aー2 一 2) の 生活 を 発明 する こと で ヽ ゝ 初め て ヽ 
大 きく 発展 する 


例 < 

欧米 諸国 

それ ら の 社会 に お ける ヽ ゝ 近代 化 の 進展 の 急速 性 
その 原因 ・ 


(原因 > その 1 >) 

新規 の 発明 < 

それ は い ヽ 生活 に お ける 移動 性 が 高い ほど ヽ 容易 に な る < 

その 理由 ・ 

未踏 領域 へ の 進出 が ヽ 移 動 性 の 確保 に より ヽ よ り 容 易 に な る た め ゃ 


例 * 

欧米 諸国 

それ ら の 社会 は ヽ 東 アジ アァ 諸国 に 比べ て ヽ 生活 に お ける 移動 性 が 、 よ 
り 高 か っ た 

そう し た 移動 性 の 高 さ 

それ は い ヽ 中 東 諸 国 や モン ゴル も ヽ よ り 高 度 に 所 有 し て いた * 


(原因 > その 2 >) 

機械 の 設置 や 鞭 積 ・ 

それ は ヽ ゝ 生活 に お ける 定住 性 が 高い ほど ヽ 容易 に な る 
その 理由 ・ 

機械 ・ 移 動 用 の 機械 ・ 機 械 を 製造 する た め の い ヽ 機 械 ・ 


それ ら は ヽ ゝ 重い * 


それ ら は い ヽ 場 所 を 取る 

それ ら の 稼働 に は ヽ 定住 性 の 確保 が 必要 と な る < 

それ ら の 量産 に は ヽ 多 く の 手 間 と 時 間 が 掛か る 

それ ら の 量産 に は ヽ 多 く の 人 手 を ヽ ゝ 集中 的 に 必要 と する 

それ ら の 量産 を 実現 する た め に は ヽ ゝ 社会 に お ける 人 口 密度 が ヽ 一 定 以 
上 ヽ 高 く な けれ ば な ら な い * 

(原因 > その 3 >) 

それ ら の 量産 は ヽ 社 会 に お ける 人 口 密度 が ヽ 高 い ほ ど ヽ 容易 に な る < 
それ ら の 量産 の 成功 。 それ は ヽ 産 業 革命 で ある 


例 < 

欧米 諸国 ・ 

それ ら の 社会 は ヽ 中 東 諸 国 や モン ゴル に 比べ て ヽ 生活 に お ける 定住 性 
ぷ ヽ より 高かっ た < 

それ ら の 社会 は ヽ 中 東 諸 国 や モン ゴル に 比べ て ヽ ゝ 生活 に お ける 人 人口 密 
度 が ヽ よ り 高 か っ た < 


上 記 の 結果 

欧米 諸国 * 

それ ら の 社会 は ヽ 世界 に 先駆 け て ヽ 産 業 革命 と 近代 化 に 成功 し ヽ 世界 
の 軸 権 を 、 い ち 早 く 握 っ た * 

その 他 の 社会 は ヽ 産 業 革 命 と 近代 化 に お いて ヽ 出 遅れ た ・ 


(B ) 

本 拠 の 拠点 

例 * 営巣 の 中 心地 点 * 目 宅 の 家屋 ・ 

例 * 所 属す る 血縁 集団 や 血縁 ネッ トワ ー ク その 中 心地 点 


それ ら の 移動 > それ は ヽ 移動 生活 様式 を も た ら す < 
そう し た 社会 > それ は ヽ 移動 社会 で ある * 


それ ら の 定着 性 や 不動 性 ぃ それ は ゝ 定住 生活 様式 を も た ら す 
そう し た 社会 > それ は ゝ 定住 社会 で ある * 


(B 一 1) 
移動 手段 の 発達 
その 分 類 ・ 


(Bー1 一 1) 

交通 機関 の 発達 

その こと が 引き 趣 こ すゝ ヽ 遠隔 地 の 血 縁者 や ヽ 企 業 の オフ ィ ス や 工場 
や 、 ヽ 学校 に 出向 く た め の ヽ 物 理 的 移動 ・ 

その こと が 引き 起こ す ヽ 遠隔 地 へ の 旅行 

それ ら の こと が い ヽ 毎 日 の 日 課 に な る こと 

本 拠 の 拠点 は ヽ 多 く の 場 合 定住 し て いる こと 





(Bー1 一 2) 

通信 機関 の 発達 

その こと が 引き 趣 こ すゝ ヽ 遠隔 地 の 自 縁者 や 企業 の オフ ィ ス や 工場 
や ヽ 学校 に 出向 く た め の ヽ 、 ネ ッ ト 上 で の 瞬間 的 な 移動 

その こと が 引き 起こ す ヽ 大 隔 地 へ の ネッ ト 接 続 や ネッ ト 中 継 。 
それ ら の こと が い ヽ 毎 日 の 日 課 に な る こと 

本 拠 の 拠点 は ヽ 多 く の 場 合 定住 し て いる こと 





(昌三 20 

本 拠 の 拠点 を ヽ 移 動 し な が らい ヽ 毎 日 の 日 課 と し て ヽ ゝ 遊牧 や 牧畜 に よ 
る ヽ 移動 生活 様式 を 行う こと < 

例 * モ ン ゴ ル 草 原 に お ける ヽ 遊 牧 ・ 


本 拠 の 拠点 の 移動 を ヽ 毎 日 や 毎週 の 日 課 と する こと < 


BS 

(B-ー3 一 1) 

本 拠 の 拠点 は ヽ 定住 し な が ら ヽ 毎日 の 日 課 と し て ヽ ゝ 遊牧 や 牧畜 に よ 
る ヽ 移動 生活 様式 を 行う こと 

例 > 欧米 諸国 に お ける ヽ ゝ 放牧 地 へ の 牧畜 ・ 


(es の 

本 拠 の 拠点 は ヽ 定住 し な が ら ヽ 長期 間 、 出 稼ぎ や 出張 に よる ヽ 移動 生 
活 様式 を 行う こと < 

例 ・ 各 地 の 人 洋 漁業 者 

例 各地 の 商人 が ヽ 諸 国 や ヽ 諸 地方 を ヽ 包 回 し て ヽ 商 売 を する こと * 


(Bー3 一 3) 

本 拠 の 拠点 は ヽ 定 住 し な が ら ヽ 各 メ ン バ ー が ヽ ゝ 生涯 を か け て ヽ 以 下 の 
行為 を 行う こと 

所 属 集団 や 所 属 ネ ットワーク 


それ ら の 間 の 、 ヽ 空間 的 な 渡り 歩き 

それ ら の 空間 的 な 規模 の ヽ 拡 大 * 

その 一 環 と し て ヽ ゝ 空間 的 な 移動 を 行う こと 

例 * 

中 国 や 韓国 の 巨大 血縁 集団 に お ける 、 ヽ メンバー の 空間 移動 性 や ヽ 空 間 
的 拡大 性 

その 実例 < 

華 備 の 海外 進出 と ヽ 全 世界 に お ける 共助 ネッ トワ ー ク の 構築 ぃ それら 
の 成功 

それ は い ヽ 中 国 が 世界 の 芽 権 を 握る こと に ヽ 英 が る 


例 

中 国 や 韓国 の 巨大 血縁 集団 に お ける ヽ 本 拠 地 の 会 間 的 不変 性 や 空間 
的 不動 性 や 定住 性 

それ ら の 氷 締 的 な 維持 


(Bー3 一 4) 

本 拠 の 拠点 は ヽ 定 住 し な が ら ヽ 生計 を 立て る た め に い ヽ 胡 方 に ヽ 長期 に 
渡っ て ヽ 移 住 し て ヽ 出 稼ぎ を する こと 

例 > 東 南ア ジア か らい ヽ 中 東 の 産油 諸国 へ の ヽ 長 期 に 渡る 出稼 ぎ や 移 
民 o 


(0 
流 民 化 ・ 
その こと が 引き 起こ すゝ 定住 生活 様式 か ら ヽ 移動 生活 様式 へ の 変化 
例 日 雇 労働 を 行い な が ら ヽ 毎晩 の 宿泊 施設 を 変更 し 続け る ヽ 流 民 


流 民 化 * そ の 原因 ・ 


(B-ー4 一 1) 

本 拠 の 拠点 を 失う こと 

その こと が 引き 起こ す ヽ 流 民 化 * 

例 。 拠 点 の 家屋 が ヽ 大 洪水 で 流さ れる こと 日 本 に お ける ヽ ゝ 大きな 津 
波 の 被災 者 


(の 

本 拠 の 拠点 を 持つ こと へ の 和 失敗 < 

その と と が 引き 起こ すゝ 流 民 化 ・ 

例 ・ 日 本 に お ける ヽ ゝ 新卒 で の 正規 雇 用 の 機会 を 杏 失 し た ヽ 間 正 規 雇用 


者 ・ 


(B 一 5) 

本 拠 の 拠点 を ヽ 移転 させ る こと < 

例 ・ 目 国 か ら 他国 へ の 移民 が ヽ 本 拠 の 拠点 を ヽ 出 稼ぎ 先 へ と 移転 きせ 
Os 

出稼 ぎの 移動 生活 様式 か ら ヽ 定住 生活 様式 へ * 


(C) 

原初 的 な 環境 適応 の た め の ヽ 基盤 的 な 行動 様式 ・ 
基本 的 食糧 の 獲得 の た め の 行動 様式 

遊牧 や 牧畜 。 それ は ヽ 移 動 生活 様式 を も た ら す * 
農耕 ・ それ は ヽ 定住 生活 様式 を も た ら す < 


5 

原初 的 な 環境 適応 の た め の ヽ 基盤 的 な 行動 様式 ・ 

基本 的 食糧 の 獲得 の た め の 行 動 様式 

それ ら の 内 容 の ヽ ゝ 後世 へ の 継承 * 

その 結果 ・ 

原初 的 状態 で は ヽ 定住 で ある 場合 

仮に ヽ 後 世に な っ て ヽ ゝ 交通 機関 の 発達 に 伴う 移動 が 増え た と し て も ヽ 
その 行動 様式 は 定住 を 踏ま えた も の に な る 


その 社会 の 根本 的 な 仕組 み は ヽ その 基盤 的 な 行動 様式 を 反映 し た も の 
と な る 


(Cー1 一 1) 

原初 的 な 環境 適応 の 内 容 が ヽ 遊牧 や 牧畜 だ っ た 場合 
その 社会 は ヽ 移動 社会 と な る 

(Cー1 一 2) 

原初 的 な 環境 適応 の 内 容 が ヽ 農耕 だ っ た 場合 * 

その 社会 は ヽ 定住 社会 と な る 


(ウー ニク) 

原初 的 な 環境 適応 の た め の ヽ ゝ 基盤 的 な 行動 様式 

基本 的 食糧 の 獲得 の た め の 行 動 様式 

それ ら を い ヽ 根 本 的 に 変え る こと < 遊牧 や 牧畜 を 捨て て ヽ 農耕 を 開始 す 


る こと < 
例 < 

欧米 諸国 * 

地球 温暖 化 防止 へ の 対策 * 

家畜 の 飼育 を 止め る こと * 

家畜 の 飼料 だ っ た 植物 を ヽ 飼育 者 自身 が 盲 接 食 べ る よう に する こと 
その こと が 引き 起こ すゝ 毎日 の 日 課 に お ける ヽ 移 動 生 活 様 式 か 5 ヽ 定 
住 生活 様式 へ の 変化 

社会 の 仕組 み の ヽ 移動 社会 か ら 定 住 社会 へ の 変化 


(2021 年 1 月 初出 * ) 




















移動 生活 様式 
多重 生 導 様式 中 心 社会 ・ 人 々 の 形成 する 心理 


移動 生活 様式 中 心 社会 * 
それ は ヽ 人々 が ヽ 以 下 を ヽ 狐 制 さ れる 社会 の こと で ある < 
移動 生活 様式 


人 人 々 を 取り 巻く ヽ 目 然 環境 ・ 
人 々 を 取り 巻く ヽ 生 活 環境 ・ 


それ は ヽ そ うし た 勾 制 を 、 人 人々 に 対し て ヽ ゝ 行う 

公 は ヽ 移動 中 に ヽ あ る 位 細 で ヽ 一 時 的 に と ど ま る ゃ 

人 色 は ヽ その 位置 で ヽ 生 活 作 業 を ヽ し 続け る 

それ は い ヽ 生存 上 必要 で ある < 

人 色 は ヽ そ の 所 在 の 位置 を ヽ 次 の 新天地 へ と 、 ヽ 絶え ず 進め る 


人 人 々 は ヽ そ れ を ヽ ー 定 の 短い 期間 以内 に ヽ 行 う ・ 





その 生活 作業 の 、 ヽ 一 つの 定まっ た 地点 で の 持続 * 
それ は ヽ 人 ん 々 の 生存 に お いて ヽ 無 効 化 さ れる ・ 
人 信 色 は ヽ その 期間 が 完了 する と ヽ 、 そ れ を ヽ 迎 えて し まう 


移動 生活 様式 中 心 社会 

それ は ヽ ゝ 以下 の 人 ん 々 の 社会 で ある 

遊牧 民 

牧畜 民 

例え ば ヽ モ ン ゴ ル の 草原 * 

こう し た 社会 で の 生活 ・ 

それ は ヽ 以 下 の 存 在 に 大 きく 依存 し て いる 


ヶ ー テ 


家畜 ・ 


人 色 は ヽ その 生活 に お いて ヽ 以 下 の 行 為 を 実行 する 
家畜 の 放牧 * 


ヽ あ る 位置 で 一 時 的 に と ど ま る * 
ヽ 家畜 に 対し て ヽ ゝ 牧草 を ヽ 食 べ さ せる 


ヽ それ を ヽ 以 下 の (2 ) の 期間 内 に ヽ 進 め る 
ゝ それ を ヽ 以 下 の (4 ) の タイ ミン グ で ヽ 進 め る < 
0 

2 ) 


時 002 

の 

入  2RN2 
3 

次 の 新天地 

(4 ) 


絶え ず * 


1 . 生活 上 の 移動 の 強制 > その 傘 生 ・ 


は 
は 

人 々 は ヽ 以 下 の (1 ) の 位置 を ヽ 以 下 の (3 ) の 位 連 へ と 、 
は 
は 


生活 上 の 移動 の 強 制 
その 発生 


/// 
移動 生活 様式 社会 

それ を 生み 出す 自然 環境 ・ 

それ を 生み 出す 生活 環境 ・ 

そ と で は ゝ っ 信 有 々 は 以下 の こと と を ) 評 さき されない 
定住 

それ を ヽ あ る 一 か 所 で 行う こと * 

それ を ヽ ー 定 の 短い 期間 以上 、 行 うこ と 


それ は ヽ 生存 条件 的 に ヽ 許 さき されない 





仮に 、 人 色 は ヽ そ の まま 定住 し て いた ヽ と する < 

する と ヽ ゝ 人々 は ヽ 必 然 的 に 、 ヽ 生き て いけ な く な る < 

人 々 は 死ん で し まう 

例え ば ヽ ゝ 遊牧民 

仮に 、 ヽ 人々 が ヽ 以 下 の (1 ) に お いて ヽ 以 下 の (3 ) を 行っ た ヽ と す 


仮に 、 そ れ は ヽ ゝ 以下 の (2) に 対し て だ っ た ヽ と する < 
(1 ) 

家畜 の 放牧 

(2 ) 

家畜 ・ 


し 80 
人 ん 々 は ヽ そ れ を ヽ ー つ の 定まっ た 場所 に ヽ と ど め て お く ・ 


する と ヽ 上 記 の (2) は ヽ 以 下 の (4 ) の 期間 内 に ヽ 以 下 の (5) 
を ヽ 引 き 起 こす < 
IA 
4 
一 定 以下 の 期間 内 
(5 ) 


その 場所 の 牧草 

家畜 は 、 そ れ を ヽ ゝ 全部 食べ て し まう 
( 6 ) 

食べ る 牧草 

それ が ヽ ゝ 無く な る こと 


それ が ヽ 不 足す る こと 
を れ が っ 人 色 克 す る そ と と? 


仮に ヽ 以 下 の (1 ) が ヽ 以 下 の (2) に 対し て ヽ 以下 の (3) を 考え 
7 9 に 9. 
仮に 、 そ れ は ヽ 以 下 の (2) に 対し て だ っ た ヽ と する < 


(1 ) 

牧 者 < 

(2 ) 

その 場所 の こと < 

82) 

0 
れ は 、 ヽ 、 個 人 交 に に 入っ て いる 


仮に 上 記 の (1) は ヽ 上 記 の (2) に つい て ヽ ゝ 以下 の (3) を 実行 
し た ヽ と する 


(3 ) 
る 信 ひ その きま どど まる る と る 


する と い ヽ 以 下 の (4 ) は ヽ 以下 の (5 ) の 状態 に な る 
の 結果 、 以 下 の (4 ) は ヽ 以 下 の (6) の 状態 に な る < 
の 結果 、 上 記 の (1 ) は ヽ 以 下 の (7) の 状態 に な る 


ょ ヽ ゝ 食べ る も の が な く な る 
ふ ヽ 錠 え て 死ん で し まう * 


) 

) 

) 

は で 年 で き な ぐ な る 

それ は ヽ 死 ん で し まう < 

上 記 の (1 ) は ヽ 以 下 の (9 ) を 実行 する 

結語 CV で ある 
8 

の しく も さ 信 き る で いく る とら 


( 9 ) 
次 の 新天地 を 、 ヽ 求め る こと < 
その た め に い ヽ 移 動 す る こと 


2 . 新天地 ・ それ へ の 絶え 間 な い 移動 ・ そ の 弱 制 * 


新天地 
それ へ の 絶え 間 な い 移 動 * 
その 強制 


/7/ 
移動 生活 様式 中 心 社会 
その 社会 規範 


それ は い ヽ 以下 の (1 ) の 実現 の た め に ヽ 以 下 の (2 ) が 必須 で ある < 


(1 ) 

八 久 が ヽ くそ と で 生き て きく と と た ゃ 
(2 ) 

新 大 地 

それ へ の 絶え ざる 移動 ・ 

その 生活 


それ は ヽ 以 下 の (3 ) を ヽ 以 下 の (5) と する 
NR 2 
6 全 | 
一 か 所 < 
それ へ の 定住 
(4 ) 
信友 の 生存 の た め < 


(5 
それ は ヽ ゝ 一時 的 に し か 許さ れ な い s 


9 ヽ 人々 に 対し て ヽ 以下 の (6) を 実行 する 
6 

次 * ド ルル 9 

それ は い ヽ 根 本 的 に 強い 

た を ヾ 近 る で と ゃ 


人 色 の 生活 

それ は ヽ 以下 の 内 容 で ある 
新天地 

それ へ の 移動 

新天地 ・ 


そこ で の 新た な 環境 適応 。 


それ ら の 実現 
それ が 絶え ず 求 め ら れる 生活 


人 友 は ヽ ゝ 生き て いく た め に ヽ 以 下 の 内 容 を 考え る 
私 た ちの 生活 は 、 こ れ か ら ど うな る か い ヽ ゝ 分から な い 
それ は ヽ 何 が 起き る か ヽ ゝ 分から な い < 

だ けど ヽ 、 そ れ は ヽ ま あ 何 と か な る だ ろう 


人 々 の 考え ぇ 方 ・ 

それ は ヽ ど うし て も 楽天 的 に な る 

移動 生活 様式 中 心 社会 

その 人 人々 < 

その 楽天 的 な 考え 方 

それ は ヽ 実 は ヽ 以 下 の 内 容 で ある 

人 友 は ヽ その 生存 上 、 そ の 生成 を ヽ 環 境 か ら 制 され た 
新天地 ・ 

それ へ の 移動 * 

人 人 色 は ヽ 上 記 の 行為 を 好き で や っ て いる の で は な い ゃ 
それ は ヽ 以下 の 内 容 で ある 

自然 環境 * 

生活 環境 

それ ら に よる ヽ 人々 へ の 強制 


O 


信友 に と っ て ヽ 以 下 の (1) の 行為 以外 に は ヽ 容 
し を い - 為 以外 ル 下 の (2 ) の 内 容 は 
1 ) 
PteG2222 
妥 


生存 上 の 選択 の 余地 


例 * 
人 り 


従業 員 ・ 

彼 は ヽ ー つ の 企業 に 定住 し な い < 
彼 は ヽ 企業 間 を ヽ 話 向 に 移動 する 
彼 は 、 そ うし た 転職 を ヽ 絶 え ず 試み る 
その 原因 

それ は ヽ 以下 で ある < 

ーー か 所 へ の 定住 

それ が 許さ れ な いこ と < 

新天地 

それ へ の 絶え ざる 移動 

それ を い ヽ 抽 さ れる こと 


そう し た 心理 構造 


その 内 蔵 。 

新天地 に 移動 する こと 

転職 する こと 

人 友 は ヽ そ れ ら を い ヽ 自 分 の 好み で 行っ て いる 訳 で は な い ゃ 
移動 生活 様式 の 文化 


それ が も た ら す 強迫 観念 ・ 
人 色 は ヽ そ れ を い ヽ 心 理 的 に 内 面 化 し て いる 


新天地 
それ へ の 転職 に よる 移動 
人 色 は ヽ そ れ を ヽ 心 理 的 に 絶え ず 強 いら れ て いる 


以下 の (1 ) は ヽ 以 下 の (2 ) を ヽ ゝ 許さ な い ゃ 
以下 の (1 ) は 、 ヽ それ を ヽ 以 下 の (3) に 対し て ヽ ゝ 許さ な い < 


以下 の (1 ) は 、 ヽ それ を ヽ 以 下 の (4 ) に お お いて ヽ ゝ 許さ な い ・ 
その こと は い ヽ 以 下 の (3 ) に 対し て ヽ 以下 の (5) の 行為 を 強制 す 
る O 

(1 ) 

自然 環境 

生活 環境 < 

( 2 ) 

2 月 9 

それ へ の 一 定 以上 の 定住 


(3 ) 
そこ で 暮らす 人 々 


(4 ) 
人 人 々 の 生活 上 
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清和 の 放 全 )) 

それ は ヽ 以下 で ある 

人 ん 々 は ヽ 絶 え ず ヽ 次 の 新天地 に 進む 
人 人 色 は ヽ そ うし て ヽ ゝ 何と か 生き て いく < 


人 色 は 、 ヽ そのため に ヽ 上 記 の (5) の 行為 を 、 やむを得 ず 、 や っ て い 
る o 


人 色 が ヽ 、 そ うし た 行動 を ヽ 取 る こと 


それ は ヽ 以下 に 起因 する 
移動 生活 様式 中 心 の 価値 観 。 


現在 の 居場所 
人 人 色 は ヽ そ こ か らい ヽ 心 理 的 に 追い 立て られ て いる 


3 . 先進 的 な 成果 ・ 独 創 的 な 成果 ・ その 強制 的 な 発生 ・ 


移動 生活 様式 

で し は て 以下 を の 人 やたら すう ? 
先進 的 な 成果 ・ 
独創 的 な 成果 ・ 

その 強制 的 な 発生 ・ 


/// 
移動 生活 様式 中 心 社会 

そこ で は ヽ 人 公 は ヽ 以下 を 強制 され る 
未知 と の 遭遇 

人 友 は ヽ そ れ を い ヽ 移 動 中 に ヽ 強制 され る 
人 々 は ヽ そ れ を い ヽ 絶 え ず 強制 され る 


人 々 は ヽ 移動 中 に ヽ 次 の 進出 先 で ヽ 以 下 に 出くわす 
新た な 状況 < 

それ へ の チャ レン ジ ・ 

人 々 は ヽ そ れ を い ヽ 絶 え ず 強制 され る 


人 人 々 は ヽ 以下 の (1 ) に お いて ヽ 以 下 の (2) の 行為 を ヽ 弾 制 さ れ 
る 


人 友 は ヽ 、 そ こ に ヽ ゝ 新た に 進出 する 

人 ん 々 は ヽ その 土地 で ヽ ま だ 何 も 無い と ころ か らい ヽ 以 下 を 行う < 
ヽ 試行 錯 衣 を ヽ ゝ 繰り返す 

* い っ ぱい 失敗 する ・ 

* 次 の 試行 錯誤 に 備え る 

、 ヽ そう し て ヽ た ま に い ヽ 以 下 の (3) を 得る < 


成功 

その 成果 ・ 

その 内 容 は ゝ 先進 的 に な る 
その 内 容 は ヽ 独創 的 に な る 
それ は ヽ も れ な く ヽ そう な る 


それ は ヽ 以下 に は 当たら な い * 
人 色 が 自主 的 に 回 ん だ こと 





移動 生活 様式 中 心 社会 
例え ば ヽ ゝ 欧米 ・ 


は ヽ 科学 研究 な ど で ヽ 以下 の 成果 を 出す 
それ は ヽ ゝ 先進 的 で ある 
は ヽ 独創 的 で ある < 
信友 は ヽ そ れ ら を ヽ た くさ ん 出す < 
先進 的 な 独創 会 究 * 
人 色 は ヽ そ れ を ヽ ゝ 好き で 行っ て いる わけ で は ヽ ゝ 全然 な い 


人 人 色 は ヽ 生活 上 、 以 下 の 状況 に 細か れ て いる 
何 も 無 い 状態 で の 試行 錯誤 

それ を い ヽ 絶 え ず 弾 制 さ れる こと 

そう し た 到 迫 的 な 心理 状況 


先進 的 ヽ 独創 的 な 成果 

その 生成 

人 色 は ヽ そ れ を ヽ 無 意識 の うち に ヽ 心 理 的 に 氷 制 さ きれ て いる < 
こう し た 先進 的 独創 的 な 成果 

それ ら が 生み 出さ れる 理由 ・ 

それ は い ヽ 以 下 の 理 由 で は な い * 

自由 な 研究 ・ 

先進 的 研究 

独創 的 研究 

それ ら へ の 許可 の 存在 

人 色 が ヽ そ れ ら を い ヽ 個 人 的 な 好み で や っ て いる こと 


それ は ヽ 以 下 の 理由 で ある 


人 色 は ヽ 移動 生活 様式 を 行う < 
未知 の 新天地 
人 人 々 は ヽ ゝ 生活 上 、 そ こ へ と ヽ 強 制 的 に 絶え ず 出 向 か さ れる 


人 色 は ヽ そ と に お いて ヽ 以下 の 内 容 を ヽ 何 と か し て 実現 し な いと いけ 
な い o 

その 環境 へ と ヽ 新 た に 適応 する こと < 

その た め に 必要 な 、 ヽ 新た な 行動 様式 や 文化 * 

それ ら を ヽ いち早く 生成 する こと 


人 色 は ヽ そ う で な いと ヽ ぃ 生き て いけ な い ヽ 人 友 は ヽ 、 そ うし た 弥 迫 的 な 
観念 を 持つ * 


人 友 は ヽ 以下 の (1 ) に 基づい て ヽ 以 下 の (2) を 実行 し て いる < 
1 

ME 
2 


先進 的 な 成果 
独創 的 な 成果 ・ 
それ ら を ヽ ゝ 生み 出す こと 


こよ っ て ヽ ゝ そう し た 成果 が 生み 出さ れる 状況 < 
ょ ヽ 以下 の 状況 で ある < 

ま ヽ 本 神 的 に 切羽 詰まる 

ょ ヽ 精神 的 に 追い 詰め られ る * 

ょ ヽ ゝ かなり の 程度 で ある 

ょ ヽ 生存 し 続け る 上 で ヽ 、 そ れ を い ヽ 必 ず 体 験 する ・ 


そう し た 状況 は ヽ 以下 の 面 で 、 あ まり 叙 め られ た 内 容 で は な い * 
信友 の 生き や すさ 


4 . 個人 主義 ・ 目 由 主義 * そ れ ら の 付 生 * 


移動 生活 様式 
それ は ヽ ゝ 以下 の 考え を 発生 させ る * 


個人 主義 ・ 
目 由 主 義 


7// 
放牧 な どの 移動 生活 様式 

それ は ヽ ゝ 人 数 面 で ヽ 以 下 の 場合 が 多い 
信友 は * そ れ を ヾ 一 人 で 行う * 

人 々 は ヽ そ れ を ヽ 少 数 で 行う < 


生活 中 に 助け て くれ る 他 者 の 存在 ・ 

それ は ヽ 基 本 的 に 稀 薄 で ある < 

人 々 は ヽ 何 も か も ヽ 自 分 で 何と か し な けれ ば な ら な い < 
その た め ヽ 人 ん 々 に は ヽ 以下 の 実現 が 必須 で ある 
生活 する 個人 < 

その 精神 面 で の 自立 

その 精神 面 で の 独立 


人 人 々 は ヽ 生活 上 、 以 下 を 必要 と する * 
人 友 は ヽ 以下 の (1) に つい て ヽ 以 下 の (2 ) を 実行 する 
1 


( 
0 

2 
人 人 々 は ヽ そ れ を ヽ 目 身 の 個人 の 間断 で 決め る 
人 々 は ヽ それ を ヽ 孤独 に 決め る < 


移動 生活 様式 
それ は ヽ 以下 が 中 心 で ある 
個人 行動 


そこ に は ヽ 以 下 の 内 容 が 存在 する < 
個人 の 意思 決定 ・ 

その 自由 ・ 

それ は ヽ ゝ 生活 上 の も の で ある 





ペー ンジ ご SD ニー ン 


その 点 で ヽ 以 下 の (1 ) は ヽ 以 下 の (3 ) を ヽ 生 成す る 
以下 の (1 ) は ヽ ゝ それ を ヽ 以 下 の (2 ) に お いて ヽ 生 成す る * 
以下 の (1 ) は 、 ヽ それ を ヽ 以 下 の (4 ) の 状態 で ヽ 生 成す る < 


介 剖 
移動 生活 様式 


(2 ) 
和 
3 ) 


個人 主義 ・ 
目 由 主義 


(4 ) 

それ は ヽ ゝ 程度 の 面 で ヽ 弾 烈 で ある 

個人 行動 

目 由 行動 

人 友 は 、 ヽ それら を ヽ 自 分 の 好き 勝手 で 行っ て いる の で は な い < 


公 は ヽ 生活 上 、 ヽ それ を ヽ ゝ 絶え ず 強 制 さ れ て いる 
人 色 に と っ て ヽ そ れ は い ヽ 無意識 の うち に ヽ 習 い 性 に な っ て いる < 








二 際 の の "に 


移動 生活 様式 が も た ら す ヽ ゝ 以下 の 発生 ・ 
大 の 神 

それ を 倍 仰 する 宗教 

その 権威 主義 的 性 質 


/// 

人 ん 々 は ヽ 移動 生活 様式 中 に ヽ 以下 を 行う 必要 が ある < 
自身 の 次 の 移動 先 ・ 

それ を ヽ ゝ 決め る こと 

それ を ヽ 個人 の 間断 で 決め る こと < 

それ を 了 独 に 決め る こと 


人 々 は ヽ 移動 中 は ヽ 以 下 を ヽ 、 ひ た すら 強い られ る < 
個人 行動 
人 人々 は ヽ ゝ 移動 中 は ヽ 心 理 的 に ヽ と に か く 心 細い < 


その 精神 状態 








それ は ヽ 人 人 々 の 生活 の 中 で ヽ 絶 え ず 連続 する 
人 色 は ヽ 以下 を 自覚 する 

私 は ヽ ひ と り ぼ っ ち で ある 

私 は ヽ 翌 い 存 在 で ある 


そこ と で ヽ 人 人 々 は ヽ 移 動 生活 様式 中 、 以下 の 存在 を + 求 め る 。 
大 き な 絶 対 者 


人 色 は ヽ そ れ を い ヽ 強 烈 に 求め る < 

人 色 は ヽ そ の 絶対 者 に ヽ 以 下 を 求め る 
絶対 者 は ヽ 彼 ら を ヽ 見 守る 

絶対 者 は ヽ 彼 ら を 加護 する < 

絶対 者 は ヽ 彼 ら と 対話 する * 

絶対 者 は ヽ 彼 ら を 助け る 

人 々 は ヽ そ れ ら を ヽ 絶 え ず 求め る 


絶対 者 

それ は ヽ 以 下 の 内 容 で 良い < 
仮想 の 存在 

人 為 的 な 作り 物 < 


それ は ヽ ゝ 以下 の (1) に お ける ヽ 以 下 の (2) の 実現 に つなが る 
(1 ) 
移動 生活 様式 中 心 社会 


に の) 
宗教 的 な 神 
その 存在 ・ 

その 誕生 ・ 

その 心理 的 衣 定 ・ 


絶対 者 

人 友 は ヽ それに 対し て ヽ 以下 を 感じ る 

大 き を 権威 

大 き な を 威光 < 

人 々 は ヽ それに 対し て ヽ 心 理 的 に 依存 する ・ 


人 友 は ヽ ゝ それに 対し て ヽ 寄 りす が る < 





0 に 対し て ヽ 以 下 の (2 ) を 実行 する ・ 
1 


絶対 者 
0 AIS000 


人 人 々 は ヽ 心 理 的 に ヽ 全面 的 に 従う * 


人 友 は ヽ 以下 の 存在 に な る < 
権威 主義 者 


人 々 は ヽ 以下 の (1) に つい て ヽ 以 下 の (3 ) の 内 容 を 考え る ・ 
UM の 状況 下 で ヽ 考 える 

1 
絶対 者 


(2 ) 
人 ROW 
3 
それ は ヽ 以 下 の 場 所 に 存在 する * 


大 室 
それ は い ヽ 目 分 の 視界 に 絶え ず 映り 続け る 





ON 

1 

絶対 者 * 

それ は い ヽ 以 下 の (2 ) に 対し て ヽ 以 下 の (3 ) を 実現 する こと が 可能 
で ある 


(2 ) 
地上 を 移動 中 の ヽ 、 個 々 の 人 ん 々 < 
生 

3 
絶対 者 は ヽ 彼 ら を ヽ 絶 え ず 見 守る ・ 
絶対 者 は ヽ 彼 ら を ヽ 絶 え ず 加護 する * 


それ は ヽ 以下 の 場合 の み 、 1 E で ある < 
絶対 者 が ヽ 位置 的 に ヽ 大 空 に 存在 し て いる 時 < 


人 色 は ヽ 以下 の (1 ) に 対し て ヽ 以 下 の (2 ) の 実現 を ヽ 望 む ・ 


(0 
絶対 者 

(2 

彼ら 自身 と の 対話 

それ が ハー 装 - で で ある と と 

それ が ヽ 証 接 で ある こと 

その こと が ヽ 絶 え ず 可能 で ある こと 


彼ら は ヽ 地 上 を 移動 中 で ある < 
彼ら は ヽ 孤独 で ある 


人 人 々 は ヽ 以下 の (1) を ヽ 以 下 の (2) と し て ヽ 求 め る < 
昌 


(1 ) 

絶対 者 と 彼ら と の 間 * 

それ ら を ヽ 媒 介する 存在 
それ を 取り な し て くれ る 存在 * 
それ に 当たる 地上 の 人 間 ・ 





( 2 ) 

款 教 指導 者 ・ 

彼 は ヽ 以下 の 存在 に な る * 

以下 の (2 一 1 ) の 存在 の ヽ 地 上 に お ける 代行 者 * 
(2 一 1 ) 天空 の 権威 者 ・ 

人 々 を ヽ 精神 的 に 指導 する 者 ・ 

人 々 を ヽ 精神 的 に 支配 する 者 ・ 

人 友 に と っ て の ヽ 上 位 者 


以下 の (1 ) の 状況 で は ヽ 以下 の (3) が 発生 する 
2 
1 
da 
2 
人 色々 の 心 の 中 < 
(3) 
絶対 者 と し て の 天 の 神 < 
それ へ の 依存 心 


それ は い 必 然 的 で ある 
を は 以下 信明 グ く * 


人 人 々 が 持つ 自覚 。 

自ら の 心 の 内 面 ・ 

それ が 持つ ヽ 人 間 存 在 と し て の ヽ ゝ 根本 的 な 弱き さ * 

人 人 色 は ヽ そ れ を ヽ 無 意識 の うち に ヽ 痛感 し 続け る ヽ 

それ は ヽ 以 下 の 理由 で ある < 

人 々 は ヽ 以下 の (1 ) の 状況 で は ヽ 以下 の (2 ) を 強制 され る < 


(1 ) 
本 の 
個人 行動 


それ は ヽ ゝ 孤独 で ある < 
人 々 は ヽ そ れ を い ヽ 絶 え ず 強制 され る 





自身 が 持つ ヽ そ うし た 心理 的 な 脆弱 さ ・ 
人 色 は ヽ そ れ を ヽ 外 部 世界 へ と 反映 する 
そし て ヽ ゝ 人 人 々 は ヽ 以下 を 生み 出す 
絶対 者 

絶対 者 は 、 以下 の 内 容 を ヽ サ ポー ト す る 
公 の 心理 的 弱 さ ・ 


人 々 は ヽ 以下 の (1 ) の 状況 で は ヽ 以下 の (3) を 実行 する * 
人 色 は ヽ そ れ を ヽ 以下 の (2 ) に 対し て ・ 実 行 す る 


(し) 
本 生 VC 
2 
そ 較 ち が 開 発し た 絶対 的 存在 


(3 
心理 的 に すがり 続け る こと 





移動 生活 様式 の 人 々 > 
(0 の NM NEO 全便 0 の の 3 
朱 神 論 ・ 


仮に 人々 が ヽ 、 そ れ を 信じ た ヽ と する 

する と ヽ 人 色 は ヽ 以下 を 和 失う * 

精神 的 な 支え 

それ は い ヽ 移動 生活 様式 中 に 、 人 々 が 生き て いく 上 で ヽ 必 須 で ある < 


その 結果 、 人 々 は ヽ 移動 生活 様式 中 、 以下 の (1 ) に つい て ヽ 以 下 の 
1 
| 


目 身 の 心理 的 な 孤独 さ 
目 身 の 心理 的 な 脆 層 き 





e2 拓 

それ ら に い ヽ ゝ 絶え ず 悩 まさ れ 続 ける こと 

人 友 は ヽ 上 記 を 解決 する た め に ヽ 以 下 の 存 在 が 必須 で ある 

神 * 

移動 生活 様式 中 心 社会 

絶対 者 

それ を ヽ 信 じ る 宗教 * 

それ ら は ヽ 人 色 の 心 の 中 で ヽ 無 条件 で 存続 し 続け る 

それ ら は い ヽ 以 下 と は 無関係 に ヽ 存続 し 続け る 

その 内 容 

その 科学 的 な 正 し さ の 欠如 

人 色 に と っ て ヽ 以 下 の 二 つっ は ヽ ゝ 生活 上 、 拝 他 的 に 両立 する 
1 


人 導 
実証 的 で 科学 的 な 知見 
その 信仰 


(2 ) 
未 教 の 信仰 


6 . 議会 制 民 主 主義 の 発生 ・ 
移動 生活 様式 が も た ら す 議会 制 民 主 主義 の 発生 
// 


移動 生活 様式 
そこ で は ヽ 人 色 が 集まっ て くる 


人 色 は ヽ 様 々 ス な と ころ か ら ヽ 集まっ て くる 
そこ と で は ヽ い ろ い ろ な 人 友 が ヽ 集 まっ て くる 


人 々 の 集合 体 ・ 

それ が ヽ 、 そ こ で は ヽ ー 時 的 に ヽ 形成 され る 
そこ と で の 人 人 友 の 集 合 的 な 意思 決定 * 

その 手段 ・ 

その 一 つと し て 編み 出さ れ た 考え 方 ・ 

それ は ヽ 以下 で ある 

議会 制 民 主 主義 ・ 

それ は ヽ 開 放 的 で ある 

人 々 は ヽ ゝ 議場 を ヽ 設 定 する < 

人 々 は ヽ その 場所 で ヽ 即 天 の 議 論 を ヽ 戦 わせ る 
人 人 々 は ヽ 以下 を 行う 

賛成 の 意見 

反対 の 意見 

それ ら の 明快 な 表 出 ・ 


意思 決定 に 向け て の 真剣 な 討論 ・ 
人 々 は 以下 の (1) を ヽ 以 下 の (2 ) の 手段 で 決定 する ・ 
分 た ちの 最 人 豚 な 意 ・ 
に よる 多数 決 の 投票 


議会 制 民 主 主義 ・ 
その 思想 は ヽ 移動 生活 様式 に 特有 で ある > 


1 
の) 
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定住 生活 様式 


中 心 社会 > 人 人 々 の 形成 する 心理 構 


定住 生活 様式 中 心 社会 
それ は ヽ 具 体 的 に は ヽ 以下 の 内 容 が 必須 と な る 社会 で ある < 


に ) 
以下 の 条件 下 で 生き る こと < 
植物 栽培 向け の 自然 環境 


(の) 
以下 を 所 有する こと 
自家 の 農地 








( 3 ) 
以下 の (3 一 1 ) の 場所 で ヽ 、 以 下 の (3 一 3) の 行為 を 実行 する こ 


O 
それ を ヽ 以 下 の (3 一 2) の 期間 、 実 行 す る こと 


定住 する こと * 


定住 生活 様式 中 心 社会 

それ は ヽ 以 下 の 人 人 々 の 社会 で ある * 

人 々 は ヽ 植物 栽培 主体 で 暮らす ・ 
自作 

畑作 ・ 

土地 へ の 定住 

人 公 は ヽ それ を ヽ ーー 方 的 に 強制 され る 


人 公 は ヽ 典 耕 民 と し て 生き る 
自然 環境 は ヽ 人 々 に 対し て ヽ そ の 生き 方 し か 許さ な い 





定住 生活 様式 中 心 社会 


定住 生活 様式 者 た ち 
人 信友 は ヽ 以下 の よう に 生き 


る こと と を い ヽ 全 面 的 に 強い られ る < 
それ は ヽ 目 然 環境 の 影響 に よる 





1 . 生活 上 の 定住 の 強制 * そ の 傘 生 ・ 


/// 
NN 

生き て いく た め に ^ ヽ 定住 生活 様式 の み が 可 能 な 、 自然 環 境 
Ne 提 


例 * 

日 本 の 本 州 

それ は ヽ モ ンス ー ン 気候 で ある * 
それ は い ヽ 稲 作 が 必須 で ある ・ 





放牧 * 

それ に と っ て 必要 な ヽ 和 柔らか い 牧 草 * 
それ が ヽ 、 ほ と ん ど 生 人 息 し な い * 
そう し た 場所 ・ 


放牧 < 

遊牧 

牧畜 

生き て いく 上 で ヽ そ れ ら が 不可 能 な 環境 ・ 
人 友 は 、 ヽ そう し た 環境 で 生き る < 


粗 放 な 空間 分 布 

空間 移動 * 

定期 的 な 移住 

それ ら が 実現 し に くい 環境 


移動 生活 様式 に 不向き の 環境 ・ 
人 色 は ヽ そ うし た 環境 で 生き る < 


2 . 居宅 ・ そ の 群れ ・ それ ら の 形成 ・ そ の 強制 


77/ 
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宅 
その 群れ < 

それ は ヽ ーー か 所 に 定住 する 

それ は ヽ 集 約 的 で ある 

それ は ヽ ゝ 密集 的 で ある < 

人 色 は ヽ その 土地 に ヽ 永続 的 に 居住 し 続け る ・ 


人 々 は 、 ヽ その 場所 で ヽ 以 下 を ゝ 実行 し 続け る 
公 は ヽ そ うし た 形 で 生き る こと を ヽ 銀 制 さ れる 


3 . 仲良 し 定住 集団 の 形成 ・ そ の 連続 的 な 維持 ・ そ の 強制 


/7/ 
人 々 は ヽ 以下 を 強制 され る ・ 
以下 の 状況 の 発生 

その 回 避 


公 は ヽ 周囲 の 他 者 と 意見 が 違う 状態 に な る 
人 々 は ヽ 周囲 の 他 者 と 喧嘩 し て 不仲 に な る 


人 人 色 は ヽ そ うし た 周囲 の 他 者 と ヽ 毎 日 一緒 に 生き る < 
人 々 は ヽ そ うし た 周囲 の 他 者 と ヽ 子 除 末 代 ま で ヽ 永続 的 に ヽ 一緒 に 生 
きる s 


人 色 に と っ て ヽ そ れ ら は ヽ 自 分 を た ち が 生 き て いく 上 で 、 ヽ 致命 的 に まず 
【 ヽ 5 


それ は い ヽ 以 下 の 理由 で ある ・ 

農地 は ヽ 以下 が 不可 能 で ある ・ 

それ を ヽ 他 へ と ヽ 移 動き せる こと 
それ を ヽ 他 へ と ヽ ゝ 引っ 越し させ る こと 


そこ と で ヽ 人 友 は ヽ 以下 の た め に ヽ 全 面 的 に 配慮 する * 
人 色 は ヽ 以下 の (1) の 人 々 と の 間 で 、 ヽ 以下 の (2 ) の 状態 を 実現 す 
る o 


(1 ) 
周囲 の 他 者 


(2 ) 

心理 的 な 和合 < 

心理 的 な 同調 
心理 的 な 一 体 化 

それ ら の 連続 的 な 維持 


その 結果 、 人 以下 の 行為 を ヽ 強 制 さ れる 

人 色 は ヽ そ の た め に ヽ 必 死に な る < 

人 友 は ヽ に あ 天 提 か る 。 

ーー 
1 

目 分 た ちの 居宅 の 群れ 


(2 ) 
2 
それ を ヽ 水 続 させ せる こと ・ 


人 々 は 、 ヽ 以下 の 行為 を ヽ 強制 され る 
人 色 は ・ ヽ 以下 の (1 ) に お いて ヽ 以 下 の (2) を 実現 する ・ 


(9 
仲良 し 定住 集団 。 


(2 ) 

互い の 意見 < 

それ を ヽ ゝ 割ら な いこ と 
意見 面 で の 満場 一 致 ・ 


それ は ヽ 人 々 の 間 に ヽ 以下 の 傾向 を 生み 出す 


対人 関係 面 で の 協調 性 
対人 関係 の 維持 
対人 関係 の 継続 


対人 関係 その も の の 重要 性 ・ 
人 人 々 は ヽ 、 ヽ それら を ヽ ゝ 生き て いく た め に ヽ ゝ 全面 的 に 重視 する 


人 色 に と っ て ヽ ゝ 以下 の 実現 が 必須 と な る * 
例 

稲作 

水利 


別々 の 定住 者 の 間 で ヽ 以下 を 実行 する こと < 
利害 調整 

同意 意見 の 一 体 化 

意見 の 一 本 化 





4 . 同調 一体 化 > 同 期 > そ れ ら の 強制 ・ 
//// 

人 々 は ヽ 以下 の (1 ) に お いて ヽ ゝ 以下 の (3) を 
人 友 は 、 ヽ それ を ヽ 以下 の (2 ) の た め に ヽ 実 行 す 


( 1 
仲良 し 定住 集団 。 


(2 ) 
栽培 西 物 ・ 
その 植え 付け ・ 
その 刈り 取り ・ 


(9 

共同 作業 * 

それ は ヽ ゝ 一 斉 に 同期 する 
それ は ヽ 業 忙 で ある < 


その 作業 の 実現 の た め ヽ 以下 の 実現 が 必須 で ある 
人 々 は ヽ 以下 の (1 ) と の 間 で ヽ 以 下 の (3) の 状態 に な る * 
それ は ヽ 以 下 の (2 ) に つい て ヽ 以 下 の (3 ) の 状態 に な る < 
(1 ) 

周囲 の 他 者 

仲良 し 定住 集団 。 

その メン バー ? 

(02 和 

時 間 的 な 側面 

CS) 

同調 する こと < 

作る こら っ 

植物 栽培 

その 周期 は ヽ 一 年 で 一 周 す る 

以下 の (1 ) の 間 で ヽ 以 下 の (2 ) が 発生 する 


0) 
同じ 植物 の 栽培 者 


( 2 ) 
栽培 作業 の 一 斉 同 期 


そう し た 植物 栽培 上 の ルー ル 
人 友 は ヽ 、 そ れ に い ヽ 東 書 さ ほれ て いる 


そう し た 東 縛 * 
それ は い ヽ 弾 い * 


それ は ヽ 水 続 的 で ある 


5 . 前 例 、 し きた り ・ そ れ ら の 絶対 視 ・ 祖 先 財 拝 。 


//// 

人 色 に は ヽ 以下 の 実現 が 必須 で ある 

人 友 は ヽ 以下 の (1 ) の 地点 で ヽ 以 下 の (3) を 実行 する * 
ウー こ 

ずっ と 同じ 場所 < 

し 2 ) 


先祖 代々 > 

水 続 的 

(8 
住み 続け る こと 


人 々 の 生活 に お いて 
以下 の (1) に 関し て 以下 の (2 ) が 発生 する こと ・ 
人 ヽ 手 常 に 低い < 
1 
居住 宅間 * 
RU 
2 


移動 


変動 ・ 
周囲 環境 の 変動 


その 変動 の 無い 状態 
それ は ヽ 長 期間 、 続 く 
それ は ヽ 水 続 的 で ある 


人 々 は ヽ 以下 を 要求 さき れる < 

以下 の 環境 下 で ヽ 生 き 続 ける こと 

そこ で は ヽ 以 下 の (1 ) が ヽ 以 下 の (2) に な る 
(1 ) 


2) し きた りゃ 


2) 

れ は ヽ 有効 で ある * 
れ は い ヽ NN RS 
は ヽ 水 続 す る 


その た め ヽ ぃ 人々 の 間 に は ヽ 以下 の (2 ) が 生ま れる 
SAN 
1 
祖先 崇拝 。 
(2 ) 


0 


未 教 
社会 的 教え 


02303 
1 

自分 た ちの 先祖 

目 分 た ちの 先 人 < 

彼ら の 存在 * 


(2 ) 

敬う こと 

信 仙 する こと 

それ ら の 対象 と する こと 





そう し た 倍 仰 の 理由 ・ 
それ は ヽ ゝ 以下 で ある 
上 記 の (1 ) の 人 々 は ヽ 以下 の (4 ) の 行為 を 実行 し た * 


上 記 の (1 ) の 人 々 は ヽ そ れ を ヽ 以 下 の (3) の 内 容 に つい て ヽ 実 行 


し た ゃ 
(3 
前 例 
し きた りゃ 


(4 ) 
それ を い ヽ 生 み 出 すこ と 
それ を い ヽ 維持 し 4 玉 け る こ (ea 


上 記 の (3) 


それ は ヽ 人 友 が ヽ 以 下 を 実現 する た め に ヽ 必 須 で ある * 

人 々 が ヽ 以下 の (1 ) に お いて ヽ 以 下 の (2) を 実現 する 
li) 

自分 た ちの 土地 < 

(2 ) 

その 場所 で ヽ 生 活 し 続け る こと 





6 . 移動 ・ 新 分 野 へ の 進出 > それ ら の 回 避 ・ 


/7/ 
人 ん 々 は ヽ 以下 の (1 ) を 実現 する と ヽ 以 下 の (2 ) の 実現 が 不要 に な 
る 


上 ) 
一 回 ヽ 定住 す る こと 
(2 ) 


以下 の 室 間 < 
以下 の 領域 
それ は ヽ 新 し い < 
それ は ヽ ゝ 未知 で ある 


そこ へ と ゝ 動く ぐ と と 
その た だめ に だ た だ ^ で チャ レル レンジ する と と 


人 色 の 生活 に お いて ヽ ゝ 上記 は ヽ ほ と ん ど 必 要 な い * 
仮に 人々 が ヽ 動 いた ヽ と する 
人 々 は ヽ 以下 の (1 ) に よっ て ヽ ゝ 以下 の (3) の 行為 を 受け る 
3 
1 
他 の 定住 者 
他 の 仲良 し 定住 集団 。 


しり 
上 記 の (1 ) の 所 有する 土地 
彼 は 、 そ こ へ と ヽ 勝 手 に 侵入 し た ・ 


8 
怒ら れる こと ゃ 
叱 ら れる こと 


その た め ヽ 人 友 は ヽ 上 記 の 行為 を 避け る 
人 友 は ヽ 代 わり に ヽ 以 下 の 行 為 を 行う ・ 
動か な い 生 活 ・ 

新 分 野 へ と 進出 し な い 生 活 * 
それ ら の 持続 ・ 


7. 閉鎖 性 ・ 排 他 性 ・ 部 外 者 へ の 不信 ・ 


//// 
人 な 時 間 の 経過 に 人 っ て 以下 の 傾向 を 狐 め る ・ 
中 


人 友 は 、 ヽ 以下 の 他 者 し か ヽ 信 用 し な い * 

仲良 し 定住 集団 。 

その メン バー s 

その 集まり < 

HHR3 
1 

2 だま 2 が うだ Ts 

(2 ) 

その 場所 に ヽ 定住 す る こと < 

同じ 場所 に ヽ 定住 す る こと 

互い に ヽ ゝ 仲良 くす る こと 

互い に ヽ ゝ 一 体 化 する こと < 

一 緒 に 暮らす こと 


(2 ) 
人 々 は ヽ 以下 の 他 者 に 対し て ヽ 不 信 感 を 強く 持つ ・ 
よそ を 者 


流 民 * 


(3 ) 


人 ん 々 は ヽ 以下 の 価値 観 を ヽ 強 く 持 つ * 
以下 の 社会 的 価値 観 。 

人 色 は ヽ 閉鎖 的 で ある 

人 々 は ヽ 拝 他 的 で ある * 


人 ん 々 は ヽ 、 そ れ ら の 傾向 を ヽ 持 続 す る * 


人 々 は ヽ ゝ 互いに 、 そ れ を ヽ 強 いら れる * 
周囲 の 他 者 は 、 人 々 か ら ヽ それ を ヽ 強 いら れる < 


8 . 定住 集団 か ら の 追放 > その 徹 良 的 な 回 避 ・ 


仮に 、 人 々 が ・ 以 下 の (1) の 場所 か ら 追い 出 きれ た ヽ と する ・ 
だ 住 ・ 

する と ヽ 人 人 々 は ヽ 以 下 の (2) の 状態 に な る 

江 ・ 


定住 生活 様式 
その 定住 集団 は ヽ 排他 的 で ある 


それ ら の 定住 集団 は ヽ ど こも ヽ ゝ 上記 の (2 ) を ヽ 受 け 入 れ な い * 
その 結果 、 ヽ 上記 の (2) は ヽ 以 下 の (3 ) の 状態 に な る 

凍 IS 
92482 


今 の 定住 地 
今 の 仲良 し 定住 集団 。 


9 . 古参 者 の ヽ 新 参 者 に 対す る ヽ 絶 対 的 な 優位 性 * 


//// 
人 人 色 の 間 で 


lo) 
その 土地 ・ 
その 土地 の 


(2 ) 
前 例 
し きた り ・ 
伝統 


(01) 


は ヽ 以下 の 状況 が ヽ 発 生 す る 


` 仲良 し 定住 集団 。 


以下 の 人 物 < 


その 人 物 は 


(9 一 ) 


* ヽ 上記 の (2) を 、 ヽ た くさ ん 習得 し て いる < 


ヽ 優位 に な る < 
ヽ 上 位 者 と し て 扱わ れる < 


作 の 立場 の 人 物 


その 人 物 は 


ヽ 上 記 の (2 ) を ヽ 少 し し か 習得 し て いな い ゃ 


ノム 


* 位 に な る < 

ヽ 下位 者 と し て 扱わ れる < 

ヽ 以下 の 行為 を 強制 きれ る 

ヽ 以下 の (1 ) の 内 容 に つい て ヽ 以 下 の (2) を 


GBR 
間 '8 


(4 ) 
それ は い ヽ 恒 常 化 する < 


詩 斉 の 目 由 * 
それ は ヽ 人 色 の 間 に は ヽ 存在 し な い < 
それ は い ヽ 根 本 的 に ヽ 存在 し な い 


前 例 

し きた りゃ 

その 内 容 ・ 

それ に 対し て ヽ 疑 間 を 持つ こと < 
それ を ヽ 批 第 する こと 

それ を ヽ 行う 自由 < 

それ ら は ヽ ゝ 根本 的 に 存在 し な い * 


前 例 < 





人 色 は ヽ それ に 対し て ヽ 以下 を 強制 され る ・ 


は ヽ そ れ を い ヽ 暗 記す る * 
は ヽ そ れ を ヽ 理 解す る 

人 友 は ヽ そ れ を ヽ 習得 する 
は ヽ ゝ それ を ヽ 体 得する 
は ヽ そ れ を ヽ ゝ 丸呑み する * 


人 々 々 は ヽ そ れ ら を ヽ 盲目 的 に ヽ ゝ 行う 
それ は ヽ 人 友 が ヽ 生 き て いく た め に い ヽ 必 須 で ある * 


それ は ヽ 人 勾 に と っ て ヽ 以下 の 実現 の ため に ヽ 必 須 で ある * 
彼ら 上 自身 も 上 位 者 扱い され る 
彼ら 自身 も 偉く な る 





仮に ヽ 人 色 が ヽ 以 下 の (1) に つい て ヽ 以 下 の (2 ) を 実行 し た ヽ と 


する * 

(1 ) 

ある 土地 < 

その 仲良 し 定住 集団 。 


2 
その 新た な メン バー と な る 
そこ に 新規 加入 する < 


ある い は 


仮に ヽ 人 色 が ヽ 以 下 の (1 ) に つい て ヽ 以 下 の (2 ) を 実行 し た ヽ と 


て 3) 

] 

巡 存 の 仲良 し 定住 集団 
その 存在 する 土地 < 


(2 ) 
彼ら は ヽ そ こ に 引っ 越し を する < 


その 場合 以下 の (3 ) の 事態 が ヽ 発 生 する ・ 

(3 ) 

以下 の (4 ) 

信友 は ヽ そ れ を 行っ た 

その 対象 ・ 以下 の (1 一 1) 

人 友 は 、 ヽ それ を い ヽ 以 下 の (2 一 1 ) と し て ヽ ゝ 行っ た < 


OK 

既存 の ヽ 定住 済 の 古参 者 ・ 
その 定住 集団 。 

その 中 ・ 


(2 一 1) 


) 
新規 に 加入 する こと 


古参 者 

彼ら は ヽ 以下 を 掌握 し て いる < 
その 土地 

その 仲良 し 定住 集団 。 

その 前 例 

その し きた り 


彼ら は ヽ 以下 の 存在 で ある 
絶対 的 な 権力 者 * 


人 々 は ヽ 以下 の (2 ) を 強 制 され る < 
人 友 は 、 ヽ それ を い ヽ 以 下 の (1 ) に つい て ヽ 弾 制 さ れる < 
( 馬 
以下 の 人 間 関 係 
0 Pe 和 N 
2 
それ を ヽ 受 け 入 れる こと 
それ に 一 方 的 に 妨 従 す る こと 


人 々 の 間 で ヽ 以 下 の (1 ) は ヽ 以 下 の (2 ) の 場合 の み ヽ 発生 する 
1 


9 
人 間 関 作 ・ 
それ が 平等 に な る こと 


(2 ) 

全く 新た な 土地 ・ 
全く 新た な 居住 地 

そこ に ヽ ゝ 一 斉 に 加入 し た 人 々 の 間 * 
そこ に ヽ ゝ 同時 に 加入 し た 人 々 の 間 * 
それ ら の 人 人々 の 間 の み < 


1 0 . 生産 設備 の 所 有 者 の ヽ 絶 対 的 な 優位 性 ・ そ の 水 続 化 


77// 
人 々 の 間 で は 以下 の 状況 が 発生 する ・ 


LE) 

その 土地 ・ 

その 仲良 し 定住 集団 。 
その 生産 設備 * 


(2 
その 資本 所 有 者 


その 人 物 は ヽ ゝ 優位 に な る 
その 人 物 は ヽ 上 位 者 と し て 扱わ れる 


例 < 
地主 * 


し 2 デー ウ ) 
目 分 で は 資本 を 所 有 し な い 者 < 
借用 者 


その 人 物 は ヽ 劣 位 に な る 
その 人 物 は ヽ 下 位 者 と し て 扱わ れる 
その 人 物 は ヽ 以 下 を 到 制 され る * 


02cm 00 光 6 
その 意見 ・ 

それ に 取り 入る こと < 
それ に 隷 従 す る こと < 


例 * 
小作 人 。 


し 9) 
そう し た 上 下関 係 ・ 
それ は い ヽ 水 続 化す る 


1 1 . 役職 保持 者 の ヽ 絶 対 的 な 優位 性 ・ 役 職 の 世 肖 化 < 


7/// 
人 々 の 間 で は ヽ 以下 の 状況 が 発生 する 


(1 ) 

その 土地 ・ 

その 仲良 し 定住 集団 。 
その 役職 ・ 


(2 の) 
有職 者 
役職 保持 者 


その 人 物 は ヽ ゝ 優位 に な る 
その 人 物 は ヽ 上 位 者 と し て 扱わ れる 


例 ・ 
上 役 ・ 
上 司 ・ 


(グー グ ) 
薄 職 者 ・ 


下っ 端 * 


その 人 物 は ヽ 劣 位 に な る 
その 人 物 は ヽ 下 位 者 と し て 扱わ れる 
その 人 物 は ヽ 以 下 を 勾 制 さ れる * 


下記 ② の (2ー 1) の 和信 物 * 
その 意見 ・ 

それ に 取り 入る こと < 
それ に 隷 従 す る こと < 


例 
間 


(3 ) 
そう し た 上 下関 係 ・ 
それ は い ヽ 水 続 化 する 


例 * 

人 々 の 間 で は 、 ヽ 以下 が 発生 する < 
役職 保持 者 * 

その 世 環 ・ 


1 2 . 上 下関 係 の 水 続 化 ・ 社会 的 昇進 の 条件 ・ 


/7/ 
便 民 し 定住 業 団 。 


以下 の (1) に よる 以下 の (2) の 実現 ・ 


上 位 の 役職 
それ へ の 昇進 ・ 


それ は ヽ ゝ 以下 の 要因 に よっ て 決ま る 


( 小 の 5 

メン バー 上 自身 が ヽ ゝ 年 を 重ね る < 

2 00 
1 

メン バー 上 自身 
(2 ) 

前 例 

し きた り 

その 販 介 度合い 








第 用 の 1 
以下 の (1 ) は ヽ ゝ 以下 の (3 ) を 実現 する < 
以下 の (1) は 、 ヽ それ を ヽ 以 下 の (2) に 対し て ヽ 実 現す る 


その 結果 

以下 の (2 ) は ヽ 以 下 の (4 ) を 実行 する < 

以下 の (2 ) は ヽ そ れ を ヽ 以 下 の (1 ) に 対し て ヽ 実 行 する 
その 結果 

以下 の (2 ) は ヽ 以 下 の (5) を 実行 する ・ 

以下 の (2 ) は 、 ヽ それ を ヽ 以 下 の (1 ) に 対し て ヽ 実 行 す る ・ 
その 結果 

以下 の (1 ) は ヽ 以 下 の (6) を 実現 する < 


(1 ) 
メン バー 自身 


(2 ) 
上 位 者 


し 0 

上 記 の (2 ) の 人 物 * 

その 人 物 に と っ て ヽ ゝ 気に入る 成果 ・ 
それ を ヽ ヾ 上 げ る と と ぅ 


(4 ) 
上 記 の (2 ) の 人 物 は ヽ 上 記 の (1) の 人 物 を 、 ヽ メン タル 面 で 気 に 入 
る o 


し 8) 
電 ドン ーー ーー 
げ る < 


(6 ) 

上 位 の 役職 
それ へ の 昇進 
(ーー ク ー9) 


以下 の (1 ) は ヽ 以 下 の (3 ) を 実現 する < 
以下 の (1) は 、 ヽ それ を ヽ 以 下 の (2) に 対し て ヽ ゝ 実現 する 


その 結末 ・ 


以下 の (2 ) は ヽ 以 下 の 
以下 の (2 ) は ヽ ゝ それ を 
その 結果 ・ 

以下 の (2 ) は ヽ 以 下 の 


Se 
以下 の (2) は 、 ヽ それ を 
その 結果 < 
以下 の (1 ) は ヽ 以 下 の 





メン バー 上 自身 

(2 ) 

上 位 者 

9) 

上 記 の (2 ) の 人 物 * 
上 記 の (1 ) の 人 物 は 
上 記 の (1 ) の 人 物 は 
上 記 の (1 ) の 人 物 は 
(4 ) 

上 記 の (2 ) の 人 物 は 
る 

し 8 

上 記 の (2 ) 2 の 凡 物 き 
上 ば げ る 


(6 ) 


上 位 の 役職 
それ へ の 昇進 ・ 


(初出 2020 年 5 月 ) 


(4 ) を 実行 する 
ヽ 以下 の (1 ) に 対し て ゝ 実行 する < 


(5 ) を 実行 する 
ヽ 以下 の (1 ) に 対し て ヽ ゝ 実行 する < 


(6 ) を 実現 する ・ 


ヽ そ の 人 物 に 対し て ヽ 本 度 す る * 
ヽ その 人 物 に 対し て ヽ 居 く < 
ヽ そ の 人 物 に 対し て ヽ 取 り 入 る * 


* ヽ 上 記 の (1 ) の 人 物 を 、 ヽ メン タル 面 で 気 に 入 


* 上 記 の (1 ) の 人 物 を 、 よ り 上 の 役職 に 引き 


定住 生活 様式 中 心 社会 > それ に お ける 教育 * 


定住 生活 様式 中 心 社会 
それ に お ける 教育 ・ 


それ は ヽ 以 下 の (A) に つい て ヽ 以下 の (B) を 実行 する こと で あ 


る 
(A) 
G よ ) 

前 例 

し きた り ・ 

それ に 従っ て 生き る こと 
(2 ) 

人 人 々 は ヽ 周囲 の 他 者 と の 間 で ヽ 以下 を 実現 する < 

心理 的 な 同調 

心理 的 な 一 体 化 ・ 


人 々 は ヽ そ れ ら を い ヽ 恒 常 的 に 実現 する 


(8 
人 色 は ヽ 上 位 者 に 取り 入る 


2 生き 人 人 守 に 科 12 を 時計 38 
BeeC 科 昌 

0 朋 人 寺 介 Pe 20 下 所 個 : 
(3 テク 


上 位 者 が 気に入る 成果 ・ 
人 々 は ヽ そ れ ら を ヽ と に か く 出 し 続け る * 


(B ) 
それ ら を ヽ 理 解す る こと < 
それ ら を い ヽ 体 得する こと 


人 人 々 は ヽ 以下 の (C) を ヽ 以 下 の (D) に よっ て ヽ 実 行 する * 


(D ) 
以下 の 社会 関係 
その 総動員 ・ 


(1) 
母子 ・ 
(2) 

師弟 ・ 

(3) 

先輩 

後 章 ・ 

(4 ) 

古参 者 ・ 

新参 者 ・ 

(5) 

上 位 者 

下位 者 

(6) 
土地 等 の 生産 設備 
その 資本 所 有 者 ・ 
その 借用 者 ・ 


上 記 の (1) * 
母子 関係 


それ は ヽ 以 下 で ある 
上 記 の 全て の 社会 関係 
その 基盤 


(初出 2020 年 5 月 ) 


定住 集団 。 定住 ネ ットワーク 定住 生活 様式 中 心 
社会 > その 分 類 ・ 


定住 生活 様式 中 心 社会 で は ヽ 人 人 々 の 定住 社会 関係 は ヽ 以下 に 分 類 さ れ 
る 


(1 ) 社会 関係 の 開 開 の 度合 い ・ そ の 度合 い が ヽ 以下 の 内 容 で ある 場 
ジン SS 


人 A、。 
(1 一 1 ) 定住 集団 。 そ の 社会 関係 > それ は ヽ 閉 じ て い る ・ そ の 領域 
は ヽ 限定 さ れる * 

(1 一 2 ) 定住 ネッ トワ ー ク その 社会 関係 > それ は ヽ 開 いて いる * 
その 領域 は ヽ 限 定 さ れ な い < 


( 2 0 その 関係 が 以下 の 内 容 で ある 場合 

(2 剛 SS 父 和 * 母 未 ・ その 社会 関係 は 以下 の どちら か 一 方 
に 閉じ る 父方 母方 ・ 

し あつ タ ) 双 条 ・ その 社会 関係 は ヽ 以 下 の 両 方 に ヽ 同時 に 広がる 
方 > 母方 * 

(3) 血縁 関係 と 非 血 縁 関係 と の 関連 の 度合 い ・ そ の 度 舎 い が ヽ 以下 
の 内 容 で ある 場合 

(3 一 1 ) 先天 的 * 血縁 関係 の み を 、 ヽ 重視 す る 場合 * 

(3 一 2 ) 後天 的 * 非 血縁 関係 を 血縁 関係 並み に ヽ 重視 す る 場合 * 


例 
中 国 社会 > 韓国 社会 北朝 鮮 社会 北部 ベト ナム 社会 
それ は ヽ ゝ 先天 的 定住 集団 の 社会 の 一 種 で ある * 


それ は ヽ (1 一 1) と (2 一 1) と (3 一 1) の 組み 合わ せ で ある 

それ は ヽ 父 系 の 社会 で ある ・ それ は ヽ ゝ 父系 の 血縁 集団 の 寄せ 集め で あ 
り ヽ それ ぞ わ れい ヽ 外部 に 対し て ヽ 閉 じ て い る 

その 社会 で は ヽ 血縁 集団 の メン バー 同士 は ヽ 内 部 者 扱い で ヽ 信頼 で き 
る 相手 で ある 

和合 * 医 血 縁 関係 の 者 同士 は ・ 部 外 者 扱い で ヽ 不信 の 相手 で 
る o 

その 社会 で は ヽ 各々 の 血縁 集団 は 、 と て も 巨大 で ある < 

その 社会 で は ヽ 各々 の 血縁 集団 は 、 ど れる も 例 外 無 く ヽ 千 年 以上 に わた 

る 族 譜 を 所 持 し て いる こと が 多い < 


例 * 

ロシア 社会 

それ は ゝ 先天 的 定住 集団 の 社会 の 一 種 で ある 

それ は ヽ (1 一 1 ) と (2 一 1) と (3 一 1 ) の 組み 合わ せ で ある < 

彼ら の 食糧 生産 の 様式 は ヽ 基 本 的 に ヽ 孝 や 野 表 の 栽培 や ヽ 漁 獲 や 和 狩猟 

人 
で ある 

以前 の ミー ル の よう を な を 定住 集団 が ヽ 彼 ら の 農村 に お いて 主流 で ある < 

彼ら の 社会 一 般 が ヽ 集 団 主 義 で ある 


ロシア の 血縁 関係 

それ は ヽ 天 婦 別 姓 で ある 

それ は ゝ 後天 的 な ヽ 姓 の 変更 を ヽ 起 こさ な い 
それ は ゝ 先天 的 定住 集団 で ある * 


異な る 先天 的 定住 集団 。 それら の メン バー 間 に お ける ヽ ゝ 関係 ・ 
それ ら は ヽ 短 期 的 で ヽ 一 時 的 で ある 

それ ら は い ヽ 相 互 不 借 に ヽ 満 ち て いる < 

それ ら は い ヽ 外 部 か ら 強 制 さ れ な い 限 り ヽ 一 つ に は ヽ ま と ま ら な い 
それ ら は ヽ そ の 点 で ヽ 個 人 主義 的 で ある 


ロシア の 血縁 関係 ・ 

父母 は ヽ 以 下 の 内 容 を ヽ 実 現 可 能 で ある < 

彼ら の 子供 の 姓 を ヽ 彼 ら の 両方 の 姓 か ら ヽ 一 方 の 任意 の 姓 を ヽ 自由 に 
選択 し て ヽ 付 加 す る こと 

その 結果 ・ 

彼ら の 血縁 関係 は 、 そ うし た 面 で は ヽ 単 林 で ヽ 自 由 和 で ある < 


ペー ンー で ン 





父母 は ヽ 彼 ら の 子供 の 名 前 の 末尾 に ヽ 母親 の 名 前 で は な く ヽ 父 親 の 名 
前 を ヽ 自動 的 に 付加 する < 

その こと は ヽ 新 た に 生ま れ て くる 子供 の 父親 が ヽ 誰 で ある か を い ヽ 社 会 
的 に 特定 可能 に する < 

その 結果 ・ 
2 
CM で CMMS % 

彼ら の 自 縁 関 係 は 、 そ うし た 面 で は ヽ 父 大 で ある 


彼ら の 社会 は ヽ 先天 的 定住 集団 の 社会 の 一 種 で ある 

彼ら の 企業 で は ヽ 短期 雇用 が 主流 で ある 

彼ら の 企業 で は ヽ 雇用 者 た ち は ヽ 個性 の 埋没 し な い 集 団 主 義 で 動く 
彼ら の 企業 で は ヽ 雇用 者 た ち は ヽ 各自 が バラ バラ に 作業 を し て ヽ ゝ 最後 
に や っ つけ 仕事 で ヽ 彼 ら 6 自 身 の 成 果 を 統合 する ・ 
1320 
緒 で 動く 


例 * 

日 本 社会 

それ は ヽ 後天 的 定住 集団 の 社会 の 一 種 で ある 

それ は ヽ (1 一 1 ) と (2 一 1) と (3 一 2 ) の 組み 合わ せ で ある < 
それ は ヽ 父 系 の 社会 で ある それ は ヽ ゝ 父系 の 血縁 集団 の 寄せ 集め で あ 
り ヽ それ ぞ れ ヽ ゝ 外部 に 対し て ヽ 閉 じ て い る < 

その 社会 で は ヽ 血縁 関係 の メン バー 同士 は ヽ 部 内 者 扱い で ヽ 信頼 で き 
る 相手 で ある 

その 社会 で は ヽ 古 血 緑 関 作 の メン バー 同士 に お いて ヽ ゝ 各色 が ヽ 後 天 的 
に 生成 され た ヽ 同一 定住 集団 に 所 属す る こと が 出来 る 

同一 の 後天 的 な 定住 集団 に 所 属し て いる メン バー 同士 は ・ 部 内 者 扱い 
で ヽ 信頼 で きる 相手 で ある < 

その 社会 で は ヽ 各 々 の 血縁 集団 は 、 あ まり 大 きく な い 。 

その 社会 で は ヽ 各 々 の 血縁 集団 は 最上 位 の 血縁 集団 を 除き ヽ 数 千年 
に わた る 族 譜 を 所 持 す る こと は ヽ あ まり 無い 

その 社会 で は ヽ 三 血 縁 集団 の メン バー 同士 の 方 が ヽ 血縁 集団 の メン 

バー 同士 より も ヽ ゝ 親しく 信用 で きる こと が ヽ 多 発する < 


例 < 
東南 アジ ア の タイ 社会 南部 ベト ナム 社会 


それ は 、 先天 的 定住 ネッ トワ ー ク の 社会 の 一 種 で ある ・ 

それ は ヽ (1 一 2) と (2 一 2) と (3 一 1) の 組み 合わ せ で ある * 
その 社会 の 血族 関係 は 双 系 で ある ・ その 社会 関係 は ヽ 以下 の 両 
方 に ヽ 同 時 に 広がる 父方 > 母方 * 

その 社会 で は ヽ 血縁 関 作 の メン バー 同士 は 、 コ ネ ク シ ョ ン 保 持 者 扱い 
で ヽ 信頼 で きる 相手 で ある < 


(2021 年 9 月 初出 ) 
iF 2 お ける 定住 民 と 流 民 の 分 


1 ) 分 類 の 基準 

1 一 1 ) 定住 性 、 固 定性 の 高い ヽ 流 動 性 の 低い 人 々 は ゝ 定住 民 扱い 
に な る s 
(1 一 2) 定住 性 固定 性 が 低い ヽ 流 動 性 が 高い 人 々 は ヽ 流 民 扱 い に 


(2 ) 上 下関 係 

3 洲 に は まま SS 
2 

(3 


人 SR 人 々 は ヽ 定 住民 と 流 民 に 分 類 さ れる 
( 








ー 2 ) 流 民 は ヽ 社 会 的 に 下位 で ある < 

) 「 仲 良し 定住 集団 」 と の 関係 
(3 一 1 ) 定住 民 は ヽ ど こ か の 仲良 し 定住 集団 に 加入 ヽ 所 属し て ヽ 定 
住 で き て いる 
(3 一 2 ) 流 民 は ヽ ど この 仲良 し 定住 集団 に も 入れ て も ら え ず ヽ 住 居 
を 転々 と する 
(4) 年 洛 じ ペル 
(4 一 1) 定住 民 は ヽ 一 定 以上 の 水準 の 豊か な 生活 ・ 安 定 し た 生活 を 


(4 一 2 ) 流 民 は ヽ ゝ 下級 の 労働 力 供給 者 と し て 奴隷 扱い ヽ 使 い 捨て 扱 
いさ れる 

(5 ) 地位 の 変動 

(5 一 1 ) 定住 民 は ヽ 「 仲 良し 定住 集団 」 を 追い 出さ れる と ヽ 流 民 に 
な る 

(5 一 2) 人 色 は ヽ い っ た ん 流 民 の 立場 に な る と ^ ヽ 定住 民 の 立場 に 


は ヽ な か な か 戻れ な い < 


(初出 2020 年 5 月 ) 


定住 生活 様式 と ヽ 研 究 の 自由 


定住 生活 様式 で は ヽ 流 民 に な ら な いと ヽ 自 由 な 研究 が で き な い 
定住 生活 様式 で は ヽ 定住 集団 に 入っ て いる 限り ヽ 集 団 内 部 で の 相互 同 
調 、 一 体 化 本 度 が 優先 され る ぃ その た め ヽ 定住 生活 様式 で は ヽ 定住 
民 に よる 自由 な 人 研究 は 不可 能 で ある 

定住 生活 様式 で は ヽ 流 民 は ヽ 精神 的 に は 自由 で ある し か し い ヽ 流 民 
は ヽ 経済 的 に 苦し いし ヽ ゝ 生活 の 保証 が 無い < 

定住 生活 様式 で 自由 な 研究 を する た め に は ヽ 人 人 色 は ヽ ゝ 金持ち の 流 民 に 
な る し か な い 











(初出 2020 年 6 月 ) 


定住 生活 様式 中 心 社会 に お ける 「 集 団 内 定住 」 


社会 の 近代 化 に より ヽ 交 通 機関 が 発達 し て も ヽ 定 住民 は ヽ 基 本 的 に は 
定住 状態 を 続け る > 定住 民 は ヽ 生活 上 の 利便 性 を 追求 する た め ヽ 空間 
移動 は ある 程度 する 定住 民 は ヽ 一 つの 仲良 し 定住 集団 内 へ の 加入 
所 属 状態 の 存続 を 続け る 。 定住 民 は ヽ 、「 集 団 内 定住 」 を 鈴 持 し 続け 
る 定住 民 に と っ て は ヽ ゝ 移動 は 、 あ くま で 一 時 的 な も の で ある 定住 
民 は ヽ 自分 の 帰着 場所 と し て ヽ 、 き ちん と し た 定住 所 を 用 意 し て いる < 
定住 民 に と っ て は ヽ そ の 定住 所 で 定住 し 続け る の が デフ ォ ル ト で あ 
る o 
定住 民 に よる ヽ 定住 し つつ も 一 時 的 移動 を 行う ケー ス は ヽ 数 多い し 
0 
意味 し な い < 
IA 
る o 





( 2 ) 定住 民 は ヽ 定住 集団 を 出発 し て ヽ 出 張 や 旅行 に よる 空間 移動 を 
行っ た 後 ヽ 自分 の 定住 集団 へ と 帰着 する 
営業 職 の 企業 メン バー は ヽ 日 中 は 、 ヽ いろいろ な 他 の 定住 集団 を 巡回 し 
て 営業 活動 し な が ら ヽ 仕 事 が 終わ っ た ら 自 分 の 定住 集団 に 戻る < 
定住 民 は ヽ 社会 的 分 業 が 進ん だ 結果 、 あ る 程度 の 守 間 移動 を 求め られ 
る よう に な っ た < 定住 民 は ヽ 生 活 上 に お いて ヽ 他 の 定住 集団 と の 仕事 
上 の や り と りや ヽ 仕 事 遂 行 が 必要 に な っ た ぃ し か し ヽ そ の 定住 生活 様 
式 者 と し て の 本 質 は 変わ ら な い * 
定住 生活 様式 者 は ヽ 旅行 に も 頻 向 に 出かけ る が ヽ 最 終 的 に は ヽ い つも 
間 に の ーー 

で ある 

定住 集団 は ヽ 例 えば ヽ ゝ 彼ら の 勤務 先 の 企業 通学 先 の 学校 で ある 
定住 集団 の 住所 は 、 ヽ メン バー た ちの 定住 所 か らら 離れ る こと が 多く な っ 
て いる 定住 集団 の メン バー た ちの 定住 所 は ヽ メ ン バ ー 毎 に 離れ る こ 
と が 多く な っ て いる 
定住 生活 様式 者 は ヽ 定住 所 か ら ヽ 毎 日 ヽ 通 勤 ヽ 通学 に よっ て ^ ゝ 定住 集 
団 の 住所 に 出向 く * 彼 ら は ヽ そ こと で ヽ ゝ 次 の こと を 実現 する < 

(1) 集団 メン バー 相互 の 再会 

( 2 ) 集団 メン バー 相互 の 心理 的 同調 、 一体 化 の 再現 ・ 


最近 は ヽ 通信 環境 、 ネ ッ ト 環 境 の 社会 的 整備 の 進展 に 伴い ヽ 定住 生活 
様式 者 は ヽ 互 い に 離 れ た 定住 所 か ら ヽ 毎日 パネット 経由 で ヽ 離 れ た 定 
住 集団 の 持つ 物理 的 な 共有 アク セス ポイ ント に 相互 接続 し て ヽ 「 集 団 
内 定住 」 の 状態 を 取り 戻す > 例え ば ヽ 彼 らち は ヽ ネ ッ ト 相互 接続 に よ 
り ヽ ゝ 勤務 先 の 企業 通学 先 の 学校 と リモ ー ト ワー ク を 行う > そう し 
て ヽ 各 集団 メン バー は ヽ 、 あ た か も 同一 の 空間 で ヽ 仲 良く 相互 近接 定住 
を し て いる 気分 に な る < 

同様 に 、 ネ ッ ト 上 の 匿 名 掲示 板 に も ヽ 定 住民 が 出現 する 











(初出 2020 年 5 月 ) 


定住 生活 様式 中 心 社会 に お ける ヽ 仲良 し 定住 集団 
か ら の 追い 出し の 有無 と ヽ 流 民 へ の 社会 的 差別 の 


持続 


定住 生活 様式 中 心 社会 に お ける ヽ 仲良 し 定住 集団 は ヽ 追い出し の 有無 
の 点 で ヽ 以下 の 二 通 り に 分 類 さ れる 

( 1 ) 仲良 し 定住 集団 か ら の 追い 出し が ある タイ プ これ は 定住 集 
団 の 形成 を 後天 的 に 行う 社会 に 見 られ る 日 本 社会 と か が 典型 で あ 
る こう し た 社会 で は ゝ 実質 信 ま で どの 定住 集団 に 所 属し て いな い ヽ ゝ 
まっ さら 状態 の 新人 を ヽ 新卒 採用 に より ヽ ゝ 正規 メ ン バ ー と し て ヽ ゝ 集団 
に 加入 させ る 

こう し た 集団 で は ヽ ゝ 集団 メン バー 正規 性 の 継続 が 次 意 的 に な る 。 人々 
は ヽ い っ た ん 正規 メン バー と し て 定住 民 に な っ て も ヽ 集 団 か ら 追 放さ 
れ て 流 民 化 する 追放 の 条件 は ヽ 定 住民 が 定住 集団 内 で ヽ 以 下 の 行 
為 を 続け る こと に 和 失敗 する こと で ある 

(1 一 1) 集団 の 周囲 メン バー と の 同調 一 体 化 * 

(1 一 2) 集団 の 上 位 者 へ の 革 度 

日 本 社会 に お ける 「 村 八 分 」 と 呼ば れる 慣行 が 、 こ の 集団 か ら の 追放 
行為 に 当たる > こう し た タイ プ の 社会 で は ゝ 定住 民 は ヽ 心 理 的 に 弾く 
緊張 し 続け # な けれ ば な ら な い ? 彼 ら は ヽ メ ンタ ル 面 で の 負担 束縛 感 
が 括 常 に 強い < 彼ら は ゝ 定 住 集 団 か ら の 追放 を 受け な いよ うに ヽ 定 住 
集団 の た め に ヽ 何 で も し な いと いけ な い < 

例え ば ヽ 日 本 の 家族 集団 で は ヽ 夫婦 同姓 に よる 後天 的 な 定住 集団 の 実 
現 が 行わ れ ヽ そこ に 嫁 が 、 ま っ さら の 新人 状態 で ヽ 後 天 的 に 加入 し て 
くる > し か し ヽ 嫁 は 、 い っ た ん 正規 に 定住 集団 と し て の 家族 集団 に 加 
入 ヽ 所 属す る 。 し か し ヽ 嫁 は ヽ そ の 家族 集団 内 で 支配 的 地位 に 就 い て 
いる に 気に入ら れ な いと いけ な い 。 さ も な いと ヽ 嫁 は ヽ に よっ 
て ヽ 盗 意 的 に 一 方 的 に 離縁 させ られ る ・ 嫁 は ヽ 家 族 集団 か ら 追 放さ れ 
る o 

( 2 ) 仲良 し 定住 集団 か ら の 追い 出し が 無い タイ プ 。 これ は ・ ヽ 定住 集 
団 の 定義 が 先天 的 に 決ま る 社会 に 見 られ る > 例え ば ヽ 中 韓 の 社会 と か 
が 典型 で ある こう し た 社会 で は ヽ 大 規模 血縁 集団 、 す な わ ち 先天 的 
な 定住 集団 に ヽ 誰 で も も れ な く 水 住 で きる 。・ そ の 永住 の 条件 は ヽ 次 の 
ー つ だ け で ある s 

( 1 ) 人 々 が ヽ ゝ 集団 メン バー の 遺伝 的 子孫 と し て ヽ そ の 集団 へ と 新た 
に 生ま れる こと 

女性 は ヽ 異 な る 大 規模 血縁 集団 の 男性 と 結婚 し て も ヽ 元 の 大 規模 血縁 
集団 に ヽ 加 入 し 続け る 

彼ら は ヽ 正 規 の 集団 メン バー で いら れる 状態 が ヽ 無 条件 で 永続 する た 
めい ヽ 心 理 的 に は 気楽 で ある ぃ こう し た 社会 で は ヽ 集団 メン バー の 流 民 














化 は ヽ 基本 的 に 回 避 ふ れる < 


定住 生活 様式 中 心 社会 の 流 民 は ヽ 定住 集団 か ら の 追い 出し を 恒常 的 に 
食らっ て ヽ その 状態 が 持続 し て いる > 流 民 は ヽ 社 会 的 な 的 定住 先 を 持 
た ず ヽ その 存在 位 連 は ヽ 絶 え ず 流動 的 で ある 日 本 社会 に お ける ヽ 企 
業 の 考 正 規 雇用 者 と か ヽ 、 こ の 典型 で ある > その 点 で は ヽ こ うし た 定住 
生活 様式 中 心 社会 の 流 民 は ヽ 移動 生活 様式 中 心 社会 に お ける 移動 生活 
様式 者 と 性質 が 似 て いる ・ し か し 定住 生活 様式 中 心 社会 に お いて 、 
こう し た 流 民 は ヽ 社 会 か ら 差 別 さ れ ヽ 見 捨て らち られ る ・ そ の 社会 的 地位 
は ヽ 定住 民 よ り も 根本 的 に 低い 彼ら は 社会 的 下位 者 と な っ て いる 
一 方 移動 生活 様式 中 心 社会 に お ける 移動 生活 様式 者 は 社会 で 主流 
の 地位 を 確保 し て いる > その 点 ヽ この 二 者 の 社会 的 立場 は ヽ 大 きく < 違 
ブ O 

定住 生活 様式 中 心 社会 の 流 民 は ヽ ど この 定住 集団 か ら も ヽ ゝ 邪険 に 扱わ 
れ て 除外 され る < 彼ら は ヽ 信 用 で き な い よそ 者 と し て 扱わ れる 彼ら 
は ヽ よ ほど 有 能 だ っ た り し な い 限 り ヽ 集団 内 に 正規 メン バー と し て 入 
れ て も ら う こと が ヽ な か な か 上 難しい < 定住 生活 様式 中 心 社会 で は ヽ 
人 々 は ヽ ゝ 社会 的 な 定住 所 を 確保 し 続け る こ 間 
る 流 民 は ヽ こ うし た 社会 的 な 定住 所 を 水 続 的 に 失っ た 状態 に な っ て 
いる 彼ら は ヽ 先 の 見 えな い 厳 し じい 年 洛 の 百 包 あ 委 いら れる 





(初出 2020 年 5 月 ) 


定住 生活 様式 者 の 女性 と 定住 集団 


住 生 活 様式 の 女性 は ヽ 以下 の 定住 集団 に 加入 し ヽ 定住 する 
) 家庭 や 家族 * 

2 ) 勤務 先 の 企業 * 

3 ) 通学 先 の 学校 の 生徒 集団 。 

の の 町 内 会 >) 

5 供 の 学校 の 保護 者 会 (PTA) < 


定 
(1 
( 
( 
(6) 
(6 ) 自分 が 信仰 する 宗教 の 集団 。 





(初出 2020 年 6 月 ) 


定住 集団 と し て の 家庭 や 家族 


家庭 は ヽ 世界 的 に 


+ 人生 投資 家 で ある 女性 の 根城 で ある ・ 人生 投資 家 


の 女性 は ヽ 誰 で も ヽ ゝ 家庭 で ヽ 男 性 か ら の 配当 生活 で 、 ヽ の ん びり 暮らす 


で と が 出来 る * 


家庭 は ヽ IN 定住 集団 の 一 種 で ある ・ 定住 集団 と し て 


の 家庭 の 存続 
活 本 式 者 の 女性 


こ は ヽ 自分 の 家族 が 誰か いる こと が 必須 で ある < 定住 生 
は ヽ 家族 が いな いと 流 民 化す る 





定住 生活 様式 集団 と し て の 家庭 に お ける 上 下関 係 は ヽ 例 えば ヽ 以下 の 
よう に 捉 えら れる < 


(定住 集団 の 後天 的 な 形成 タイ プ の 社会 の 場合 *) 


家庭 内 上 位 者 で ある 


3 
3 家内 大 者 で あり 上 位 者 で ある 
まい ヽ 女 性 優位 社会 定住 生活 様式 に お ける 上 位 者 で ある ・ 


は ヽ 家庭 内 で ヽ 上 位 者 と 下位 者 を 兼ね る 
ょ ヽ 家庭 内 新参 者 で あり ヽ ト 下位 者 で ある 
まい ヽ 女性 優位 社会 定住 生活 様式 に お ける 上 位 者 で ある 


彼ら は ヽ ゝ 39 上 位 者 と 下位 者 を 兼ね る ・ 

彼ら は ヽ 家庭 内 古参 者 の 面 で は 上 位 者 で ある 

彼ら は ヽ 女 性 優位 社会 定住 生活 様式 で は 下位 者 で ある > (男性 は 、 
定住 生活 様式 に 不適 合 な 性 で ある >) 


(17 区 
彼女 は ヽ 完全 に 
彼女 ! 

彼女 ! 

(2 ) 巡 
彼女 ! 

彼女 ! 

彼女 ! 

3 天 ぁ 


(初出 2020 年 6 月 ) 


「 定 住 集 団 


三宮 」 語 


定住 生活 様式 に お ける 定住 集団 は 、 人 色 に と っ て ヽ 子 宮 や 母胎 と し 








て ふ ヽ 捉え られ る < 

その 内 部 は ヽ 安全 で ある < 

その 内 部 は ヽ 温 か い s 

その 内 部 は ヽ 適度 に 混 っ て いる * 

その 内 部 は ヽ 快適 で ある ・ 

その 内 部 は ヽ 狭 い * 

その 内 部 は ヽ 収容 人 員 の 数 に お いて ヽ ゝ 限界 が ある < 

その 内 部 に は ヽ 選 ばれ た 者 の み が ヽ 留まる こと を ヽ ゝ 許さ れる 
その 内 部 に 留まる 者 ・ そ の 内 部 に お ける ゝ 定住 民 * 


彼ら は ヽ 社会 的 な 上 位 者 で ある < 
(2021 年 9 月 初出 ) 


後天 的 定住 集団 の 社会 と ヽ 先天 的 定住 集団 の 社会 
と の 差異 ・ 政権 の 打倒 の 可能 性 * 


後天 的 定住 集団 の 社会 に お いて は ヽ 政 権 ト ッ プ の 座 は ヽ ゝ 永続 的 に 安 素 
で ある 
例 日 本 < 


な せ ぜ 後 天 的 定住 集団 の 社会 の 政権 の トッ プ は 倒れ な い の か ? 

単 一 後天 的 企業 定住 集団 と し て の ヽ そ の 社会 の 国家 ・ 

その 所 有 者 と し て の 政権 トッ プ の 血族 ・ 

所 有 者 の 単 一 性 

それ ら に 基づく ヽ 彼 ら の フィ バル と な る 存在 の 存在 不可 能 性 
社会 に 0 

社会 トッ プレ ベル に お ける ヽ ゝ 集団 内 調和 の 絶対 禄 

それ ら が い ヽ 社 会 的 な 反乱 の 芽 を 全て 摘み 取る 

今 の 政権 トッ プ を 潰し て も ヽ 新 た な 代わ り の ヽ 血 の 繋が っ た 政権 トッ 
プ が 出 て くる だ け で ある 

その 社会 の 革命 は 、 ト ッ プ に 政権 トッ プ の 血族 を 担ぐ 形 で 起き る 


先天 的 定住 集団 の 社会 で ある ヽ ゝ 中国 や ロシア 


それ ら の 社会 で は ヽ 社会 の トッ プ が 複数 で 多 極 で ある こと を 許容 す 
る o 


その た め ヽ それ ら の 社会 で は ヽ ト ッ プ を 倒す 形 で ヽ 草 命 が 起き る < 
例 < ロ シア 草 命 * 


(2021 年 9 月 初出 ) 


後天 的 定住 集団 社会 と の 接し 方 ・ 


後 大 的 定住 集団 社会 と の 接し 方 ・ 
後天 的 定住 集団 社会 の 取り 扱い 説明 書 
後天 的 定住 集団 社会 以外 の 、 他 の 社会 向け の アド バイ ス < 


例 < 
日 本 社会 


人 々 が ヽ ゝ 女性 優位 で ある こと < 

人 友 が ヽ ゝ 上位 者 に 対し て ヽ 反抗 し な いこ と 

人 色 が ヽ 上 位 者 に 対し て ヽ 隷 従 す る こと 

人 々 が ヽ 下 位 者 に 対し て ヽ 専制 支配 を する こと < 


その 社会 の 内 部 に お ける ヽ ゝ 調和 の 実現 ・ 

その こと へ の ヽ ゝ 社会 的 な 指向 性 が 、 と て も 強い こと 

その 実現 の た め に 行わ れる ヽ 人々 の 間 に お ける ヽ ゝ 相互 統制 ・ 

それ が ヽ 血縁 者 同士 だ な け で な くい ヽ 疾 血縁 者 同士 に も ヽ 広 く 及 お こと * 
その 結果 

その 社会 の 内 部 が ヽ 強 い 一 覆 岩 で ある こと < 

その 社会 の 内 部 が ヽ 強 い 一 元 性 を ヽ 持 つこ と 


その 社会 全体 が 、 そ の 社会 の 最上 位 者 に 対し て ヽ 決 し て 反抗 し な いこ 
だ 6 


外部 社会 に よる ヽ そ の 社会 の 支配 。 その ノウ ゥ ハウ 


その 社会 の 最上 位 者 


例 日 本 社会 > 大 量 家 


その 最上 位 者 を 支配 すれ ば ヽ 後 は ドミ ノ 倒 し の 要領 で ヽ 全 自動 的 
に ヽ 社会 全体 を ヽ 容易 に 支配 で きる こと < 

その 最上 位 者 を 支配 すれ ば ヽ ゝ 社会 全体 が ヽ 決 し て ヽ 反抗 し て こない こ 
2 O 

その 最上 位 者 を 永久 に 支配 すれ ば ヽ その 社会 全体 が ヽ 氷 久 に ヽ 反抗 し 
て こない と こと 

その 最上 位 者 を 永久 に 支配 すれ ば ヽ その 社会 全体 を ヽ 永 久 に ヽ 支配 で 
きる こと 


例 * 

現状 の 日 本 

メリ カ は ほっ ヽ 日 本 の 天皇 家 の 上 に 乗っ か つっ つて いる 

日 本 人 は ヽ 天皇 家 を ヽ 今 まで 自力 で 倒し た こと が 無い 

な の で ヽ ゝ 日 本 人 は ヽ 今 後 、 ア メリ カ を 目力 で 追い 出す こと は い ヽ 絶 対 に 
出来 な い < 

アメ リカ が 望む 限り 、 ア メリ カ に よる 日 本 支配 は ヽ 永遠 に 続く * 


(2022 年 2 月 初出 > ) 

















定住 生活 様式 ・ 女性 優位 社会 ・ 出席 や 同席 ・ 欠席 
や ゃ 離 語 ・ そ れ ら の 持つ ヽ 社会 的 な 意義 


定住 民 の 会 合 や 集まり 
女性 優位 社会 の 人 々 の 会 合 や 集まり 


出席 者 が ヽ 欠 席 者 の 悪口 を 育っ て 盛り 上 が る こと < 

出席 者 が 、 そ の と と で ヽ そ の 場 の 出席 者 同士 の 結束 を ヽ 盛 り 上 げ る こ 
の o 

それ は ヽ 以下 の 内 容 で ある * 

会 合 や 集まり に お ける ヽ ゝ 欠席 の 社会 的 な 禁止 

会 合 や 集まり に お ける ヽ ゝ 欠席 の 徹底 回 避 

その ヽ ゝ 社会 的 な 推奨 。 


同席 者 が ヽ 離 大 者 の 悪口 を 吉 っ て 礎 り 上 が る こと < 

同席 者 が 、 そ の こと で 、 ヽ その 場 の 同席 者 同士 の 結束 を 盛り 上 げ る こ 
の 9 

それ は ヽ 以下 の 内 容 で ある ・ 

会 合 や 集まり に お ける ヽ 離 席 の 社会 的 な 禁止 

会 合 や 集まり に お ける ヽ 離 席 の 徹 旗 回 避 

その ヽ 社 会 的 な 推奨 。 


離 席 ・ 

欠席 * 

それ ら は ヽ ゝ 単独 行動 で ある < 

それ ら は い ヽ 抜 け 駆 け の 行動 で ある * 

それ ら は ヽ 人 人々 の 行動 面 で の 一 体 性 を ヽ 破 壊す る * 
それ らら の 行動 の ヽ 社会 的 な 禁止 や 社会 的 な 非 推奨 。 
例 ・ 

企業 定住 集団 に お ける ヽ ゝ 休暇 の 取得 ・ 

企業 定住 集団 に お ける ヽ ゝ 遅刻 * 

それ ら は い ヽ ゝ 空間 的 を ヽ 時 間 的 な ヽ 欠 席 や 離 席 に ヽ 該 当 す る < 
それ らら の 行動 の ヽ 社会 的 な 禁止 や 社会 的 な 丘 推 奨 。 


会 合 や 集まり か ら の ヽ ゝ 離脱 

企業 定住 集団 に お ける ヽ ゝ 一斉 休 暇 ・ 

その 実行 は ヽ 全 員 が ヽ 、 一 斉 で な けれ ば な ら な い * 

その 実行 に は ヽ 上 位 者 に よる 許可 が ヽ 無 けれ ば な ら な い 。 


その 場 に ヽ 最 大 限 ヽ 絶え 間 無く ヽ 無 限 に ヽ 永 久 に ヽ 同席 し ヽ 出 席 し 続 
け な け れ ば ヽ い け な い こと 

時 間 的 に ヽ 空 間 的 に ヽ 絶 え 間 無い ヽ 無 限 の ヽ 永 久 の ヽ 相互 拘束 < 
個人 が ヽ 、 そ れ ら の 状態 か ら の 逃れ る こと 

その 実現 が ヽ 時 間 的 に ヽ 空間 的 に ヽ 絶 え 間 無く ヽ 無 限 に ヽ 永 久 に ヽ 不 
可能 で ある こと 

その 状態 の 理想 化 ・ 


上 位 者 に よる ヽ 下位 者 に 対す る ヽ 搾取 

上 位 者 に よる ヽ 下位 者 の 家畜 化 ・ 

上 位 者 に よる ヽ 下位 者 に 対す る ヽ 専制 支配 

上 位 者 に よる ヽ 下位 者 に 対す る ヽ 優 越 性 の 誇示 や ヽ い じ め や ヽ ゝ 虐待 
周囲 の 下位 者 に よる ヽ そ れ ら の 行為 に 対す る ヽ 積極 的 な 同調 や 本 度 ・ 


それ ら の 和 有人 為 が で 時 間 に て 登 剛 的 に で 褒 和 え 周 岳 で 無限 に ト 水 久 
に ヽ ゝ 続く こと < 

下位 者 が 、 そ れ ら の 状態 か ら 逃 れる こと < 

下位 者 が 、 そ れ ら の 状態 か ら 腕 出 する こと 

その 実現 が ヽ 時 間 的 に ヽ 室 間 的 に ヽ 絶 え 間 無く ヽ 無 限 に ヽ 氷 久 に ヽ ゝ 不 
可能 で ある こと * 

その こと の 正当 化 * 

その こと の 理想 化 


上 記 の ルー ル 

上 記 の 理想 ・ 

それ は ヽ 以 下 の 内 容 で ある * 
定住 生活 様式 の ルー ル 。 
定住 民 の ルー ル ・ 
定住 生活 様式 の 理想 
定住 民 の 理想 ・ 
女性 優位 社会 の 理想 
女性 の 理想 ・ 


女性 優位 社会 に お ける ヽ ゝ 社会 集団 。 
定住 生活 様式 に お ける ゝ 定住 集団 。 
それ ら は ヽ 女 性 の 子宮 に ヽ 訟 当 す る * 


(2022 年 2 月 初出 > ) 


定住 集団 に お ける ヽ 集 団 内 調和 の 原則 ・ それ を 破 
る 人 人 々 に 対す る ヽ 社会 的 な 批 沸 の 強 さ ・ 


定住 集団 に お ける 、 集団 内 調和 の 原則 

それ を 乱す 集団 内 反対 者 や 集団 内 抵抗 者 ・ 

それ ゆえ ヽ 集団 内 反対 者 や 集団 内 抵抗 者 は 集団 全体 レベ ペル に お け 
る 集団 内 調和 を 重視 する 、 多数 派 の 人 々 か ら ヽ 批 さ れる ・ 

例 ・ 日 本 の 野党 

上 本 の 野 先 は ・ 棄 存 の 社会 航 な 多数 派 で ある 、 世 庁 の 政策 を 擬 
剃 す る ・ 





その こと で ヽ 日 本 の 野党 は ヽ 国 家 レ ベル に お ける 集団 内 調和 を 破壊 す 
る O 

それ め え ヽ 日 本 の 野党 は ヽ 国家 の 調和 の 実現 と 維持 を 重視 する ヽ 多数 
派 の 人 色 か ら ヽ 批 沸 さ れる < 


(2021 年 9 月 初出 ) 








定住 生活 様式 固有 の 思想 ・ そ れ ら は ヽ ゝ 集団 内 調和 
を 重視 する * 


禅 学 の 無 の 思想 

周囲 環境 に 、 ヽ あな た 上 自身 を 合わ せな さい < 

周囲 環境 に ヽ あ な た 上 自身 を 没 人 人 させ な さい < 

周囲 環境 と 、 あ な た 自身 と を ヽ ゝ 調和 させ な さい 

周囲 環境 に 対し て ヽ 自己 主張 し な いよ うに し な さい 

周囲 環境 に 対し て ヽ あ な た 自身 の 存在 を 、 で きる だ け 無 に し な さい 


京都 学派 の 哲学 思想 

錠 木 大 抑 * 

日 黒 の 対立 は ヽ 良 く な い ・ 

日 黒 の 対立 を 無く し ヽ 両 者 を 一 体 化 さ せな さい 


西田 畿 太 郎 

日 黒 を 主張 する ヽ あ な た 目 身 < 

それ を い ヽ 白 黒 を 主張 し な いよ うに ヽ ゝ 改造 し な さい 

その こと で ヽ あ な た 上 自身 を ヽ 調 和 を 守る 存在 と し な さい 


それ ら は い ヽ 集 団 内 調和 を 重視 する ヽ 定 住 生活 様式 固有 の 思想 で ある < 
それ ら は い ヽ 同時 に ヽ 集 団 内 調和 を 重視 する ヽ 女 性 優位 社会 固有 の 思想 
で ある < 


(2021 年 9 月 初出 ) 




















移動 生活 様式 定住 生活 様式 の 相 
互 関連 


定住 生活 様式 中 心 社会 移動 生活 様式 中 心 社会 の 


コン ピュ ーー ター・ シ ミュ レー ショ ン 


定住 生活 様式 中 心 社会 は ヽ 液体 分 子 運 動 で 表す こと が 出来 る 
移動 生活 様式 中 心 社会 は ヽ 気体 分 子 運 動 で 表す こと が 出来 る 


(ご 紹介 ) 液体 (定住 生活 様式 ) ヽ 気体 (移動 生活 様式 ) の 分 子 運 動 
の 動画 に つい て 

シミ ュ レ ーション 動画 (1 ) 気体 分 子 運動 * ド ライ な 感覚 。 精 子 の 
行動 * 男性 的 行動 * 父性 的 行動 ・ 移動 生活 様式 > 乾燥 地帯 に お ける 食 
糧 確 保 行動 ・ 遊牧 と 牧畜 の 生活 ・ 個 人 主義 > 自由 主義 ・ 非 調和 主義 
先進 性 地域 の 例 < 欧 米 ゝ 中東 * モ ン ゴ ル * 














ケ 


gas_5colors_c1.mp4 - VLC メ デイ アプ レイ ヤー ーー 回 X ] 


メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 (人) ツー ル ($) 表示 (⑪ > 








シミ ュ レ ーション 動画 (2) > 液体 分 子 運 動 * ウ ェ ッ ト な 感覚 。 卵 子 
の 行動 ・ 女性 的 行動 ・ 母性 的 行動 * 定住 生活 様式 ・ 湿潤 地帯 に お ける 
食糧 確保 行動 ・ 農耕 の 生活 集団 主義 * 反 自由 主義 ゝ 調和 主義 後進 
性 地域 の 例 。 中 国 * 韓 国 > 日 本 。 ロ シア < 

















テ 


liquid_5groups_color1.mp4 - VLC メ ディ アプ レイ ヤー ー 回 に ] 
メデ ティア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 (DO ツー ル (S) 表示 (⑪) 





筆者 に よる ヽ 次 の 書籍 を 参照 し て 下さ い ・ 


" 気 体 と 液体 ・ 行動 や 社会 の 分 類 ・ 生 物 や 人 間 へ の 応用 <" 


定住 生活 様式 中 心 社会 は ヽ 液体 分 子 運動 で 表す こと が 出来 る 。ー つ 一 
つの 液体 分 子 が 一 人 一 人 の 個人 に 相当 する < 

各個 体 は 以下 の こと を 続け る 

( 1 ) 各個 体 が ヽ 居 場所 を ヽ 一 箇所 に 集約 し て ヽ 集団 を 形成 し て ヽ 集 
団 に 所 属す る * 

( 2 ) 各個 体 が 集団 内 部 に 定住 し て ヽ 動 か な い * 

( 3 ) 各個 体 は 集団 メン バー に 気配 り し て ヽ 仲間 外れ に され な いよ 
うに する s 
(4 ) 各個 体 が ヽ 集 団 の 中 心 部 に 入ろう と する 





移動 生活 様式 中 心 社会 は ヽ 気体 分 子 運動 で 表す こと が 出来 る ・ー つ 一 
つっ の 気体 分 子 が 一 人 一 人 の 個人 に 相当 する < 
各 分 子 は ヽ 以下 の こと を 続け る 


(1 ) 各個 体 が ヽ 粗 放 的 に 離散 し て ヽ バ ラバ ラ に な る 

(2 ) 各個 体 が 、 オ ー プ ン に な り ヽ ラン ダム アク セス 可能 に な る 

GII 
% o 
( 4 
(5 








) 各個 体 が ヽ 高速 で 移動 する 
) 各個 体 が ヽ 未 知 の 領域 に 進出 する < 


(初出 2020 年 5 月 ) 


移動 生活 様式 定住 生活 様式 と 、「 一 時 的 集 
合 」 ヽ 「 集 団 内 定住 」・ 


移動 生活 様式 に お いて は ヽ 人 人 々 は ヽ 個人 単位 で 、 バ ラバ ラ に ヽ ゝ 互いに 
無関係 に 行動 する ・ 人 々 に は ヽ ゝ 生活 上 ヽ 何 か ヽ 多 人 数 で 行う 必要 が あ 
る 用 事 が で きる 。 す る と ヽ 人 友 は ヽ ー 時 的 に 同じ 場所 に 集まる 、「 一 
時 的 集合 」 を 行う > これ は ヽ 例 えば ヽ 人 々 が ヽ 一 時 的 な 稼ぎ を 得る た 
め に ヽ 目 動車 と か の 生産 設備 で いっ し ょ に 働く 場合 で ある * あ るい 

は ヽ 人 人 色 が ヽ ゝ 議場 で 政治 的 討 諭 を する 場合 で ある 。 そ こと で は ヽ ゝ 個人 同 
士 が ヽ 互 い に ヽ 見 知ら ぬ 他 人 を 依頼 する ゝ その 手段 と し て ヽ 「 契 約 」 
が 重視 され る < 

一 方 移動 生活 様式 に お いて ヽ 人 ん 々 は ヽ 、「 定 住 生活 様式 」 を 続け る 側 
面 が ある ・ そ れ は ヽ 人々 に よる ヽ 血縁 集団 へ の 「 集 団 内 定住 」 で あ 

る s 血縁 集団 は ヽ 遺伝 的 子 徐 同 士 で つなが っ た ヽ ゝ 縁故 性 の 強い 集団 で 
ある そこ で は ヽ 人 人 々 の 間 で 、 ヽ 仲間 意識 や ヽ 相 互 扶助 の 意識 が 強い 
血縁 集団 は 、 人々 に は ~ ゝ 先祖 代々 に わた っ て 居住 し 続け る 「 定 住 集 

団 」 と し て 提 え られ る 人々 は ヽ 移 動 生活 様式 を し な が らい ヽ 自 分 の 血 
緑 集団 に 定住 し 続け る 

血縁 集団 へ の 「 集 団 内 定住 」 が 発生 する こと は ヽ 移動 生活 様式 と 定住 
生活 様式 と で ヽ 共 通 で ある 

定住 生活 様式 で は 、 ヽ 人々 は ヽ 「 集 団 内 定住 」 を ヽ 血 縁者 同士 で も 
普通 に 行う 

一 方 定住 生活 様式 に お いて も ヽ 互 い に 無 関係 な 人 色 同 士 に よる 「 一 
時 的 集合 」 が 起き る 。・ そ れ は ヽ 例 えば ヽ 流 民 同 士 が 一 時 的 な 仕事 を 
幹 旋 する 業者 に よっ て ヽ 同じ 職場 に ヽ 一 時 的 に 寄せ 集め られ る 場合 で 
ある あるいは い ヽ 同 じ コ ン サ ー ト 会 場 に 、 バ ラバ ラ な 観客 の 人 々 が 








1 衝 合 で ある ここ と で ヽ 観 客 の 人 人 々 は ヽ 例 えば ヽ 互い 
に 無関係 な 定住 集団 か ら 出 か け て きた 、 定住 民 同士 で ある < 


(初出 2020 年 6 月 ) 
ER 破 の 必要 性 ・ 定 住 集団 が 抱え る 問 


人 間 社 会 に お いて は ヽ 以 下 の こ と 4 の 9 
(1 ) 社会 の 衰退 防止 と ヽ 活 性 化 の 維持 
(2 ) 社会 の 固定 化 の 打破 ・ 祉 会 の 流動 性 の 確保 
(3 ) 社会 的 弱者 の 救済 。 


その た め に は ヽ 次 の も の を 作る 必要 が ある 
「 次 の こと を ヽ 党 時 可能 に する ヽ 社会 的 仕組 み *」 
「 社 会 的 強者 と ヽ 社会 的 弱者 と の 交代 * 」 


それ に より ヽ 次 の こと が 実現 する 
( 1 ) 人 々 の 社会 的 地位 が ヽ 無能 者 で あれ ば ヽ 落 下す る 
(2 ) 人 色 の 社会 的 地位 が ヽ 有 能 者 で あれ ば ヽ 上 昇 す る 


8 





その た め に は ヽ 以 下 の こ と の 実現 が 必要 で ある < 
(1 ) 時 人 生 権 益 の 占有 禁止 
HH その 再 分 配 * 

(1 一 2 ) その 定期 化 

(1 一 3) その 制度 化 ・ 


既得 権益 は ヽ 定住 集団 に 蓄積 する 
定住 集団 は ヽ 移動 生活 様式 で も ヽ 定住 生活 様式 で も ヽ 両方 に 存在 す 


る o 

人 々 は ヽ 「 定 住 生活 様式 」 を 続け る 側面 が ある < (000 定住 生活 様 
式 の みな ら ず い ヽ 移 動 生 活 様式 に お いて も い ヽ 発 生 する 

それ は 人々 に よる 、 血 緑 集 団 へ の 「 集 団 内 定住 」 で ある ・ 

血縁 集団 は ヽ 遺伝 的 子 除 同士 で つなが っ た ヽ 緑 故 性 の 強い 集団 で あ 
る そこ と で は ヽ 人 人 々 の 間 で ヽ 仲間 意識 や ヽ 相 互 扶助 の 意識 が 強い ・ 血 


縁 集団 は 、 人 々 に は ゝ 先祖 代々 に わた っ て 居住 し 続け る 「 定 住 集団 」 
と し て 捉え られ る ・ 人 人 々 は ヽ 移 動 生 活 様式 を し な が ら ヽ 自分 の 血縁 集 
団 に 定住 し 続け る 


定住 集団 は 以下 の よう に 分 類 さ れる ・ そこで は ヽ ゝ 既得 権益 の 著 積 と 
維持 が 発生 する 

(1 ) 血縁 。 家 族 * フ ァ ミ リー 例え ば ヽ 王 家 * 

( 2 ) 地縁 。 例 えば ヽ ゝ 富裕 層 ・ 彼 ら は ヽ 既 得 権益 を 持つ < 彼ら は ヽ 専 
用 の 居住 区 を 持つ ・ 

( 3 ) 企業 * 例 えば ヽ 日 泰 の 企業 ・ そ こ で の 従業 員 の 終身 座 用 ・ 


人 色 は ヽ 次 の 内 容 を 問題 視 す る > し か し ヽ そ れ ら はい ヽ 実 は ヽ 既得 権 益 
の 間 題 の 本 質 で は な い 。 それ は ヽ 目 くら まし で ある < 

(1 ) 自由 競争 *・ それは ヽ ゝ 社会 に と っ て 必要 で ある < 

(1 一 1) それ は ヽ 次 の こと の きっ か け に な る < 

「 競 争 で 勝利 し ヽ 成 功 を 収め た 人 色 が ヽ 既 得 権益 を 生み 出す こと ・」 
それ は ヽ ゝ 確か に 間 題 で ある 

(1 一 2) し か し ヽ そ れ は ヽ ア イデ ア 面 で の 新 機軸 が 出る きっ か け で 
ある 

それ は ヽ ゝ 実は ヽ 既得 権益 を 衣 す きっ か け で ある < 


( 2 ) 市 場 経済 。 そ れ は 社会 に と っ て 必要 で ある 
公 は 良質 な 生活 を 送り たい 。・ そのため に は い ヽ 次 の こと が 必要 で あ 
る ・ 人 々 の 好き を 物品 や 情報 > それ ら の ヽ 自 由 な 入手 ぃ それ は い ヽ 市 場 
経済 に よっ て ヽ ゝ 実現 する 
女性 優位 社会 の 人 有 々 は ヽ 上 記 の 内 容 を 敵視 する 彼ら は ヽ 管 理 や 統制 
が 好き で ある ・ し か し ヽ ゝ それは い ヽ 社 会 の 質 の 低下 を も た ら す ・ そ れ 
は ヽ ゝ 駄目 で ある 


既得 権益 の 問題 の 本 質 は 実は ヽ 次 の 通り で ある 

( 1 ) 人 色々 が 自由 競争 で 得 た 富 : ぃ それら が ヽ ゝ 血縁 等 の 定住 集団 の 内 部 
で ヽ 閉鎖 的 ヽ 捧 他 的 に ヽ 伝承 され る こと 
0 ME 人 NG 
党 う こと 

2 一 1) 有力 定住 集団 の メン バー の 限定 化 。 その 世代 間 伝 承 
MAR20668 3 
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それ ら の 根 庶 に ある ヽ 問題 の 根本 的 な 本 質 は ヽ 次 の 通り で ある < 


(1 ) 女性 性 ・ 女 性 が 持つ ヽ 既得 権益 を 保持 し 続け よう と する 体質 
既得 権益 の 打破 に と っ て ヽ 「 女 性 性 の 打破 」 が 必須 で ある < 

定住 生活 様式 や ヽ 定住 集団 は 、 そ の 性 控 が ヽ 女 性 優位 で ある 

その 面倒 を 性 換 は ヽ 次 の 通り で ある それ ら は い ヽ 打 破 さ れる 必要 が あ 
る 


(1 一 1 ) 自己 保身 性 の 重視 < 人 々 は 、 既得 権益 を ヽ 目 己 保身 の 道具 


に 使う < 





(1 一 2) 自己 中 心性 の 重視 

(1 一 2 一 1) 特権 を 持つ こと の 重視 。 人 々 は ヽ 貴族 性 を 好む 
(1 一 2 一 2) 見 栄 を 張る こと の 重視 > 公 は ヽ 次 の こと を ヽ ゝ 嫌う 
も し も い ヽ 彼 ら が ヽ ゝ 既得 権 益 を 失っ た ヽ と する > する と ヽ ゝ 彼ら の 間 に 、 
次 の 状態 が 発生 する < 

(A) 地位 の 低下 > (B) 名 声 の 低下 > (C) みん な か ら 注 目 さ れる 
度合 い の 低下 < 


(1 一 3) 捧 他 性 の 重視 < 人 人 々 は ヽ 次 の こと を 指向 する 

「 既得 権益 を ヽ 集団 内 部 で 独占 する こと 」 

(1 一 4 ) 現状 維持 の 重視 ・ 人 々 は ヽ 既得 権益 を 得 た ヽ 有 利 な 現状 
を ヽ 維持 し よう と する 人 公 は ヽ 変 化 を 嫌う ・ 








(2 ) 有 能 者 の 遺伝 子 の 世代 間 伝 承 ・ 

血縁 定住 集団 で は ヽ 有 能 者 は ヽ 世代 聞 で ヽ 有 能 さ を 遺伝 させ る < 

有 能 者 は 、 そ うし て ヽ ゝ 彼ら に よる 区 得 権益 の 独占 状態 を 、 い つま で も 
維持 する 例え ば ヽ ゝ 社会 的 地位 の 高 さ < 


既得 権益 の 問題 は ヽ 有 能 者 と 無能 者 の 問題 で ある > それ は ヽ 以下 の よ 
うに 捉え る こと が 出来 る * 

(3-ー1 一 1 ) 上 流 集団 の 有人 能 者 。 そ の 有人 能 さ の 世代 間 伝 承 * 彼 ら は 
社会 に 役に立っ て いれ ば ヽ それで ヽ 特 に 問題 な い ・ 
(3ー1 一 2 ) 上 流 集団 の 無能 者 ・ 彼 ら の 上 流 集団 へ の 浦 凡 > それ 
は ヽ ゝ 大きな 間 題 で ある 上流 集 団 の 無能 者 を ヽ 下 に 落と す 仕 組み が 、 





社会 的 に 必要 で ある * 

(3 一 2 一 1 ) 下流 集団 の 有 能 者 が 、 上 に 行け る よう に する こと る そ 
れ は ヽ 社会 的 に 重要 で ある 。・ そ こと で は ヽ 彼 ら の 実務 面 で の 有 能 さき を 評 
価 す る 仕組 み が 重 要 で ある < 

(3 一 2 一 2 ) 下流 集団 の 無能 者 に は ヽ 社会 福祉 の 利用 に よっ て ヽ 何 
と か 生き て も ら う < 


(初出 2020 年 7 月 ) 


張 不 安 集団 、 強 不安 社会 と 定住 生活 様式 者 ・ 翌 不 
安 集団 、 層 不 安 社 会 と 移動 生活 様式 者 ・ 


不安 感 の 強い メン バー か ら な る 集団 。 それは ヽ 強 不 安 集団 と 呼べ る 
それ は 、 ヽ 安全 性 を 追求 する 。 それ は ヽ 安 全 性 が 高度 で な いと ヽ ゝ 不安 を 
感じ ヽ 事 業 な どの 進行 に 対し て ヽ す ぐに NG を 出す < 

強 不 安 集団 。 そ れ は ~ ヽ 定住 生活 様式 者 の 集団 。 そ れ は ヽ 女性 優位 の 集 
団 。 

強 不 安 社 会 > それ は ヽ 定 住 生活 様式 中 心 社会 > それ は ヽ 女 性 優位 の 社 
会 く 例 < 日 中 韓 ッ ロシア < 


不安 感 の 弱い メン バー か ら な る 集団 。 それは ヽ 層 不 安 集団 と 呼べ る 
それ は ヽ リ スク を 追求 する っ それ は ヽ ゝ 安全 性 が 低く て も ヽ ゝ 不安 を 感じ 
ず ヽ 事業 な どの 進行 に 対し て ヽ OK を 出す 

弱 不 安 集 団 。 そ れ は ヽ 移動 生活 様式 者 の 集団 。 そ れ は ヽ 男性 優位 の 集 
団 。 

弱 不 安 社会 > それ は ヽ 移動 生活 様式 中 心 社会 > それ は ヽ 男性 優位 の 社 
会 * 例 < 欧米 諸国 


(初出 2020 年 11 月 ) 


調和 集団 、 調 和 社 会 と 定住 生活 様式 者 ・ 壮 調 和 集 
団 、 非 調和 社会 と 移動 生活 様式 者 ・ 


調和 > その 意味 ・ それ は ヽ ゝ 辞書 的 に は ヽ 以下 の 通り で ある < (出典 元 
サイ ト 。「 コ トバ の 意味 辞典 > 」 (日 本 語 サ イト >) ) 

(1 ) ば ら ば ら に 感じ な いこ と >。 ま と まっ て いる こと 割れ な いこ 
に o 

( 2 ) 矛盾 や 衝突 が 無い こと 仲良 くし て いる こと 

(3 ) 偽り が 無い こと 釣り 合っ て いる こと < 

(4 ) 個性 の 主張 が 強 過 ぎ な いこ と 足並み が 揃っ て いる こと ゃ 


調和 を 重んじ る 集団 。 そ れ は ヽ 調和 集団 と 呼べ る < 


調和 集団 。 そ れ は ^ ゝ 定住 生活 様式 者 の 集団 。 それは ヽ 女 性 優位 の 集 
団 。 そ れ は ヽ 液 体 分 子 運動 パタ ー ン < 

調和 集団 の 社会 は ヽ 調和 社会 と 呼べ る > その 社会 は ヽ 全 体 行動 に お け 
る 調和 を 重視 する ・ そ の 社会 は ヽ 意 見 の 割れ を 回 避 す る 。 そ の 社会 
は ヽ 調 和 を 乱す メン バー を ゝ 社会 か ら 追 放す る 例 > 定 住 生活 様式 中 
心 社会 っ 女性 優位 の 社会 日 中 韓 > ッ ロシア > 


調和 集団 や 調和 社会 で は ヽ 意 見 を 割る 公開 討論 会 が 機能 し な いそ の 
社会 で は ヽ 議会 制 民 主 主義 が 機能 し な い 世界 中 で 、 そ の 傾向 が あ 

る o 

意見 を 割る 公開 討論 会 が 機能 する の は ヽ 苦 調和 集団 の み ・ 議 会 制 民 主 
主義 が 機能 する の は ヽ 三 調和 集団 の み ・ 

非 調 和 集 団 。 それは ヽ 移動 生活 様式 者 の 集団 。 それは ヽ 男性 優位 の 集 
団 。 そ れ は ゝ 気体 分 子 運動 パタ ー ン < 

非 調 和 集 団 の 社会 は ヽ 医 調 和 社 会 と 呼べ る > その 社会 は ヽ 全体 行動 に 
お ける 調和 を 重視 し な いそ の 社会 は ヽ 意 見 の 割れ を ヽ 容認 する る そ 
の 社会 は ヽ 調和 を 重んじ な い メ ン バ ー が 主流 で ある < 例 * 欧 米 諸国 ・ 


調和 集団 や 調和 社会 > 一般に ヽ 集 団 や 社会 で は ヽ 批 者 や 反対 者 は 
メン バー 間 で の 意見 の 割れ を 招く < それ は ヽ ゝ 集団 や 社会 の 調和 を 乱 
すそ の た め ヽ 批 剃 者 や 反対 者 は ヽ 調和 集団 や 調和 社会 か ら ヽ 嫌 わ 
れ ヽ 抹消 され る 調和 社会 で は ヽ 議 会 に お いて ヽ 馬 党 を 批 剤 する 野党 
が ヽ 万 年 少数 派 状 態 に な りや すい あるいは ヽ 調 和 社 会 で は ヽ 議 会 に 
お いて ヽ 全 会 一 致 の 大 政 連 奉 の 状態 が な 生ま れ や すい ある い は ヽ ゝ 調和 


社会 で は ヽ 反 対 者 や 批 剃 者 が 生息 不可 能 な 一 党 独 裁 が 生ま れ や すい 
また ヽ 調 和 社 会 で は ゝ ヽ 労働 組合 の 力 が 弱い 労働 組合 は 企業 に お け 
る 所 有 層 や 経営 層 を 批 剃 し て ヽ 労使 の 仲 を 割 ろ うと する 人 性質 を 持つ < 
それ は ヽ 企 業 内 部 の 調和 を 乱す と し て ヽ 社 会 的 に 嫌 わ れる 労働 組合 
は ヽ 企業 で 力 を 持つ こと が で き な い < 


(初出 2020 年 11 月 ) 





PR と 外れ 値 ・ 定住 生活 様式 者 社会 と 外れ 


調和 集団 は ヽ 相互 の 一 体 化 同調 協調 、 和合 を 理想 化す る 集団 で あ 
る 


定住 集団 や 定住 生活 様式 者 社会 は ヽ 調和 集団 で ある ・ 
調和 の 達成 と 維持 が ヽ 定住 生活 様式 者 社会 の 全 上 命題 で ある < 


調和 集団 の 形成 と 維持 を 目指 す 性 ・ それ は ヽ 女 性 で ある * 彼女ら は ヽ 
調和 集団 の 支配 者 で ある * 

血縁 関係 者 同士 で ヽ 調和 集団 の 形成 と 維持 を 目指 す の が ヽ 先天 的 定住 
集団 で ある ・ 例 えば ヽ 中 韓 < 

血縁 関係 の 無い 人 間 同 士 で 調和 集団 の 形成 と 維持 を 目指 す の が ヽ 後 
大 的 定住 集団 で ある ・ 例 えば ヽ 日 本 < 


調和 集団 で は ヽ 全体 の 調和 を 促す ムー ド メー カー が 重用 され る 
調和 集団 で は ヽ 外 れ 値 の 者 は ヽ 全 体 の 調和 を 乱す ヽ 厄 介 者 で ある そ 
れ は い ヽ 調 和 集 団 に と っ て ヽ ゝ 振 除 の 対象 で ある 











液体 分 子 運 動 パ ター ン が ヽ ゝ 調和 集 団 に 当たる 気体 分 子 運動 パタ ー ン 
が ヽ 外れ 値 集団 に 当たる 


外れ 値 の メン バー それ は ヽ ゝ 次 の よう な 人 た ち で ある 異質 な 者 < 障 
害 者 * 異 能力 を 持つ 者 異 民 族 の 者 * 

外れ 値 の メン バー それ は ヽ ゝ 次 の よう な 人 た ち で ある 

速 す ずる 人 。 遅 すず る 人 動作 パタ ー ン が 違う 人 丘 同 調 者 ・ 調 和 集 
団 の 動き に 付い て いけ な い 人 人 


外れ 値 を 調和 値 化 する 努力 > 同化 の 努力 > 調和 集団 側 ゝ 外れ 値 側 > そ 
の 両方 が 努力 し て いる > し か し ヽ ゝ それは 失敗 に 終わ る ・ 


調和 集団 か ら ヽ 外れ 値 の メン バー に 対し て 下さ れる 処分 。 それ は 以下 
の 通り で ある 

(1 ) 同化 の 絶え ざる 狐 要 > し つけ しごき 体罰 * い じ め ゃ 

(2 ) 外れ 値 の 追放 < 村 八 分 ・ 流 民 化 を 強要 する こと > 

( 3 ) 外れ 値 の 抹殺 ・ 外 れ 値 の 消去 ・ 外 れ 値 の メン バー に 自殺 を 絢 要 
OR る 


外れ 値 は ユニーク な 個性 を 持っ て いる < 外れ 値 は 個性 的 で ある < 外 
れ 値 は ヽ 有 能 で ある こと も 多い 外れ 値 は ヽ 上 手 く 生か せ ば ヽ 有益 で 
ある こと も 多い 外れ 値 は イノ ベー ター に な る < 

外れ 値 メ ン バ ー だ け を 集め て ヽ ゝ 各々 が 自由 に 勝手 に 動く こと を 許容 す 
る ヽ 外れ 値 隔離 集団 。 外 れ 値 隔離 牧場 みた いな 存在 * それ が 、 ヽ 調和 集 
団 で 動く 社会 に は ヽ 本 来 必要 で ある < 

外れ 値 メ ン バ ー 集 団 の 治外法権 化 が 必要 * それ は ヽ 外 れ 値 メン バー の 
オ 能 を 生か す 上 で ヽ 必 須 で ある 

調和 集団 メン バー が ヽ ゝ 外れ 値 メ ン バ ー に 対し て ヽ 怒 始 す る 問題 > それ 
は 根深い 調和 集団 メン バー は 、 ヽ 以下 の よう な 感情 や 主張 を 持ち や す 
いい 「 外 れ 値 メン バー を 特別 扱い する な ! 外れ 値 メ ン バ ー に 良い 思い 
を させ る な 「! 外れ 値 メ ン バ ー に 楽 を させ る な ! 外れ 値 メ ン バ ー は ヽ ゝ 集 
団 の 害悪 だ ! 外れ 値 メ ン バ ー は ヽ ゝ 社会 の ゴミ だ ! 」 外 れ 値 メン バー 集 
団 の 治外法権 化 は 、 そ れ ゆ えい ヽ ゝ 困難 で ある * 


外れ 値 の メン バー 自身 が ヽ 調 和 集 団 を 理想 化す る 考え を 持っ て いる 間 
題 > それは ヽ ゝ 先天 的 ヽ 後 天 的 に メンバー に 付い て 回 る > それ は ヽ 解 
決し に くい 


全員 外れ 値 の 移動 生活 様式 者 社会 > 全員 が 個性 的 な 移動 生活 様式 者 社 
会 移動 生活 様式 者 社会 は 外れ 値 集 団 で ある 例え ば ヽ ア メリ カ 。 
外れ 値 集団 の 形成 と 維持 を 目指 す 性 ぃ それ は ヽ 男 性 で ある < 彼ら は ヽ 
外れ 値 集 団 の 支配 者 で ある 

外れ 値 を 推奨 する 移動 生活 様式 者 社会 > それ は ヽ ゝ メンバー の 弾 烈 な 個 
性 を 追求 する 。 それ は ・ ゝ 民主 主 義 の 根幹 を な す ・ 

調和 追求 を 排除 する 移動 生活 様式 者 社会 > それ は ヽ 定住 生活 様式 者 社 
会 と 反対 の 間 題 を は らん で いる 

移動 生活 様式 者 社会 に お ける 調和 集団 。 そ れ は ヽ 人 種 で ある * 








建前 で 移動 生活 様式 者 社会 を 賛美 する ヽ 定住 生活 様式 者 社会 

移動 生活 様式 者 社会 は 一時期 世界 標準 で あっ た それ は ヽ ゝ 強力 で 
あっ た 一 部 の 定住 生活 様式 者 社会 は 外面 で は ヽ そ れ に 迎合 し 従う 
素振り を 見 せる 例え ば ヽ ア メリ カ を 礼 夫 す る 日 本 > し か し 定住 生 
活 様式 者 社会 は 内心 で は それ を 全く 許容 で き な い 定住 生活 様式 者 
た ち は ヽ 調和 集団 を 理想 化し 続け る * 定住 生活 様式 者 た ち は ヽ 外れ 値 
の 者 に 対し て ヽ 辛 く 当 た り 続 ける ぃ そこで は ヽ 外 れ 値 の 者 は ヽ 苦 し い 
生活 を 剤 いら れる この間 題 は ヽ 解 決し な い < 


(初出 2020 年 11 月 ) 





移動 生活 様式 定住 生 活 様式 の 次 元 と ヽ 個人 生 
活 ヽ 集団 生活 の 次 元 と の 相互 関連 


生物 や 人 間 の 生活 の あり 方 の 分 析 に お いて は ヽ 以 下 の 二 次 元 を 別々 に 
分 ける 方 が 良い 

(1 ) 移動 生活 様式 定住 生活 様式 の 次 元 ・ 

(2 ) 個人 生活 集団 生活 の 次 元 


これ ら の 分 析 次 元 の 組み 合わ せ に より い ヽ 以 下 の 対 比 を 行う こと が 可能 
で ある 

( 1 ) 集団 移動 生活 様式 と 個人 移動 生活 様式 の 対比 

集団 移動 生活 様式 は ヽ 例 えば ヽ 飛行 生 活 能 力 を 備え た バッ タ の 大 和 群 

や ヽ ゝ 渡り鳥 の 大 群 で ある 一 方 ヽ 飛行 生活 能力 を 持た ず ヽ 専ら 地上 生 
活 を 送る 人 間 に よ る ヽ ゝ 侵攻 する 軍隊 の 移動 は ヽ 一 見 集団 移 動 生活 様 
式 に 見 える > し か し ヽ ゝ 彼ら は ヽ 目 分 を た ち で は ヽ 目 活 す る 形 で は 生活 で 
き な い > 彼ら は ヽ そ の 生活 を ヽ 後 方 か ら の 補給 に 絶え ず 頼る 

個人 移動 生活 様式 は ヽ 例 えば ヽ ゝ 飛行 生活 能力 を 持た ず ヽ 専ら 地上 生活 
を 送る ヽ 人 間 の 遊牧 民 の 牧 者 生活 で ある 

( 2 ) 集団 定住 生活 様式 と 個人 定住 生活 様式 の 対比 

集団 定住 生活 様式 は ヽ 例 えば ヽ 人 間 の 農耕 民 の 村落 で の 仲良 し 集団 形 
成 に 基づく 定住 生活 様式 で ある < 

個人 定住 生活 様式 は ヽ 例 えば ヽ 定 住 生活 様式 中 心 社会 で ヽ 社会 的 引き 
こもり を や っ て いる 人 た ち で ある 

筆者 は 、 ヽ これ を ヽ ゝ 男女 の 遺伝 的 性 差 と 、 そ れ に 基づく 遺伝 的 能力 差 に 








当て は め た * 

(1 ) 進化 の 現状 

(1 一 1 ) 男性 は ヽ 生 活 面 で の 個人 性 と 移動 性 を 兼用 する 形 で 進化 し 
て いる 5 

(1 一 2) 女性 は ヽ 生 活 面 で の 集団 性 と 定住 性 を 兼用 する 形 で 進化 し 
て いる 5 

( 2 ) 優位 に な る 環境 条件 

2 テ 1 せ ) 及 仁 は 生活 面 で の 個人 性 と 移動 性 の 両方 が 揃う 環境 で 優 


い 2 一 還 女性 は ヽ 生 活 面 で の 集団 性 と 定住 性 の 両方 が 揃う 環境 で 優 
0 E 力 を 持た な い ヽ 地上 生活 中 心 か 地 上 生活 限定 の 生物 の 生活 


ロコ 1 ) 集団 生活 と 定信 生 洋 機 式 の 相性 が 良い 。 

(2 ) 個人 生活 と 移動 生活 様式 の 相性 が 良い 

人 間 の 生活 は 、 こ の タイ プ で ある 

集団 移動 生活 様式 の 実現 は ヽ 昆虫 や 鳥類 みた い に 飛 行 で き な い と ヽ 生 
物 と し て は ヽ 上 難し い * 





(初出 2020 年 5 月 ) 


定住 生活 様式 移動 生活 様式 に お ける 仕事 の 移 囲 
ゃ 、 や り 方 


仲良 し 定住 集団 の 仕事 の 範囲 や 、 ヽ やり方 は ヽ 以 下 の 二 通り に 分 類 さ れ 
る 


(1) ゼネ ラリ スト 彼ら は ヽ そ の 時 々 に 発生 する 新しい 仕事 を ヽ 内 
穴 非 限定 で 、 何 で も や る し ヽ で きる 彼ら は ヽ そ の 時 々 の 流れ に 何で 
も 飛び つく 例え ば い ヽ 日 本 社会 で は ヽ 中 央 省庁 の 事務 官 ヽ 企業 の 事務 
員 ヽ 職業 と し て の 便利 屋 な ど ・ 

(2) スペ シャ リス ト 彼ら は ヽ や る こと を 特定 の 内 容 に 限定 し て 、 

2 s 彼ら は ヽ ゝ 時流 に 合わ せ ず 一 定 の 道 を 行く こと を ひ た 
すら 続 s 例え ば ヽ ゝ 日 本 社会 で は ヽ 中 央 省庁 の 技官 大 学 の 学者 、 








職業 と し て の 職人 な ど * 

現実 の 定住 生活 様式 中 心 社会 で は 、 こ の ゼネ ラリ スト と スペ シャ リス 
ト と の 両者 は ヽ 絶 え ず 勢力 汗 い を し て いる ・ ど ちら の 存在 も ヽ 定 住 生 
活 様式 で は ヽ 伝統 的 で 目新し く な い * 

上 記 の 分 類 は ヽ 移動 生活 様式 に お ける メン バー シッ プ 型 と ジョ ブ 型 の 
仕事 分 類 と ヽ 合 致し な い 定住 集団 で は 、 ヽ スペシ ャ リス ト は ヽ ゝ 集団 の 
正規 メン バー で あり ヽ ゝ かつ 仕 事 内 容 限定 で 動く 

ゼネ フリ スト と スペ シャ リス ト は い ヽ 移 動 生 活 様式 で も ヽ 定住 生活 様式 
で も どちら で ゃ や 行 し て 存在 する 移動 生活 様式 で は ヽ そ の 都度 ヽ 進 
出す る 新天地 へ の 環境 適応 が 強制 きれ る > この こと は い ヽ 移 動 生活 様式 
の 人 色 に 対し て ヽ 以 下 の よ うな 二 つ の 傾向 を ヽ 同 時 に 強く 生み 出す 
(1) ゼネ ラリ スト 彼ら は ヽ そ の 都度 、 何 が 来 て も 何で も 適応 で き 
る o 

(2) スペ シャ リス ト 彼ら は ヽ 個人 主義 で 動き ヽ 個 人 単位 で ヽ 環 境 
適応 の た め の 専 門 的 な スキ ル を 向上 させ る 

今 の 日 本 の よう な 定住 生活 様式 中 心 社会 で は ヽ 人 色 は 、 ヽ スペシャリ ス 
ト と 個人 主義 と を 混同 する < 





(初出 2020 年 5 月 ) 


移動 生活 様式 、 定住 生活 様式 と 領土 拡張 の 度合 
い 





移動 生活 様式 で は ヽ 生活 領域 や 領土 の 拡張 と 錠 小 が 起き る ・ そ の 拡張 
や 膨張 は ヽ 高速 で ダイ ナミ ッ ク な も の で ある ・ そ れ は ヽ ゝ 空気 の 風船 が 
一 気 に 膨 6 なむ よう な 感じ で ある 

定住 生活 様式 は ヽ 生活 領域 や 領土 の 拡張 が あま り 起 き な い < 





(初出 2020 年 6 月 ) 


定住 生活 様式 移動 生活 様式 と ヽ 生活 祭 件 の 有利 
さ 


定住 生活 様式 の 方 が ヽ 移 動 生活 様式 より も ヽ 生活 的 に は 条件 が 良く ヽ 

有利 で ヽ 恵 まれ て いる < 

OAI 
る o 

この こと は い ヽ 女 性 の 方 が ヽ 男 性 より も ヽ ゝ 生存 条件 で 恵まれ て いる の と 

同じ で ある 


(初出 2020 年 6 月 ) 


流 民 と 定住 民 と 差別 


定住 民 に よる 流 民 差別 * その 解消 は 不 合理 で ある ・ そ れ は い ヽ 決 し て 無 
く な ら な いそ の 理由 は ヽ 人 間 が 、 ヽ 室 を 飛べ な い 重 力 依存 生活 者 だ か 
ら で あ る < 重力 依存 生活 者 は ヽ 陸 上 か 、 ヽ 海上 で ヽ 縄 張り ヽ 占有 領域 を 
作っ て 行動 し よう と する 人間 の 持つ 縄張り 意識 が 、 こ の 差別 を 恒常 
的 に 生み 出し て いる 人間 は ヽ 定 住民 に な り た が る 人 間 に お お いて 

は ^ 定住 生活 様式 者 が 優位 で ある 移動 生活 様式 者 は 、 そ の 暮らす 環 
境 が 定住 不可 能 で ある > な の で ヽ ゝ 彼ら は ヽ 仕 方 な く ヽ 恒 常 的 定期 的 
に 移動 し て いる だ け で ある その 典型 は ヽ 渡 り 鳥 で ある 移動 生活 様 
式 者 は ヽ そ の 不安 定 な 生活 を 正当 化し よう と し て ヽ 次 の よう な アピ ー 
ル を 必死 に な っ て 行う <「 私 は 有 能 な 転職 者 だ ! 」 

移動 生活 様式 者 に も ヽ 長期 的 に は 移動 し つつ も ヽ あ る 程度 の 期間 に わ 
た っ て 一 時 的 に 定住 する 人 が いる 彼ら は ヽ ゝ 相対 的 に 定住 民 で ある 
彼ら は ヽ 定住 出来 な い 人 た ち を い ヽ 流 民 と 呼ん で ヽ 見下し ヽ ゝ 差別 する 
定住 出来 な い 人 た ち ゝ それは い ヽ ゝ 縄張り を 失っ た 人 た ち で ある それ 

は ゝ 先祖 代々 に わた っ て 縄張り を 持て な い 人 た ち で ある * 

これ は ヽ ゝ 定まっ た 領地 を 持て な い ヽ 流浪 の 民 で ある ヽ ゝ 西欧 の ユダ ヤ 人 
や ヽ ュ ト ルコ の クル ド 人 へ の 差別 が 典型 的 で ある 











土地 の 食糧 の 生産 性 の 高 さ < 食べ物 へ の あり 付き や すさ 真水 の 得 や 
すさ > 水分 の 補給 し や すき 洪水 で の 流さ きれ に くさ ぃ とれ ら に つい て 


は ヽ 定住 生活 様式 者 が 有利 で あり ヽ 優位 で ある 
痩せ た 土地 の 定住 民 や 、 水 を 得 に くい 定住 民 や ヽ 洪水 で 流さ れ や すい 
定住 民 * 彼 ら は ヽ 流 民 化 し や すく ヽ ゝ 見下し の 対象 と な る 


移動 生活 様式 者 は 、 モ ン ゴ ル の 騎馬 民族 の よう に ヽ ゝ 定住 人 性 を ほとん ど 
捨て て ヽ ゝ 土地 へ の 執着 を 無く し ヽ 高 性 能 な 流 民 と な っ て ヽ 高 速 移動 で 
きる よう に な る 。・ す る と い ヽ 彼 ら は ヽ ゝ 定住 生活 様式 者 に 対し て ヽ 機 動 性 
の 高 さ の 面 で ヽ 優 越 感 が 生じ る 彼ら は 規模 の 壮大 な 大 き な 広 い 国 を 
作る 彼ら は ヽ 周囲 に ヽ 積 極 的 に 攻め 込む > 彼ら は ヽ そ うし て ヽ 定 住 
民 を ヽ 軍 事 的 に 支配 下 に 連 く ・ 役 ら は ヽ 地 上 で の 農耕 メイ ン の 定住 民 
を 見 下す 。 それ は い ヽ 流 民 に よる 定住 民 へ の 差別 で ある それ で も ヽ 彼 
ら の 間 に は ・ 定 住民 同様 の ヽ 騎 馬 の 餌 場 の 縄張り の 問題 が 存在 する 


定住 生活 様式 中 心 社会 の 定住 民 は ヽ 定住 集団 を 作っ て ヽ 、 そ の 中 に 入れ 
て も ら お うと する また ・^ 定 住民 は 、 そ の 中 で ヽ 仲 良し で いよ うと す 
る 彼ら は ヽ 閉鎖 的 で 排他 的 で ある 彼ら は ヽ 外 部 か ら 来 た 人 々 を ヽ ゝ 
旅人 や 流 民 と 呼ん で 警戒 し ヽ 中 に 入れ な い 旅人 の 中 に は ゝ 定住 民 と 
流 民 が いる 定住 民 の 旅人 は ヽ 彼 自身 の 定住 集団 を 持っ て いて ヽ 、 そ こ 
か ら 一 時 的 に 移動 し た 後 、 元 の 定住 集団 に 戻る > 彼ら は ヽ 旅 行 中 は 、 
社会 的 に 多少 は 信頼 され る 流 民 の 旅人 は ゝ 定住 集団 を 、 そ も そ も 
持っ て いな い 彼 ら は ヽ ゝ 社会 的 に 全く 信用 され な い ・ 定 まっ た 定住 集 
団 を 持て な い 流 民 の 人 た ち < 定住 民 は ヽ 彼 ら を 見 下 し ヽ 仲間 外れ に 
し ヽ ゝ 差別 する 

これ は ヽ 日 本 の 疾 正 規 雇用 者 へ の 差別 が 典型 的 で ある 


(初出 2020 年 1 月 ) 








定住 生活 様式 を 移動 生活 様式 に 修正 する 方 法 ・ 移 
動 生 活 様式 を 定住 生活 様式 に 修正 する 方 法 ・ 


人 人 色 は ヽ その 定住 生活 様式 を 移動 生活 様式 へ と 修正 する に は ヽ 農 耕 生 
活 を ヽ 遊 牧 や 牧畜 の 生活 に する * 
その た め に ヽ 人 公 は ヽ 植物 栽培 主体 の 食 生 活 を 止め て ヽ ゝ 家畜 を 活用 し 


た 食 生活 に すべ き で ある 

対策 は 以下 の 通り で ある 

(1 ) 人 々 は ヽ 今 の 土地 の 自然 環境 で 、 家畜 の 放牧 ヽ 牧 畜 が 大 規模 に 
可能 に な る 方 法 を 考え る < 

(1 一 1 ) 人 々 は ヽ ゝ 遺伝 子 工学 の 技術 を 応用 し て ヽ 新た な 種類 の 牧草 
を 人 研究 開発 する 

(1 一 2 ) 人 勾 は ヽ 今 住ん で いる 土地 に ヽ 新 た な 種類 の 牧草 を いろ い 
ろ 試 験 導入 する < 

(1 一 3 ) 人 々 は ヽ 収 穫 量 が 大 きく 向上 する 牧草 の 種類 を 増やし て い 


く o 
(2 一 1 ) 人 々 は ヽ 現 在 の 家畜 以外 で 家畜 に な る 動物 の 種類 を ヽ 新 
(2 一 2 ) 人 々 は ヽ 様 々 な 種類 の 家畜 の 肉 や 乳 製品 を 食べ る ・ 





人 人 色 は ヽ その 移動 生活 様式 を 定住 生活 様式 に 修正 する に は 、 ヽ 遊牧 や 牧 

畜 の 生活 か ら ヽ 農耕 生 活 に する * 

その た め に ヽ ぃ 人々 は ヽ ゝ 遊牧 や 牧畜 主体 の 食 生活 を 止め て ヽ 植物 栽培 主 

体 の 食 生 活 に すべ き で ある 

対策 は ヽ 以 下 の 通 り で ある 

0 人 々 は ヽ 今 の 土地 で ヽ 植物 栽培 の 収穫 量 を 大 きく 上 げ る 方 法 を 
える * 

(1 一 1 ) 人 々 は ヽ 遺 伝 子 工学 の 技術 を 応用 し て ヽ 新 た な 種類 の 栽培 

作物 を 研究 開発 する 

(1 一 2) 人 々 は ヽ 今 住ん で いる 土地 に 、 ヽ 新た な 種類 の 作物 を いろ い 

ろ 試 験 導入 する < 

(1 一 3) 人 色 は ヽ 収 穫 量 が 大 きく 向上 する 作物 の 種類 を 増やし て い 


く o 
02 の 9830 
き べ る 


(2 一 1 ) 人 々 は ヽ 料理 が より 美味 し く な る よう に ヽ 殻 物 の 調理 方 法 
(2 一 2 ) 人 々 は ヽ ゝ 穀物 が より 美味 し く な る よう に ヽ 殻 物 の 品種 改良 








(初出 2020 年 5 月 ) 


ボ ポト ル 型 社会 > エア コン 型 社会 ・ 


定住 生活 様式 女性 優位 社会 > 定住 集団 。 

それ は ヽ ゝ 以下 の よう に 表現 可能 で ある 

ボトル ボトル の 容 問 ・ 

それ は ヽ 外 界 に 対し て ヽ 閉じ た 存在 で ある * 

ボトル 型 社会 

その 社会 に お ける ヽ 上 位 者 や 支配 者 ・ 母親 的 存在 

それ は ヽ ゝ 以下 の よう に 表現 可能 で ある 

ボトル キャ ッ プ ボトル に 所 ける ヽ 最 上 位 の 存在 * ボ トル を 締め る 存 
在 * ボ トル を 閉め る 存在 *・ ボ トル を 占め る 存在 ・ 

ボトル の 中 身 の 社 会 関係 > 液体 的 ・ 湿潤 調和 主義 


ボトル キャ ッ プ 。 
社会 的 上 位 者 。 支 配 者 。 
母親 的 存在 。 














ボトル 。 ボ トル の 中 身 。 
社会 的 下位 者 。 被 支配 者 。 
子供 的 存在 。 


























st 各 9 寺 坪 。 星 呈 財 
さす ョ コ 





既得 権益 の 大 き さ 





ボトル 型 社会 の 構造 。 


ボトル 型 社会 > その 分 類 * 
/// 
(1 ) 
単 層 ボ トル 型 社会 ・ 
上 下 に 一 層 の 各 ボ トル 同士 が ヽ 横 並び の 状態 で ヽ 互 い に ヽ 笛 権 を 求め 
て ヽ 高 さと 幅 の 広 さ を 競い 合う 社会 * 


その 高 さ > それ は ヽ 有 能 性 で ある 
その 幅 の 広 さ っ それ は ヽ ゝ 既得 権益 の 大 き さ で ある 
例 ゝ 中 韓 * 先天 的 定住 集団 の 社会 
各 ボ トル は ヽ 陣 縁 集団 に 対応 する < 
































単 層 ボ トル 型 社会 。 


/ 

( 2 ) 

多重 ボトル 型 社会 * 

各 ボ トル や ヽ 各 ボトル キャ ッ プ が ヽ ゝ 一 番 上 で 一 番外 側 の ヽ 一 層 の 上 位 
ボトル の 下 や 内 側 に ヽ 多重 に ヽ 多 層 に ヽ 組 み 込ま れ て いる 社会 
各 ボ トル 同士 が 、 そ れ ぞ れ の 上 位 ボ トル の 中 で ヽ ゝ 互いに ヽ 軸 権 を 求め 
て ヽ 高 さと 幅 の 広 さ を 競い 合う 社会 * 

その 高 さ くそ れ は ヽ 有 能 性 で ある 

その 幅 の 広 さ *・ それ は ヽ 既 得 権益 の 大 き さ で ある < 

例 日 本 ・ 後天 的 定住 集団 の 社会 

一 番 上 の 層 の ボトル は い ヽ 日 本 の 天星 家 に 対応 する < 

各 ボ トル は ヽ 後 天 的 に 、 そ の 場 で ヽ 適 当 に 生成 され る 
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多重 ボトル 型 社会 。 
77/ 


移動 生活 様式 男性 優位 社会 

それ は ヽ ゝ 以下 の よう に 表現 可能 で ある 

エア コン 

それ は ヽ 外 界 に 対し て ヽ 開い た 存在 で ある 

エア コン 型 社 会 

その 社会 に お ける ヽ 上 位 者 や 支配 者 ・ 父親 的 存在 ・ 

それ は ヽ ゝ 以下 の よう に 表現 可能 で ある < 

ェ エア コン の 空気 吹出 部 *・ 吹き 出 た 空気 の 影響 力 が ヽ 広域 に 拡散 する こ 
ま 、 9 

その 位 署 の 高き ・ そ れ は ヽ 有 能 性 で ある < 

その 幅 の 広 さ > それ は ヽ ゝ 既得 権益 の 大 き さ で ある 

複数 の エア コン 同士 が ヽ 普 世 性 を 獲得 し よう と し て ヽ 詩 権 を 競う こ 
どる 

エア コン の 室 気 の 社会 関係 * 気体 的 乾燥 ・ 個 人 主義 ・ 自由 主義 ・ 






吹き 出す 幅 の 広 さ 。 既 得 権益 の 大 き さ 。 





エア コン が 吹き 出す 、 空 気 。 
社会 的 上 位 者 に よる 、 説 教 。 
気体 的 。 乾燥 。 


。r 下 IS 財 喜 。 詩 量 填 
。t 下 |S 陣 革 叶 下 OK 周 





エア コン 。 社会 的 上 人 者 。 支配 者 父親 的 存在 
m ーー 


社会 的 下位 者 。 被 支配 者 。 
子供 的 存在 。 


エア コン 型 社会 の 構造 。 














複数 エア コン 型 社会 の 構造 。 


(2022 年 1 月 初出 > ) 


移動 生活 様式 定住 生活 様式 と 、 
男女 の 人 性差 


性 差 に よる 移動 生活 様式 、 定 住 生活 様式 へ の 適合 
度合 い の 人 違い 


(1 ) 男性 優位 

(1 一 1 ) 移動 生活 様式 は ヽ 遺伝 的 心理 構造 の 面 で 男性 向き で ある < 
移動 生活 様式 中 心 社会 は 男性 優位 社会 に な る < 

(1 一 2 ) 父親 は ヽ 移動 生活 様式 中 心 社会 の 中 核 で ある * 彼 は ヽ 社 会 
の 生成 者 支配 者 で ある ・ 

(2 ) 女性 優位 

(2 一 1 ) 定住 生活 様式 は ヽ 遺伝 的 心理 構造 の 面 で 女性 向き で ある < 
定住 生活 様式 中 心 社会 は ヽ 女性 優位 社会 に な る 

(2 一 2) 母親 は ヽ 定 住 生活 様式 中 心 社会 の 中 核 で ある < 彼女 は ヽ 社 
会 の 生成 者 支配 者 で ある < 


(初出 2020 年 5 月 ) 


精子 卵子 双方 の 動き の 相違 が も た ら す ヽ ゝ 男性 
性 女性 性 と 移動 生活 様式 定住 生活 様式 と の 根 
本 的 な 関連 


男女 の 性 差 の 分 析 に お いて は い ヽ 以 下 の 視 点 に 着目 する こと が ヽ ゝ 根本 的 
ee 

了 こつ いて ヽ 取 る べき 視点 
) 男 人 生 (捨て 身 の 性 質 > 自己 拡大 の 性 質 *・) を ヽ 遺 伝 的 な 精子 
時 と し て 雪 え る 前 
( 2 ) 女性 性 (自己 保身 の 性 質 ・ 自 己 中 心 的 性 質 >) を ヽ 遺 伝 的 な 卵 
の 














人 則 。 女性 優位 に つい て ヽ 取 る べき 視点 
性 側 
1 ) 男性 が 社会 的 に 優位 に な る 条件 を 解明 する 視点 
2 ) 遺伝 的 な 精子 的 性 質 と し て の 男性 性 が ヽ 生 活 上 必須 と な る 
解明 する 視点 < 
の 


1 
(1 
(1 
の 
(2 一 1 ) 女性 が 社会 的 に 優位 に な る 条件 を 解明 する 視点 
(2 一 2) 遺伝 的 な 卵子 的 性 質 と し て の 女性 性 が ヽ 生 活 上 必須 と な る 
祭 件 を 解明 する 視点 < 
3 . 移動 生活 様式 、 定 住 生活 様式 と 性 差 と の 関連 に つい て ヽ 取 る べき 


視点 
1 ) 男性 の 精子 を ヽ 絶 え ず 動き 回 る ヽ 移 動 生活 様式 者 と し て 捉え る 


旨 

(2 ) 女性 の 卵子 を + 一 か 所 に 止ま っ て 動か な い ~ ヽ 定住 生活 様式 者 と 
し て 捉え る 視点 

4 . 移動 生活 様式 定住 生活 様式 と 男性 優位 女性 優位 と の 関連 に つ 
いて ヽ 取 る べき 視点 

(1 ) 環境 適応 上 環境 が 人 間 に 移 動 生活 様式 (遊牧 牧畜 ) を 要求 
する 移動 生活 様式 中 心 社会 は 生殖 面 で の 移動 生活 様式 者 の 精子 を 持 
6 2 相性 が 良い 。 移動 生活 様式 中 心 社会 は ヽ 男性 優位 の 男性 優位 
社会 に な る 

( 2 ) 環境 適応 上 環境 が 人 間 に 定 住 生 活 様式 (農耕 ) を 要求 する 定 
住 生活 様式 中 心 社会 は 生殖 面 で の 定住 生活 様式 者 の 卵子 を 持つ 女性 
2 良い 定住 生活 様式 中 心 社会 は 女性 優位 の 女性 優位 社会 に 
9 


(初出 2020 年 5 月 ) 


PR 、 移動 生活 様式 と 、 そ の 適性 面 で の 


定住 生活 様式 は ヽ 女 性 向き で ある 女性 は ヽ 定 住 生活 様式 を 実現 する 
人 で ある 女性 は ヽ 人 間 社 会 を 定住 生活 様式 向き に ヽ 切 り 替 え ヽ 履 
造 す る 能力 者 で ある 女性 は 人々 を 定住 生活 様式 に 適応 させ る た め 


の 原動力 、 ッ ツー ル で ある 


1 ) 生活 上 、 ヽ 人々 の 間 で は ヽ ゝ 一度 得 た 前 例 の 有効 性 が 氷 続 する 
友 送 ヽ 夫 8P22 2 しか が く の 
2 

は 





ょ ヽ ゝ 女性 性 で ある < (自己 保身 性 ・) 
ま ヽ 前 例 が ある こと 以外 し な い 女性 は 、 チ ャ レン ジ が 嫌い で あ 





は ヽ 女 性 性 で ある < (自己 保身 性 >) 

ょ ヽ ど こ か の 集団 に 所 属し て ヽ 身 の 安全 を 図る の を 好む < 

3) 生活 人 々 は ゝ 定住 集団 内 部 で の ヽ 相互 和合 、 仲 良し 状態 の 
人 

これ は い ヽ 女 性 性 で ある c (自己 保身 性 *) 

女性 は ヽ 互 い に ヽ 同調 、 一 体 化 装 度 す る こと を 好む * 


移動 生活 様式 は ヽ 男性 向き で ある 男性 は ヽ 移動 生活 様式 を 実現 する 
人 で ある 男性 は ヽ 人 間 社 会 を ヽ 移 動 生 活 様式 向き に ヽ 切 り 替 え ヽ 履 
造 する 能力 者 で ある > 男性 は 、 人 々 を 移動 生活 様式 に 適応 させ る た め 
の 原動力 ーッ ツー ル で ある 

(1 ) 生活 上 人 々 は ヽ 新天地 へ 進出 を 続け る こと が 必要 で ある ・ そ る 
の 都度 チャ レン ジ が 必要 で ある 

これ は い ヽ 男 性 性 で ある (捨て 身 の 性 質 ・) 

男性 は ヽ 前例 の な い ヽ 危険 な こと を する の が 好き で ある 

(2 ) 生活 上 、 人 ん 々 は ヽ 個人 行動 が 必要 で ある 個人 の 自由 ヽ 独 立 が 
0 

これ は い ヽ 男 性 性 で ある (捨て 身 の 性 質 * 自己 拡大 性 ) 

性 は ヽ 個人 主義 、 目 由 主義 で 動く の が 好き で ある ・ 

) 生活 上 、 人 ん 々 は ヽ 自分 た ちの 生活 領域 の 拡大 が 容易 で ある 
は ヽ 男性 性 で ある 自己 拡大 性 。) 

は ヽ 自分 の 縄張り を 大 きく 広げ る の が 好き で ある 





2 ) 生活 上 、 人 々 は 定住 集団 へ の 水 住 が 必要 で ある ・ 


NN 

















っ 思 
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(初出 2020 年 6 月 ) 


移動 生活 様式 定住 生活 様式 が も た ら す 生活 面 で 
の 行動 の 強 制 と ヽ 男 女 の 性 差 


移動 生活 様式 者 は 、 目新し いも の が 好き で 新知 見 を 得る の で な くい ヽ 目 
新しい 新知 見 を 得る 行為 自体 が 、 生活 と 下 結 し て いて 、 生活 に 強制 き 
れ て いる 移動 生活 様式 者 は 新知 見 を ヽ 生活 上 の 奴隷 の よう な 感じ 
で 作っ て いる 移動 生活 様式 者 の 生活 は 絶え ず 次 の 新天地 へ の 移動 
を ヽ 叶 ま な く て も ひたすら 制 され る 生活 に な っ て いる < 移動 生活 様 
式 者 は ヽ ー か 所 に 腰 を 落ち 着け る こと が ヽ ゝ 生活 的 に 許さ れ な い 。 移 動 
生活 様式 者 は ヽ 生 活 上 新天地 へ と 恒常 的 + 弾 制 的 に 追い 立て られ 
て ヽ 仕方 な く 新 知見 を 作る < 

移動 生活 様式 中 心 社会 に お ける 社会 的 価値 観 の 分 析 で は ヽ 以下 の 視点 
を 持つ こと が ヽ 重 要 で ある > 

( 1 ) 次 の 社会 的 価値 観 は 、 い ずれ も ヽ 移 動 生 活 様式 を 要求 する 環境 
に よっ て 勾 制 き され て いる これら を 生み 出す 過程 に お いて ヽ 人 色 に 
NN NOT 
幸 に な っ て いる 2 

(1 一 1 ) 先進 的 思考 独創 的 思考 

(1 一 2) 個人 主義 ・ 自由 主 義 * 

(1 一 3) 多数 決 の 民主 主義 ・ 


EE 特に ヽ 移動 生活 様式 者 の 女性 に と っ て 言え る こ 
と で ある 

女性 は ヽ 本 来 、 定 住 生活 様式 向き の 存在 で ある 

移動 生活 様式 中 心 社会 で は ヽ 女性 は ヽ 移動 生活 様式 を 要求 する 環境 に 
よっ て ヽ ゝ 男性 か ら 6 支配 され て いる 
人 不 
で ある 

女性 は ヽ 自 分 の 社会 的 地位 を 向上 させ る に は ヽ 定 住 生活 様式 の 環境 へ 
移動 すべ き で ある 

女性 の 社会 的 地位 向上 を 目指 す ナ フ ェ ミニ ズム は い ヽ 女 性 に よる 定住 生活 
様式 の 推進 を 主張 すべ き で ある 


定住 生活 様式 者 は 、 好 き で 、 ヽ 前 例 踏襲 生活 や ヽ 精 神 的 自由 の 無い 生活 
を 送っ て いる わけ で は な い 定住 生活 様式 者 は 好き で 、 ヽ 絶え ず 心 理 
的 同調 や 一 体 化 ・ 古参 者 へ の 隷 従 を し て いる の で は な い 定住 生活 様 
式 者 は ヽ 好 き で 「 集 団 内 定住 」 を し て いる わけ で は な い < 定住 生活 様 
式 者 は ヽ 好 き で 自主 的 に 動か な い の で は な い 彼 ら は ヽ 動 きた く て 

も ヽ 定住 を 要求 する 環境 に 強制 され て ヽ 動 け な い < 定住 生活 様式 者 

ょ ヽ ゝ 好き で ヽ 相互 の 心理 的 和合 の 維持 や ヽ 満場 一 致 を や っ て いる の で 
は な い s 彼 ら は ヽ 定 住 集団 の 内 部 が 仲間 割れ を する と ヽ ゝ 生活 が 永住 前 

















提 な た め ヽ 生き て いけ な い 定住 生活 様式 は ヽ 環境 に 強制 され て いる 
側面 が ある 


定住 生活 様式 中 心 社会 に お ける 社会 的 価値 観 の 分 析 で は ヽ 以下 の 視点 
を 持つ こと が ヽ ゝ 重要 で ある < 

( 2 ) 次 の 社会 的 価値 観 は 、 い ずれ も ヽ 定住 生活 様式 を 要求 する 環境 
に よっ て 弾 制 さ きれ て いる 。 こ れ ら を 生み 出す 過程 に お いて ヽ 人 色 に 
は ヽ 精神 的 な 自由 が 無い < 公 は ~ ヽ 定住 生活 様式 を 要求 する 環境 の 奴 
計 に な っ て いる 

(2 一 1 ) 前 例 踏 襲 思考 

(2 一 2) 「 集 団 内 定住 」 の 永続 定住 集団 内 部 で の 斉 論 統制 

(2 一 3) 満場 一 致 ・ 


これ ら の 分 析 視 点 は ヽ 特に ヽ 定住 生活 様式 者 の 男性 に と っ て 言え る こ 
と で ある 

男性 は ヽ 本 来 ヽ 移動 生活 様式 向き の 存在 で ある * 

定住 生活 様式 中 心 社会 で は ヽ 男性 は ヽ 定住 生活 様式 を 要求 する 環境 に 
よっ て ヽ ゝ 女性 か ら 支 配 さ れ て いる < 
0 
中 で ある ・ 

男性 は ヽ 目 分 の 社会 的 地位 を 向上 させ る に は ヽ 移動 生活 様式 の 環境 へ 
移動 すべ き で ある < 

男性 の 社会 的 地位 向上 を 目指 す サマ スキ ュ リ ズム は い ヽ 男性 の 移動 生活 様 
式 の 推進 を 主張 すべ き で ある 


地上 生活 を 送る 生物 や 人 間 に と っ て ヽ 移 動 生 活 様式 と 定住 生活 様式 と 
どちら が ヽ ゝ より 居心地 が いい か ? どちら が ヽ よ り 快 適 で ヽ 生 存 条件 が 
より 良い か ? 人 間 は ヽ 環 境 の 制約 が 無い 場合 、 ど ちら を 好む の か ? 
の 記 で は 

(1 ) 人 間 の 中 で は ヽ 女 性 が ヽ 生 物 と し て は ヽ ゝ 基本 的 で 、 デ フォ ルト 
な 存在 で 、 よ り 優 位 で ある 女性 は ヽ 定住 的 な 性 質 の 卵子 を 持つ < そ 
の た めい ヽ ゝ 女性 に 適し た 定住 生活 様式 が ヽ 人 間 に と っ て は ヽ デ フォ ルト 
で ある < 

( 2 ) 人 間 は 海水 内 生活 か ら 陸 上 生活 へ と ヽ 遺伝 的 に 変化 し て き 
た 人 間 は 、 ヽ 生き て いく た め に ヽ 飲 みみ 水 の 確保 が 必須 で ある 飲み 水 
の 確保 が 可能 な 場所 は ヽ 地理 的 に 決ま っ て いる <・ それ は ヽ 例 えば ヽ 砂 
漠 な ら オ アシ ス で ある 定住 生活 様式 は ヽ 飲み 水 を 継続 的 に 確保 で き 
る の で ヽ ゝ 生活 面 で デフ ォ ル ト で ある 











生物 と し て の 人 類 の 進化 に つい て は ヽ ゝ 移動 生活 様式 、 定 住 生 活 様 式 
と ヽ 男性 性 人 

( 1 ) 移動 生活 様式 の 持続 と ヽ 遺伝 的 な 精子 的 性 質 と し て の 男性 性 の 
進化 と が 関連 する 

( 2 ) 定住 生活 様式 の 持続 と ヽ 遺伝 的 な 遺伝 的 な 卵子 的 性 質 と し て の 
女性 性 の 進化 と が 関連 する < 

生活 面 で の 定住 性 移動 性 と ヽ 男 性 性 、 女 性 性 の どちら が ヽ 存 在 と し 
て は より 先行 し て いる か ? その 説明 が 必要 だ 


社会 に お ける 優位 性 の 生成 に つい て は ヽ 移 動 生活 様式 、 定 住 生活 様式 
と ヽ 男 性 性 、 女 性 性 と が 関連 する < 

(1 ) 移動 生活 様式 の 持続 と ヽ 男性 性 を 持っ た 人 が 社会 的 に 優位 に な 
る こと と が 関連 する < 

(2 ) 定住 生活 様式 の 持続 と ヽ 女 性 性 を 持っ た 人 が 社会 的 に 優位 に な 
る こと と が 関連 する * 


人 太 は ほこ 以下 の ニニ っ の 次 元 を 混同 し や すい 
(2) 男性 人 女人 人 ` 定住 生活 様式 中 心 社会 の 次 元 * 


員 位 優 位 社会 女性 優位 社会 の 次 元 ・ 
これ ら は ヽ な る べく 分 け て 別々 々 に 説明 を 考え る 方 が 良い 


(初出 2020 年 5 月 ) 


槽 物 的 思考 ・ 動物 的 思考 


植物 栽培 (農耕 ) と 定住 生活 様式 ・ 動 物 放牧 ( 遊 
牧 ヽ 牧畜 ) と 移動 生活 様式 ・ 


植物 を 栽培 し て 主 に 生活 する 人 ん 々 は ヽ 農耕 民 で ある 

動物 を 飼育 し て 主 に 生活 する 人 ん 々 は ヽ 遊牧民 ヽ 牧 畜 民 で ある < 

人 間 に と っ て は い ヽ 植 物 栽 培 を 行う 農耕 が 定住 生活 様式 を 生み 出す 基 
盤 に な っ て いる 

人 間 に と っ て は い ヽ 動 物 放牧 を 行う 遊牧 や 牧 装 が ヽ 移 動 生 活 様式 を 生み 
出す 基 胡 に な っ て いる 


農耕 民 は 、 そ の 本 性 が ヽ 定 住 生活 様式 者 で ある 
遊牧 民 牧畜 民 は 、 そ の 本 性 が ヽ 移 動 生 活 様式 者 で ある < 
この 両者 は ヽ 対 賠 的 な 性 格 を 持っ て いる < 


人 間 社 会 で は ヽ 以 下 の (1 ) の 度合 い が ヽ 、 (2 ) の 度合 い を 決め る 
( 1 ) 社会 が 、 そ の 食糧 生産 で 、 ヽ どの 程度 ・ 西 物 栽 培 に 依存 する か ヽ 
動物 放牧 へ 依存 する か の 度合 い 

( 2 ) 社会 が 、 そ の 生活 で ヽ ど の 程度 定住 生活 様式 中 心 に な る か ヽ ゝ 
ある い は い ヽ 移 動 生 活 様 式 中心 に な る か の 度合 い 


農耕 民 は ヽ 日 本 、 東 アジ ア ヽ ロシア な どの 民族 で ある < 
牧畜 民 は ヽ 了 欧米 \ ア ラブ ヽ ュ ユ ダ ヤ ヽ モン ゴル な どの 民族 で ある < 


日 本 人 は ヽ 稲作 を メイ ン と する ヽ 農 耕 民 で ある < 

欧米 人 は ヽ あ る 程度 ・ 小麦 栽培 の よう な 農耕 を する 。・ し か し ^ ゝ 彼ら 
は ヽ 牧 草地 を 、 ヽ 家畜 を 伴っ て 移動 し て 生活 する こと も 多い 彼ら は ヽ 
遊牧 民 ヽ 牧畜 民 に 近い * 


の こう し た 考え 方 は ヽ 以下 の よう に 要約 され る < 
「 槽 物 的 思考 」 ・ 農耕 民 の 考え 方 * 定住 生活 様式 者 の 考え 方 
「 動 物 的 思考 」 * 遊牧 民 、 牧 畜 民 の 考え 方 移動 生活 様式 者 の 


(初出 2012 年 10 月 ) 


槽 物 的 思考 と 動物 的 思考 の 対比 


農耕 民 は 植物 を 栽培 し て 生き て いる その 思考 行動 様式 は ヽ 次 第 
に 植物 の 特性 に 合致 する ・ 


遊牧 民 ヽ 牧畜 民 は ヽ 動物 家畜 を 飼育 し て 生き て いる その 思考 ヽ 行 


動 様式 は ヽ 次 第 に 動物 の 特性 に 合致 する < 
以下 の 表 に まとめ た 


この 両者 の 違い を ヽ ゝ 





還 還 還 還 Ta 


具合 5 | 


URI 
こと を 重視 する 人々 
は い ヽ 抜 けた り ヽ 転じ た 
り し な いこ と を 重視 す 
る o 


人 友 は ヽ ー カ 所 に 根付 
いて その まま 動か ず に 
定着 する こと を 盟 ま し 
いと 考え る 

人 友 は ヽ ュー つの 集団 や 
組 鐵 に 入っ た ら ヽ その 
* 抜け すず に 


まま 動か ず 
いよ うと する ゃ 人 2 


は ヽ ー つ の 集団 や 組 鐵 
で の 終身 定住 を 重んじ 
る 人々 は ヽ 様 々 な 集 
団 や 組織 を 転々 と 移動 
する 他人 の こと を い ヽ 脱 


、- 回 根付 いた 
ら ヽ 0 で 一 生 過 ご す 
し か な く ヽ 人 生 を や り 
表せ な い ゃ 


人 人 色 は ヽ 複数 集団 や 組 
鐵 間 を 転 社 転職 する 
こと を 自然 な も の と 考 
える 

| 安 っ やつ で も ヽ ど 
こ か ら で も ヽ 新 天地 に 
移動 し て チャ レン ジ で 
きる 。 人 色 は ヽ ゝ 人生 を 
や り 育 せる 





和香 


蓄積 の 重視 不 薔 積 の 重視 
開 時 人生 B 定住 | 人 々 は ヽ 物資 等 を た く 
し て ヽ ゝ 財産 、 物 資 等 の | さん た め 込 むと ヽ ゝ 移動 
スト ッ ク が た くさ ん 溜 | に 不便 で ある 人々 
まる こと を よし と す | は ヽ 最 低 限 必要 な 財産 
る < 人 色 は ヽ 動 か な い | や 道具 の み を 持ち ヽ そ 
の で ヽ ス トッ ク を 持ち | の 他 は な る べく 持た な 


歩く 必要 が な い s いか ヽ 鞭 積 し な い 
P3 重 さ の 重視 軽 さ ヽ 機 動 性 の 重視 


2 [に 0 あ ち 
て ヽ 少々 の 風 で は 飛ば 

ああ の 0 の 
と ヽ ゝ 抜け な いこ | 性 
ba 5 富む ・ 0 間 
人 人 有 湖 で 天地 に どっ 了 の 昌 あちこち 
り 根 を 下ろ すこ と を 好 | 速 に 目標 地点 へ 飛ぶ 
む 人 色 は ヽ 大 地 か ら | こと を 好む ゃ 
浮か な い ヽ 抜け な い 、 
浮 草 に な ら な いこ と を 
好む 





還 還 還 還 間 rrfiai 


生え 抜き の 還 視 の 

人 友 は ヽ 同じ 一 ヵ所 | 人 々 は ヽ あ る 場所 を 占 

に 新芽 と し て 芽 吹 い て | め る べき 人 は ヽ ゝ 最近 に 

か ら ヽ ずっ と 生え 続け | な っ て 他 か ら や っ て き 

る 人 友 は ヽ そ うす る | た 人 で 良い と 考え る * 

と ヽ その 場所 を 占め る | 人 々 は ヽ そ の 場 に 以前 

力 を 持つ > 人 友 は ヽ 途 か らい 続け た 者 で な く 

中 ヽ 抜 け そ うに な る 昔 | と も ヽ 間 題 な いと す 

難 を た くさ ん 乗り 越え | る < 

て ヽ 抜 けず に 頑張 る ・ | 人 々 は ヽ 他 か ら 中 途 転 

際 集団 や 組織 NM 8 
ヽ 新人 と し て 加入 し | や 組織 を 支配 し て も ゝ 

0 ずっ と 定住 し 続け | 間 題 な い 

る 人々 は 、 ヽ そう する 

と ヽ その 集団 や 組織 で 

主導 権 を 握れ る ・ 人 々 

は ヽ 他 か ら 中 途 転入 し 

て きた 者 が ヽ 集 団 や 組 


織 を 文 配 する こと を 選 
まし く な いと する s 
人 ん 々 は ヽ 集団 や 組織 内 
9 え 物 だ どい で 2 
集団 や 組 笠 を 支配 す 
る 。 


P5 受動 指向 能動 指 同 
人 人 友 は ヽ その 場 一 ヵ所 [人々 は ヽ あ ちこ ち 動 き 
に 止ま っ た まま 動け な | 回 る こと が で きる < 
い s 人々 は ヽ 環 境 変動 | 人 々 は ヽ 環境 変動 に 対 
に 対し て ヽ 動 いて 逃げ | し て 、 ヽ 動い て 逃げ た 
る と と が で き な い < 川 り ヽ 逆 に 攻め た りす る 
人 色 は ヽ 受け 身 一 方 で 人 NZ 
ある ・ 人 ん 々 は ヽ ゝ 環境 変 | は ヽ 能 動 的 で ある < 
動 に 対し て ヽ 一 方 的 に 
多 机 す る ? 火 / 傾 ぷ 写 
ゾ ヒ スト に な る 





還 還 還 較 間 AM FT 


今 い る 場所 ・ 分 野 へ の | 導 分 野 へ の 進出 
と だ わり 人 々 は ヽ 今 いる と こと ろ 
炎 友 きゃ で 今 ま で いた と | に 止まら な いう 八 導 
と ろ に 緒 ま っ た まま ヾ | は ヽ 今 まで 行っ た と と 
動か な いか ヽ 動 け な | の な い 新 分 野 へ ヽ ど ん 
い どん 飛び 出し て いく 
人 友 は ヽ 新 分 野 へ と 目 
分 か ら 進 ん で 動い て い 
く て と が な い < 

P7 し な や か さい ヽ 頑 丈 さ の | 束 早 さ の 重視 
重視 人 友 は ヽ 襲 っ て くる 外 
人 々 は ヽ 風雨 に 当たっ | 貢 か ら 逃 げ 切 る ・ 人 々 
た と き ヽ 折れ な いよ う || は ヽ ゝ 素早 さき ヽ 機 動力 を 
に する 人 人 色 は ヽ 柳 の | 重んじ る 
よう な し な や か さき で ゞ 者 
の 太 さ や 頑丈 さ を 重 ん 
じ る < 





大 地 、 土地 水平 指向 [天空 、 垂 講 指 同 

人 友 は ヽ 大 地下 方 向 人 々 は ヽ 天 空 を 指向 す 

を 指向 する ・ 人々 は ヽ 

大 地 か ら 離 れ な い 水 平 章 

方 向 を 指向 する ・ 人々 

は ヽ 土地 に 執着 する | は ヽ トー つの 土地 に 執着 
ンド も 9 


視野 の 狭 さ 出 野 の 広 さ ヽ グ ゲロ ー バ パ 
公 は ヽ ず っ と 一 カ所 ル さ 

に 止ま っ て ヽ あ ちこ ち | 人 々 は ヽ あ ちこ と ち 動 

動か な い ・ 人 友 は ヽ い | く ・ 人 色 は ヽ 、 い ろ い ろ 
ろ い ろ な と ころ を 経験 | な と ころ を 経験 する * 
する こと が な い 。 人 色 [人 々 は ヽ 物事 の 体験 の 
は ヽ 物 事 の 体験 の 視野 (内野 が 広い 人々 は 、 
が 狭い 人 色 の 視野 は | グロ ー バ ル を な 視野 を 

ロー カル で ある ゃ 持っ て いる < 





半生 


還 還 II ION 目標 の 明確 
さ 

院生 RS DE 
と 一 カ所 に 止ま っ て 動 | も 移動 し て いる ・ 人 色々 
が な い いく 人 選 は て それ | いれ か ら ど ちら の 


か ら ど の 方 向 に 向かっ | 方 向 に 向かっ て 進め ば 

て 進め ば よい か を 決定 | よい か を ヽ は っ きり 決 

本 二 IS NO 
音 : 同感 覚 に 長け て いる ・| 長け て いる 


IGTHITJEGITTOam 后 ai に | 了 語 ignp (Time) 

若 さ の 重視 

人 人 色 は ヽ 入 殖 能力 移 
ど ゃ や 樹 に 提 | 較 の 人 ブ で いら 
る 人 友 は 、 ヽ そう な る | と を 重んじ る 人々 
こと で ヽ 有 用 な 蓄積 が |『 は その た め ヽ ある 程 
多く な り い ヽ 立 派 に な る | 度 莉 ジ 
と 考え る > 人 公 は ヽ ゝ 年 | る ・ 人 々 の 間 で は 
の 回 っ た 回 数 に よっ |I 販 っ た 者 は ヽ 子 供 を 産 
て ヽ 樹木 や 人 な どの 価 | め ず ヽ 移動 中 に 足 手 ま 
値 を 測る 人々 は ヽ ゝ 年 |] と い に な る と し て ヽ 疎 
取っ た 人 を 尊敬 し ヽ 偉 | し ん じ ら れ る 








いと する 人 色 の 間 で 
は ヽ 老 人 に よる 支配 が 
起き や すい 


了 年 少 者 の 年 長者 追い 越 習 少 者 の 年 長者 追い 越 
し 禁止 し 容 説 
年 を 取っ た 個体 が ヽ 莉 Ni 虹 進 の 度合 い 
人 褒 MN 上 他 上 隊 和 0 
人 年 少 者 ( 後 登 ) | 隊 少 者 (後輩 ) カ ヽ 年 
` 年 長者 (先輩 ) 長者 (先輩 ) を 昇進 で 
を * 昇進 で 追い 越す こ | 追い 越す こと が 上 自然 で 
と が で き な い s ある 





| 。 


定期 定型 反復 不定 期 不定 形 不 反復 
西 物 は ヽ 毎 年 季節 、 | 動物 は ヽ 定 期 性 、 定 型 
時 計 に 合わ せ て ヽ ゝ 全く | 性 、 反 復 の 度合 い が 低 
同じ こと (芽吹き ヽ 開 | い ゃ 
花 等 ) を 定期 的 に 繰り | 人々 は ヽ 物 の 考え 方 
返す が ヽ 型 に 1 
人 友 は ヽ 農 作業 (田柄 障 通 の 効い た も の に 
を な どり) で き 人 年 くべ 同じ 際 . 0W20 NH 
定型 作業 を ヽ 連 続 で ヽ | 炭 な 変化 に 対応 し て 、 
何 度 と な く 反 復 し て 絆 | 愉 易 に 考え の パタ ー ン 
り 返 す を 変え る こと が で き 
人 友 は ヽ 4 結 る < 
が ヽ 型 に は まっ た も の 
と な る 2 周囲 
の 急激 な 変化 に 対応 し 
て ヽ 考 を え の パタ ー ン を 
変え る こと が で き な 
Mo 
T4 前 例 、 し きた り の 重視 | 痢 創 性 の 重視 
人 友 は ヽ ず っ と 同じ 場 | 人 人々 は ヽ 新 た な を 牧草 等 
所 に い 続 ける 人々 を 求め て ヽ 新 た な 場所 
は ヽ 今 まで 有効 だ っ た | へ と 移動 する ・ 人 々 
貞 上 前 例 ゝ し きた | は ヽ そ の 都度 ・ 新 た な 
、 伝統 の 継続 を 重視 | 事態 へ の 対処 が 必要 で 
人 S 人 公 は ヽ ゝ 新規 な | ある ・ 人 人々 は ヽ 新 し い 
アイ デア を 上 自分 か ら 考 | 考え を 生み 出す 必要 が 
案 す る 能力 ヽ 創造 性 に | ある 人 人 々 は ヽ 今 まで 
欠け る 人 色 は ヽ ゝ 考え | な か っ た 考え 方 を ヽ 新 
方 が 保守 的 で あり ヽ 後 | た に 何 も な い 状 態 か ら 
進 的 に な りや すい * 生み 出す こと を 尊ぶ 
人 人 友 は ヽ 前 例 、 し きた 
に 挑戦 する > 人々 
は ヽ 進歩 的 、 先進 的 な 
考え 方 を 持つ こと が で 
きる < 








LLSs5so 


ュー ヵ所 に は 短 
の 飲む の あの に 時 箇 の が まい の の 
まる ・ 人 色 は ヽ 物 の 考 | は ヽ 物 の 考え 方 ヘス パ 
え 方 、 ス パン が 長期 的 | ン が 短期 的 に な る ・ 
(20 


由 同期 へ の こ だ わり 
柄物 は 毎年 同じ タ 
人 

花 が 咲く ・ 人 々 。 人 々 は 、 同 
は 、 負 、 植 半 性 に 余り こだわ ら な 
物 を 槽 え ヽ 馬 


人 友 は ヽ ゝ 一斉 に 何 か 同 
だ どか よう うす 

る 。・ 人 色 は ヽ ゝ 同期 性 を 
重んじ る 

2 まや 同 必 タイ ベン 
グ で ヽ ゝ 新人 を 集団 や 組 
鐵 に 入ら せる 人々 

人 ほ :S 同 民 必 イペ シク で 
集団 や 組織 の 内 部 に 

人 入っ た 複数 の 他人 を ヽ ゝ 
格差 を 付け ず に 平等 に 
| 了 明 2* 。 | 


CO 
宜 潤 的 液体 的 
Re は ヽ 互い に 近接 に 離れ 
MM 定着 する | て 動き 回 る と と を 








呈 還 還 昌 也 


E3 








植物 的 思考 (農耕 民 ) pm 


の 


を 0 と を 嫌 に 慣れ 
o> 人 色 は ヽ そ の こと と ks: 届 あ が その 
に 慣れ て いな い * に の る ・ 
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遊牧 民 、 牧 畜 民 の 憲法 ・ 農 耕 民 の 憲法 ・ 





定住 生活 様式 者 の 農耕 民 社 会 に は ヽ 世界 的 に ヽ 共通 で 一 般 的 な 社会 規 
範 や 価値 観 が ある 。 そ れ ら の 頂点 が 、 陳 全 の 

その 一 例 が ヽ 日 本 の 伝統 的 社会 の ルー ル で ある 

移動 生活 様式 者 の 遊牧 民 、 牧 誰 民 社会 に は ヽ 世界 的 に ヽ 共 通 で 一 般 的 
半 We それ ら の 頂点 が ヽ 遊牧民 下記 の 衝 
で ある 

その 一 例 が ヽ 西 欧 ヽ 北米 各国 の 憲法 で ある 





日 本 国 憲 法 は アメ リカ 牧畜 民 の 社会 規 和 分 を ヽ 日 本 の 農耕 民 の 社会 規 
範 の 上 に 押し 付け て ヽ ゝ 出来 て いる 

日 本 で は ヽ 日 本 国 憲 法 は ヽ 表面 的 に は ヽ 全面 的 に NM 

か し い ヽ 狐 力 な 女性 ・ 母 親 た ちの 的 抗 で 、 そ の 内 容 は ヽ ほ ぼ 骨 抜き に 
8 伸二 さけ へい ID の の くに 人 の R 生 で の さら の な 

アメ リカ 主導 で 日 本 に 導入 され た 日 本 国 憲法 は ・ 遊牧 民 、 牧 育 民 の 憲 
法 の 一 例 で ある 


念 の 日 本 で は ヽ 日 本 国 憲法 は た だ の 飾り で ある 。 日 本 の 伝統 的 社会 の 
ルー ル が ヽ 日 本 社会 の 真 の 憲法 で ある ・ そ れ は ヽ 女 性 優位 社会 の 憲法 
で ある < 


日 本 国 憲法 を も と に ヽ ゝ 遊牧 民 牧畜 民 の 憲法 を まとめ る こと が で き 
る O 
日 本 の 伝統 的 社会 の ルー ル を も と に ヽ 農 耕 民 の 憲法 を 明文 化 で きる * 


遊牧 民 ヽ 牧畜 民 の 憲法 は ヽ 男性 優位 社会 の 憲法 と 共通 で ある 
農耕 民 の 憲法 は ヽ 女性 優位 社会 の 憲法 と 共通 で ある * 


(ご 紹介 ! ) 男性 優位 社会 の 憲法 女性 優位 社会 の 憲法 に つい て の 詳 
暫 な 説明 は ヽ 筆 者 に よる 次 の 書籍 を 参照 し て 下さ い 
その 内 容 は ヽ 各 憲法 の 詳細 な 条文 リス ト を 信 ん で いま す 


「 Male-dominated Society and Female-dominated Society」「 男 性 優位 社会 
と 女性 優位 社会 」 


農耕 民 の 憲法 は 、 ど こも 当初 は 遊牧 民 ヽ 牧畜 民 の 憲法 の お 仕 着 せ に な 
る それ は ヽ 農 耕 民 が 女性 優位 な た めで ある 彼ら は ヽ 法 の 作成 
は ヽ 自分 で は で き な い 

彼ら に と っ て は ヽ そ の 作成 に お いて 発生 する 未知 の リス ク が ヽ と て も 
怖い 彼ら は 冒険 し な い < 

彼ら は ヽ 目 分 た ちの 社会 の 内 部 を 隠す ゝ 彼ら は ヽ 表 の 顔 と し て ヽ ゝ 遊牧 
民 ヽ 牧畜 民 の 憲法 を 活用 する < 彼ら は ヽ ゝ 実際 に は ヽ 明 文化 され な い 農 
耕 民 の 憲法 で 動く 





農耕 民 社 会 の 日 本 は 、「 ス ー パ ー 上 位 者 」 の アメ リカ ヵ に 従順 する ・ そ 
うし て ヽ 日 本 で は ヽ 日 本 国 写 法 の 条文 は ヽ 不 可 侵 な 存在 と な る 農耕 
民 社 会 の 日 本 で は ヽ 遊牧 民 牧畜 民 の 憲法 の 条文 の 神格 化 が 起き て い 
る o 


東 ア ジア ヽ 東 南ア ジア や ロシア の 農耕 民 の 国家 の 多く は ゝ 社会 主義 国 
家 ヽ 共産 主義 国家 で ある 彼ら の 社会 の 社会 主義 共産 主義 は ヽ マ ル 


クス 主義 ご も と で ある 

マル クス 主義 は ヽ 西欧 由来 の ヽ 遊牧 民 牧畜 民 の 価値 観 で ある 農耕 
民 の 国家 に お ける 社会 主義 共産 主義 の 憲法 は 見 か け だ け で ある * 彼 
ら は ゝ 実際 に は ヽ 農耕 民 社 会 ヽ 女 性 優位 社会 の 伝統 的 な ルー ル で 動い 
の し ゃ 











遊牧 民 牧畜 民 の 憲法 と 農耕 民 の 憲法 の 違い は ヽ 「 上 位 者 」 の 概念 の 
有無 で ある < 

農耕 民 の 憲法 は 、「 上 位 者 」 の 概念 を 強力 に 持つ 

遊牧 民 ヽ 牧畜 民 の 憲法 は 、「 上 位 者 」 の 概念 を あま り 持 た な い < 
筆者 は ヽ 以 下 で ヽ 農耕 民 の 「 上 位 者 」 の 概念 に つい て 説明 する 

「 上 位 者 」 は ヽ 国内 の 最高 権力 者 た ち に よる 集団 で ある ぃ それ は い ヽ 単 
独 の 統一 権力 で ある ・「 上 位 者 」 は ヽ 国 民 を 総合 的 に 支配 する 集団 で 
ある ・「 上 位 者 」 と いう 呼称 は ヽ 農耕 民 の 人 々 が ヽ ゝ 支 配 集団 に 対し 
て ヽ 自主 的 に 付け て いる > それ は ヽ 「 自 分 たち は ヽ あ な た が た に 対し 
て 従順 で す 」 と いう 意思 の 現れ で ある ・ そ れ は ヽ 支配 集団 に 対す る 敬 
称 で ある 

そこ で は い ヽ 実 質 的 一 党 文 配 ヽ 大 政 糞 賛 一 党 独 裁 が 行わ れる < 

この 「 上 位 者 」 の 概念 は ヽ 農耕 民 の 憲法 に 強く 見 られ る この 概念 
は ヽ 遊牧民 、 牧 畜 民 の 憲法 で は 希薄 で ある その 背後 に は ヽ 権 力 に 対 
する 男女 の 考え 方 の 性 差 が ある と 考え られ る * 


強者 、 権 力 者 か ら の 自由 独立 を 選び た が る 男性 優位 心理 が ヽ 遊牧 民 、 
牧畜 民 の 憲法 を 生む 

女性 は ヽ 弾 者 ヽ 権 力 者 に 惹か れ ヽ な びく 女性 は ヽ 彼 ら を 敬い ヽ 彼 ら 
に 一 体 化 し て 従う > そう し た こと を 選び た が る 女性 優位 心理 が 農耕 民 
の 憲法 を 生ん で いる 

「 上 位 者 」 は 女性 優位 な 心理 に より 発生 し ヽ 存 続 する < 


農耕 民 の 社会 で は 、「 ス ー パ ー 上 位 者 」 が 存在 する 。 それ は ヽ 「 上 位 
者 」 の 更に 上 位 に 位置 付け られ る 。・ そ れ は い ヽ ゝ 国外 か ら 大 き な 影 響 力 を 
持つ 国際 的 な 弾 国勢 力 に 対し て ヽ 人々 が 付け る 敬称 で ある * 

例え ば ヽ ゝ 日 本 国内 で は ヽ 日 本 を 軍 事 的 に 実効 支配 する アメ リカ が 

『 入 孝 パ ー 上 偽者 」 で ある < 











東 ア ジア の 農耕 民 社 会 に お ける 「 上 位 者 」 は ヽ 例 えば ヽ 以 下 の 通 り で 
ある < 
( 1 ) 日 本 (天皇 家 ・ そ の 使用 人 で ある 役人 *) 





(2) 中 国 (共産 党 ・ 国 の 役人 <) 
(3) ベト ナム (共産 党 ・ 国 の 役人 < ) 
NARA 


北朝 鮮 ( 金 氏 一 族 ・ 共 産 党 * 国 の 役人 ・) 


ある 
(1 ) 日 本 (アメ リカ 西欧 ) 
(2 ) 韓国 (アメ リカ 西欧 > 中 国 *) 


(初出 2012 年 10 月 ) 


世界 の 農耕 民 の 社会 同士 の 連帯 が 必要 だ 


遊牧 民 、 牧 畜 民 の 人 々 は ヽ ゝ 地域 の 垣根 を 超え を た グロ ー バ リズ ム を 推奨 
する 彼ら は ヽ あ ちこ みち 移動 する こと を 重視 推奨 する モバ イル 指向 
の 考え 方 を 推奨 する > 彼ら は ヽ 目 分 た ちの 考え 方 を ヽ 国 際 標準 と し て 
定着 させ よう と する ・ し か し い ヽ 農 耕 民 の 人 人 々 は ヽ その 戦略 に 乗っ て は 
な ら な いそ の 理由 は ヽ 、 そ れ だ と ヽ 遊牧 民 牧畜 民 の 人 々 が ヽ 、 ス ター 
ト 地点 か ら 有 利 だ か ら だ * その まま で は ヽ 農 耕 民 の 人 ん 々 は 、 ヽ 機動 性 に 
AIMAI 
る o 


農耕 民 の 人 々 は ヽ 定 位置 に 居 を 定め る 彼ら は ヽ 毎 日 ^ そ の 地点 に つ 
いて ぃ ヽ 改良 を 繰り 返し ヽ 成 果 を ヽ 前 例 と し て 蓄積 し て いく < 彼ら は ヽ ゝ 
自分 を た ちの 場所 を より 生活 し や すい ヽ 恵 まれ た も の に し て いく 彼ら 
は ヽ そ うし て で きた 好 条 件 の 位 置 ・ 場 所 を ずっ と 守り ヽ 独 占 す べき で 
ある 彼ら は ヽ そ こ に ヽ 遊 牧 民 、 牧 畜 民 の 人 々 を 寄せ つけ な いよ うに 
すべ き で ある < 

現在 の 世界 で は ヽ 欧米 の 牧畜 民 の 社会 が ヽ 優 勢 で ある 。 世界 中 の 農耕 
民 の 社会 は それ に 対抗 すべ き で ある 農耕 民 の 社会 は 世界 中 に 広 
く 分布 する 例え ば ヽ 日 本 ヽ 東 アジ ア ヽ 東南 アジ ア ヽ ュ ロ シア な どの よ 
うに 世界 中 の 農耕 民 の 社会 や 人 々 同士 が 連帯 する こと が 刀 ま し い < 
な ぜ な らい ヽ ゝ 彼ら は ヽ ゝ 住む 場所 は 違っ て いて も ヽ い に 同じ 醒 物 的 思考 


や 価値 観 を 持つ 同類 だ か ら 


(初出 2012 年 10 月 ) 


私 の 書籍 に つい て の 関連 情報 ・ 


私 の 主要 な 書籍 ・ そ れ ら の 内 容 の ヽ 総合 的 な 要 


O 
僚 、 


/// 
私 は ヽ 以下 の 内 容 を ヽ 発 見 し た ・ 

男女 の 社会 行動 上 の 性 差 

その こと に つい て の ヽ 新 た な ヽ ゝ 基本 的 で ヽ 斬 新 な ヽ 説 明 。 


男女 の 性 差 
は ヽ 以下 の 内 容 で ある < 
精子 と 卵子 と の ヽ 性 質 の 差 < 
それ ら の ヽ 和 証 接 的 な ヽ 延 長 で あり ヽ 反 映 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 ・ 
それ ら は ヽ 以 下 の 内 容 に ヽ 皿 実に 、 基 づい て いる < 
精子 と 邑子 と の 、 社会 行動 上 の 差 * 


それ は ヽ 全 て の 生物 に お いて ヽ 共 通し て いる 
それ は ヽ 生 物 の 一 種 と し て の 人 間 に も ヽ 当 て は まる 


男性 の 心身 は ヽ 精子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 
女性 の 心身 は ヽ 卵子 の 乗り 物 に 過ぎ な い < 


子 人 の 生育 に 必要 な ヽ 楽 養分 と 水分 
卵子 は それ ら の ヽ ゝ 所 有 者 で あり ヽ 上 有 者 で ある ・ 


生殖 設備 
女性 は 、 そ れ ら の 所 有 者 で あり ヽ ゝ 占有 者 で ある 


卵子 が 占有 する ヽ ゝ 栄養 分 や 水分 
精子 は それら の ヽ 借 用 者 で ある 


女性 が 占有 する 生殖 設備 * 
男性 は 、 そ れ ら の ヽ ゝ 借用 者 で ある * 


所 有 者 が 上 位 者 で あり ヽ ゝ 借用 者 が 下位 者 で ある 


その 結果 

栄養 分 や 水分 の 所 有 
それ ら に お いて は ヽ ゝ 卵子 が 上 位 者 で あり ヽ 精 子 が 下位 者 で ある < 
生殖 設備 の 所 有 
それ ら に お いて は ヽ ゝ 女性 が 上 位 者 で あり ヽ ゝ 男性 が 下位 者 で ある < 


卵子 は ヽ 以下 の 内 容 の 権限 を ヽ 一 方 的 に 占有 する 

そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと ・ 

その こと で い ヽ 精 子 を ヽ ゝ 一 方 的 に 選別 する こと < 

その こと で い ヽ 精 子 に 対し て ヽ 受精 を ヽ 一 方 的 に 許可 する こと 
そう し た 権 限 * 


女性 は ヽ 以 下 の 内 容 の 権限 を ヽ 一 方 的 に 占有 する * 

そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと * 

その こと で い ヽ 男 性 を ヽ 一 方 的 に 選別 する こと < 

その こと で い ヽ 男 性 に 対し て ヽ 刀 を ヽ 一 方 的 に 許可 する こと ゃ 
そう し た 権限 ・ 


女性 は ヽ 以下 の 行為 を 行う * 
そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと * 
その こと で い ヽ ゝ 男性 を ヽ 様 々 な 側面 か ら ヽ 総 合 的 に 搾取 する こと < 


卵子 は ヽ 精 子 を ヽ 性 的 に 誘引 する * 
女性 は ヽ 男 性 を ヽ 性 的 に 誘引 する 


卵子 は ヽ 以 下 の 内 容 の 権限 を ヽ 一 方 的 に 占有 する 


それ 自身 の 内 部 へ の ヽ 精子 の 進入 * 
その こと こと に つい て の ヽ ゝ 許認可 * 
その 権限 


女性 は ヽ 以 下 の 内 容 の 権限 を ヽ 一 方 的 に 占有 する < 
男性 に 対す る ヽ セ ックス の 許認可 * 
その 権限 


彼女 目 身 が 所 有する 生殖 設備 
男性 に よる ヽ そ れ ら の ヽ 借 用 
その 主 誰 可 
その 権限 


男性 か ら の 求婚 ・ 
それ に 対す る 許諾 
その 権限 < 


生物 が ヽ 有 性 生殖 を 行う 限り ヽ 以 下 の 内 容 は ヽ 確 実に 存在 する * 
男女 の 社会 行動 上 の 性 差 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 * 
それ ら は ヽ ゝ 無く すこ と は ヽ ゝ 決し て 出来 な い * 


私 は ヽ 以下 の 内 容 を ヽ 新 た に 説明 する < 
世界 に は ヽ 男性 優位 の 社会 だ け で な く ヽ 女性 優位 の 社会 も ヽ 同様 
に ヽ ゝ 普通 に ヽ 多 数 存在 する こと 


それ は い ヽ 以 下 の 内 容 で ある 
女性 優位 社会 の 存在 の 明瞭 性 
その ヽ 世界 社 会 に お ける ヽ ゝ 新た な 再 確認 ・ 


男性 優位 社会 は 移動 生活 様式 の 社会 で ある 
女性 優位 社会 は ヽ 定住 生活 様式 の 社会 で ある < 


精子 
その 乗り 物 と し て の ヽ 男 性 の 心身 * 


彼ら は ヽ 移動 生活 様式 者 で ある 


卵子 
その 乗り 物 と し て の ヽ ゝ 女性 の 心身 * 
彼ら は ヽ 定住 生活 様式 者 で ある * 


男性 優位 社会 は 例え ば ヽ 以下 の よう な 社会 で ある 
欧米 諸国 ・ 中 東 諸 国 > モン ゴル 

女性 優位 社会 は ヽ 例 えば ヽ 以 下 の よ うな 社会 で ある 
中 国 。 ッ ロシア 日 本 韓国 や 北朝 鮮 ・ 東 南ア ジア * 


男性 は ヽ 行動 の 自由 の 確保 を 最 優先 する * 

男性 は ヽ 上 位 者 に 反抗 する > 

男性 は ヽ 下 位 者 を ヽ 又 力 で 強 引 に ね じ 伏 せ て ヽ 服従 させ る 
男性 は ヽ 以 下 の 内 容 に つい て の 余地 は ヽ 少 し だ け 残 す * 
下位 者 に よる 反抗 * 

その 可能 性 

下位 者 に よる 自由 行動 * 

その 可能 性 

それ ら の 余地 


位 優位 社会 は ・ 虹 力 に よる 支配 を 行う ・ 


紀 
女性 は ヽ 目 己 保身 を 最 優先 する * 
女性 は ヽ 上 位 者 に 対し て ヽ 隷 従 す る 


女性 は ヽ 下 位 者 を ヽ 隷 従 さ せる * 

それ は ヽ 以下 の 内 容 で ある 

// 

最大 限 の 高慢 さと 尊大 さ を ヽ 用 いる こと < 


下位 者 に よる 反抗 や 目 由 行 動 
それ ら の 行動 の 余地 を ヽ 完 全 に 封殺 し て ヽ 一切 不可 能 に する こと と * 











それ は ヽ 以下 の 内 容 で ある 
周囲 の 同調 者 と ヽ 予 め ヽ 示し 合わ せ て ヽ 行 われ る こと 。 


下位 者 に よる 反抗 を ヽ 一 切 ヽ 許さ な いこ と 
下位 者 を ヽ 逃げ場 の 一 切 無 い ヽ 密閉 空間 に 監禁 する こと 
上 位 者 の 気 が 済 む ゆま で ヽ ゝ 粘着 的 に ヽ 行わ れれ る こと 


下位 者 を ヽ 、 サ ンド バッ グ 代 わり に し て ヽ ー 方 的 に ヽ 虐待 し 続 


と 。 
// 


女性 優位 社会 は 瑞 制 に よる 支配 を 行う 


欧米 諸国 と ヽ 、 ロ シア や 中 国 と の ヽ 対 立 * 
それ ら は ヽ ゝ 以下 の 内 容 と し て ヽ 十 分 に 説明 可能 で ある < 
男性 優 位 社 会 と 女性 優位 社会 と の ヽ 対 立 ・ 


移動 生活 様式 は ヽ 男性 優位 社会 を 生み 出す 
そこ と で は い ヽ 女 性 差別 が 起き る < 
定住 生活 様式 は ヽ 女性 優位 社会 を 生み 出す 
そこ と で は い ヽ 男性 差別 が 起き る < 


女性 優位 社会 で は ヽ 以下 の 内 容 が ヽ 恒常 的 に 発生 する 
上 位 者 と し て の 女性 に よる ヽ 以下 の よう な 行動 
自己 較 者 性 に つい て の 六 意 的 な 連 時 ・ 
男性 の 強者 性 に つい て の ヽ 盗 意 的 な 連呼 * 
それ ら は ヽ 以下 の 内 容 を 、 了 電 信 還 析 お 
性 の 社会 的 優位 性 ・ 
男性 差別 


ける こ 


それ ら は い ヽ ゝ 女性 優位 社会 の 存在 そ を の も の を い ヽ 対外 的 に ヽ 隠 績 する < 


女性 優位 社会 に お ける ヽ その 内 部 の 機密 性 や 閉鎖 性 や 捧 他 性 


その 内 部 情報 の 非 公開 性 ・ 


それ ら は い ヽ ゝ 女性 優位 社会 の 存在 そ を の も の を い ヽ 対外 的 に ヽ 隠 義 す る < 


生物 や 人 間 の 社会 に お いて ヽ 性 差別 を 無く すこ と 


その 実現 は ヽ 不 可能 で ある 
そう し た 試み は ヽ し ょ せん は ヽ 綺 敗 事 の 理想 の 主張 に 過ぎ な い 。 
それ ら の 行為 は ヽ 全 て 無駄 で ある ・ 


男女 の 性 差 の 存在 を 強引 に 箇 定 する こと 
性 差別 に 反対 する こと < 

欧米 主導 の ヽ 、 そ うし た 社会 運動 * 

それ ら は ヽ ゝ 基本 的 に ヽ 全て 無 意 味 で ある * 


男女 の 性 差 の 存在 を 前 提 と する ヽ 社会 政策 
その 展開 が 新た に 必要 で ある < 


/// 
私 は ヽ 以下 の 内 容 を ヽ 発 見 し た 

人 間 の 本 質 

それ ら に つい て の 、 ヽ 新た な ヽ 基 本 的 で ヽ 斬 新 な ヽ 説 明 


当方 は 、 ヽ 以下 の よう な 見 方 を ヽ 根 本 的 に 転換 し ヽ 破 壊す る 


従来 の ヽ 欧米 や ユダ ヤ や 中 東 に よる 主導 の ヽ 移動 生活 様式 の 思想 
それ ら は ヽ ゝ 人間 と 、 ヽ 人間 以 外 の 生物 と を ヽ 唆 別 す る * 
それ ら は ヽ ゝ 以下 の 内 容 に 基づく < 

家畜 の 恒常 的 な 層 灯 > その 必要 性 

そう し た 見 方 > 


私 の 主張 は ヽ 以下 の 内 容 で ある 


人 間 の 存在 は ヽ 生 物 一 般 の 存在 へ と 、 こ 包 人 入 さ れる 

人 間 の 本 資 は ヽ 以下 の 方 法 に よっ て ヽ より 効果 的 に 説明 で きる 。 
人 間 を ヽ 生 物 の 一 種 と し て ヽ ゝ 眺め る こと < 

人 間 の 本 拘 を ヽ 生物 一 般 の 本 質 と し て ヽ 捉 える こと * 


生物 の 本 質 ・ 
ま ヽ 以下 の 内 容 で ある < 
目 己 の 複製 





目 己 の 存続 
目 己 の 増殖 


それ ら の 本 質 は ヽ 生 物 に 対し て ヽ 以下 の よう な 欲求 を ヽ 生 み 出 す * 
私 的 な 生き や すさ ゃ 

その ヽ ゝ 飽く な き 追 求 * 

それ へ の 欲求 


その 欲求 は ヽ 生物 に 対し て ヽ 以下 の よう な 欲求 を ヽ 生 み 出 す 
有 能 性 の 獲得 * 
既得 権益 の 獲得 
それ ら へ の 人 失 求 * 


その 欲求 は ヽ 生 物 に 対し て ヽ 以下 の 内 容 を ヽ 絶 え ず 生じ させ る < 
生存 に 興 け る ヽ 優 位 性 ・ 

その 確認 

その 必要 性 < 


その こと は い ヽ 結 果 的 に ヽ 生物 の 間 に ヽ 以下 の 内 容 を ヽ 生 み 出 す * 
社会 的 優劣 関係 
社会 的 上 下関 係 


その こと は い ヽ ぃ 以下 の 内 容 を ヽ 必 然 的 に 生み 出す < 
上 位 者 の 生物 に よる ヽ 下位 者 の 生物 に 対す る ヽ 虐待 や 搾取 * 


その こと と は ヽ ゝ 生物 に 対し て ヽ 原 非 を ヽ 回避 不可 能 な 形 で 、 ヽ も た ら 
す O 
それ は ヽ 生 物 を ヽ 生 き に くく する 


そう し た 原因 や 生き に くさ か ら 逃 れる こと 

その 実現 

どん な 生物 も 、 そ の 内 容 は ヽ 生 き て いる 限り ヽ 決 し て ヽ ゝ 実現 出来 な 
( ヽ o 

それ は ヽ 生物 の 一 種 で ある 人 間 に お いて も い ヽ 同 様 で ある * 

人 間 の 原罪 は ヽ 生 物 で ある と こと その も の に より ヽ 生 じ て い る < 


/// 

私 は ヽ 以下 の 内 容 を ヽ 新 た に 発見 し た < 
従来 の 生物 学 に お いて 主流 で ある ヽ ゝ 進化論 ・ 
それ に つい て ヽ 以 下 の 内 容 を 指摘 する こと 
その 内 容 面 に お ける 根本 的 な 誤 り * 

その た め の ヽ 新た な 説明 < 


それ は ヽ ゝ 以下 の よう な 見 方 を ヽ 根 本 的 に 否定 する 
人 間 は ヽ 生物 の 進化 の 完成 形 で ある こと 

生物 の 頂点 に ヽ 人 間 が 、 ヽ 君臨 する こと 
そう し た 見 方 * 


生物 は ヽ 和 目 己 複製 を 、 ひ た すら い ヽ 機 械 的 に ヽ 自動 的 に ヽ 繰 り 返 す だ 
け で ある s 

生物 は 、 そ うし た 点 に お いて ヽ ゝ 純粋 に 物質 的 な 存在 で ある 

生物 は ヽ 進化 へ の 意思 を ヽ 全 く 持 た な い * 


生物 の 自己 複製 に お ける 突然 変異 
それ ら は ヽ 和 純粋 に ヽ 機 械 的 に ヽ 自動 的 に ヽ 起 きる < 
それ は ヽ ゝ 生物 に 対し て ヽ 新 た な 形態 を 自動 的 に も た ら す * 


従来 の 進化 論 の 説明 
そう し た 新た な 形態 が ヽ 従来 の 形態 より も ヽ 優 れ て いる こと < 
そう し た 説明 は ヽ 何 も 根拠 が 無い 


現状 の ヽ 生 物 の 一 環 と し て の 人 間 の ヽ 形 態 ・ 

それ が ヽ 生物 に よる 自己 複製 の 繰り 返し の 過程 に お いて ヽ そ の まま 
保 を れる こと ゃ 

そう し た 保証 は ヽ 一 切 無 い * 


生物 を 取り 巻く 環境 は ヽ 常 に ヽ ゝ 予想 外 の 方 向 へ と 変化 する 
以前 の 環境 に お いて 適応 的 だ っ た 形質 ・ 

それ ら は ヽ ゝ 次 の 変化 し た 環境 に お いて は ヽ ゝ 往々 に し て ヽ 以 下 の よ う 
な 形質 と な る < 

その 新た な 環境 に 対し て ヽ 不 適応 で ある こと 


その 結果 


生物 の 形態 は ヽ 目 己 複製 と 突然 変異 に より ヽ ゝ 常に 変化 する * 
それ は ヽ 以下 の 内 容 の 実現 を ヽ 全 く 保 証し な い ゃ 

より 思 ま し い 状態 へ の 進化 

その 持続 * 


// 
私 の ヽ 上 記 の 主張 * 
それ は ヽ 以 下 の 内 容 で ある < 


世界 の 上 位 を 独占 する ヽ 世界 一 の 既得 権益 者 * 
そう し た い ヽ 男性 優位 社会 

欧米 諸国 

Ma 


国際 秩序 ・ 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら は い ヽ 彼 ら を 中 心 と し て ヽ ゝ 生成 され て いる < 
それ ら の 内 容 は ヽ 彼 ら が ヽ 彼 ら 目 身 が 有利 に な る よう に ヽ ゝ ーー 方 的 に 
決定 し た 

それ ら の 背景 を な す ヽ 彼ら の ヽ ゝ 伝統 的 な 社会 思想 * 
キリ スト 教 

進化 論 ・ 

2 な 6 

民主 主義 * 

彼ら に と っ て 、 一 方 的 に 有利 な 内 容 の 様々 な 社会 思 
それ ら の 内 容 を ヽ 根 本 的 に 破壊 し ヽ 封 殺し 初期 化す 


国際 秩序 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら の 決定 の プロ セス に お ける ヽ 女 性 優位 社会 の 関 名 の 度合 い 
その 拡大 * 

その 実現 を ヽ 更 に 促進 する こと < 


女性 優位 社会 の 内 部 に お ける ヽ 根 本 的 に 生き づら い ヽ 社会 的 内 実 
それ は ヽ 上 位 者 へ の 隷 従 と ヽ 下位 者 へ の 専制 文 配 に よっ て ヽ 完 全 に 


相 


O 

さ ハ 
5 
Ce 


る 


満た され て いる 
例 ・ 
日 本 社会 の 内 実 


そう し た 不都合 な 社会 的 内 実 

その 発生 メカ ニズム を 徹底 的 に 解明 する こと < 
その 結果 の 内 容 を ヽ 膝 赴 し ヽ 内 部 告発 する こと 
そう し た 内 容 で ある こと 


/// 
私 の 書籍 

それ ら の 内 容 に お ける ヽ ゝ 隠れ た ヽ 重 要 な 目的 
それ は ヽ 以下 の 内 容 で ある 


女性 優位 社会 の 人 々 * 
彼ら は ヽ 今 まで ヽ 以下 の 内 容 に 頼る し か 無かっ た 
男性 優位 社会 の 人 々 が ヽ 彼 ら 自 身 の た め に 生成 し た ヽ 社 会 理論 * 


女性 優位 社会 の 人 々 < 

彼ら が ヽ ゝ 彼ら 自身 の 社会 を 説明 する ヽ 自 前 の 社会 理論 * 
彼ら が ヽ そ れ を ヽ 自 前 で 持つ こと が 出来 る よう に する こと < 
その 実現 


その こと と に よる ヽ 以 下 の 内 容 の 実現 
世界 秩序 の 形成 に お いて ヽ ゝ 現在 優位 に 立っ て いる ヽ 男 性 優位 社 
会 

それ ら の 層 体 化 * 

女性 優位 社会 の 力 の ヽ 新 た な 絢 化 * 

私 が ヽ 、 そ れ を ヽ 手 伝 う こと < 


女性 優位 社会 の 人 人 々 

彼ら が ヽ 自前 の 社会 理論 を 、 ヽ いつ まで 経っ て も ヽ な か な か 持つ こと 
が 出来 な いこ と 

その 理由 

それ ら は い ヽ 以 下 の 内 容 で ある < 


分 析 行 動 を の も の を ヽ 心 の 謀 で ヽ 嫌 っ て いる こと < 
対象 と の 一 体 化 や ヽ 対 象 と の 共感 を ヽ 対象 の 分 析 よ り も ヽ 優 先 する 
6 


彼ら 目 身 の 社会 が 持つ ヽ 絢 い 拝 他 性 や 閉鎖 性 
彼ら 自身 の 社会 の 内 実 を 解明 され る こと に 対し て ヽ ゝ 弾い 的 抗 感 を 
持っ て いる こと 


彼ら 目 身 の 女性 的 な 目 己 保身 性 に 基づく ヽ 、 強い 退 組 性 * 
未知 の 危険 な 領域 を 探査 する こと を 嫌う こと 
安全 性 が 既に 確立 され た ヽ 前例 踏襲 ば か り を 優先 する こと 


前 例 の 無い ヽ 女 性 優位 社会 の 内 実 の 探査 。 
そう し た 行動 その も の を ヽ ゝ 嫌う こと ゃ 


前 例 と し て の ヽ 男性 優位 社会 の 社会 理論 
その 内 容 を ヽ ひ た すら 暗記 学習 する こと 
それ し か い ヽ ゝ 能力 的 に ヽ 出来 な いこ と 


(2022 年 3 月 初出 > ) 


rr 目的 と ヽ そ の 実現 に 当たっ て の 方 


私 の 執筆 の 目的 

生物 に と っ て の 生き や すき 生物 に と っ て の 生存 可能 性 生物 に 
と っ て の 増殖 可能 性 ・ それ を 増大 させ る こと 

それ は ヽ ゝ 生物 に と っ て ヽ ゝ 一 番 ヽ 価値 が ある こと で ある それ は ヽ 生 
物 に と っ て ヽ 本 質 的 に ヽ 療 で ある ・ そ れ は ヽ 生物 に と っ て ヽ ゝ 本質 的 
に ヽ ゝ 光明 性 を も た ら す 

社会 的 上 位 者 に と っ て の 美 * それ は ヽ 以下 の 内 容 で ある ・ 最 上位 の 
社会 的 地位 の 獲得 ・ 謀 権 の 獲得 ・ 獲 得 し た 既得 権益 の 維持 
社会 的 下位 者 に と っ て の 善 ・ そ れ は ヽ 以下 の 内 容 で ある 有 能 性 の 


獲得 に よる ヽ 社会 的 上 昇 社会 的 革命 の 生成 に よる ヽ 社会 的 上 位 者 
の 既得 権益 の ヽ 破 壊 と 初期 化 ・ 

その 実現 に 役立つ 思想 ・ 真 実 ・ 生 物 が ヽ 自 分 自身 の 真実 を 知る こ 
と それ は い ヽ 生 物 に と っ て ヽ 浴 酷 で 厳し く 辛 凍 な 内 容 で ある その 
馬 
の 確立 ・ 


私 の 方 法論 

上 記 の 目的 > その 実現 に 当たっ て の 手順 > その 実現 に 当たっ て の 勘 
所 。 その 実現 に 当たっ て の 注意 点 ゞ それ ら は ヽ ゝ 以下 の 内 容 で ある < 
ネッ ト 検 索 や ネッ ト 閲 覧 に よっ て ヽ 環 境 や 生物 社会 の 動向 を 常に 合 
上 し 観察 し 把握 する こと 。 そ れ ら の 行為 は ヽ 以 下 の 内 容 の 源泉 に な 
る o 

環境 や 生物 社会 の 真実 や 法則 の 和解 明 に お いて ヽ ゝ 説明 力 や 説得 力 の あ 
る の ジイ デザ ナ 

ある アイ デア に よっ て ヽ ゝ 真実 を 80 説 明 で きそう な 見 通し が 立っ 
た 場合 > その アイ デア の 内 容 を 、 ヽ どん どん 書き 出し て ヽ ゝ 体系 化す る 
こと 真実 に 近 そ うな ヽ ゝ 説明 力 の 高 そ うな 思想 を ヽ 独 力 で 、 ど ん ど 
ん 生み 出す こと その 行為 を ヽ 最 優先 する こと 

詳細 な 説明 を 後回し に する こと 難解 な 説明 を 避け る こと < 
過去 の 前 例 と の 央 合 は ヽ 後 回 し に する こと > 正 し さ の 完全 な 検証 
ほっ 後回し じ に する て と と 

簡 漂 で 分 か りや すく 使い や すい 法則 の 確立 。 その 行為 を ヽ 最 優先 す 
る こと 。 そ れ は ヽ 例 えば ヽ 以 下 の 行 為 と 同様 で ある 簡潔 で 分 か り 
や すく 使い や すい コン ピュ ー タ の ソフ トウ ェ ア の 開発 * 








私 の 執筆 に お ける ヽ ゝ 理想 と スタ ンス < 


私 の 執筆 に お ける ヽ ゝ 理想 

それ は ヽ 以下 の 内 容 で ある 

// 

私 が 生成 する 内 容 の 説明 カカ の 最大 化 * 
その た め に か ける 手間 や 時 間 の 最小 化 * 
// 


それ ら の 実現 の た め の 方 針 や スタ ンス 。 そ れ ら は ヽ ゝ 下記 の 内 容 で あ 


る 
私 の 執筆 に お 
私 が ヽ 文 草 の 作成 に お いて ヽ 考慮 する ヽ 根 本 的 な 方 針 
それ ら の 対比 < 
それ ら の 主要 な 項目 一 覧 * 

は ヽ 以下 の 内 容 で ある * 


王位 役人 性 "7 トド 位 概 記 性 ・ 
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一 般 1 
基本 
抽象! 


間 六 
論理 


滞 
大 


> / 局所 
> / 例外 
o / 革 定 式 性 o 
7 補 継 人 
S / 括 論理 任 ・ 


実証 可能 性 ・/ 実証 不能 性 
客観 性 。 / 括 客 観 性 

5 / 婚 知性 

5 / 現状 維持 性 

5 / 手 効率 性 

5 / 中 途 性 * 

短 鑑 性 ・/ 冗長 性 ・ 


全て の 文 草 に お いて ヽ ゝ 内容 面 で 、 以 下 の よ うな 人 性質 を ヽ 最初 か ら ヽ 
最上 人 級 の 形 で ヽ 実 現す る こと 


概念 上 位 性 
要約 性 
根幹 性 


せ 


天守 敵 忠 | 溢 革 重 剛 | 
抽 盟 瀬 沈 械 箇 漂 等 芋 当 其 咽 


し 
【 


I 
当 





その 実現 を 最 優先 し て ヽ 文章 の 内 容 を ヽ ゝ 執筆 する こと < 

その 内 容 を ヽ な る べく 早く 完成 させる こと < 

その 内 容 を ヽ 書 き 上 げた 部 分 毎 に ヽ 衣 ぐに ヽ ゝ 本文 に 、 マ ー ジ し て い 
Ke 

1 

号 

固有 名 詞 を ヽ 使 わな いこ 

ロー カル な へ ^ 、 抽 介 度 の 低い 意味 の 8 吾 句 を ヽ 使わ な いこ 


先進 的 を な コンピ ュー タプ ログ ラミ ング 技術 を ヽ 文 章 作成 の 方 法 へ 
と ヽ 積極 的 に ヽ 応 用 する こと 


例 

オブ ジェ クト 思考 に 基づく ヽ 文章 作成 の 技術 ・ 

クラ ス と イン スタ ンス の 概念 の ヽ 文章 作成 へ の 応用 * 
上 位 ク ラス の 内 容 の 優先 的 な 記述 


例 < 

アジ ャ イル 開発 の 方 法 の ヽ 文 章 作 成 へ の 応用 ・ 

頻 千 に ヽ 以下 の 行動 を 繰り 返す こと < 

電子 書籍 の 内 容 の 、 バ パージ ョ ン フ アッ プ ・ 

その 電子 書籍 ファ イル の ヽ ゝ 公開 サ ー バ ー へ の アッ プロ ー ド < 


私 は ヽ 従来 の 学術 論文 の 作成 方 法 と は 異な る 方 法 を ヽ 採 用 し て い 
る o 

従来 の 学術 論文 の 作成 方 法 は ヽ 説 明 力 の ある 内 容 の 導出 に お いて 、 ヽ 
非 効 率 で ある 


書籍 の 執筆 に お ける ヽ 私 の 視点 
それ は ヽ 以下 の 内 容 で ある 


令 合 失調 症 の 患者 か ら の 視点 

社会 に お ける ヽ 最 下位 者 か ら の 視点 

社会 に お ける 扱い が ヽ 一 番 ヽ 劣悪 な 者 か ら の 視点 

社会 か ら ヽ 拒絶 され ヽ 差別 され ヽ 人 迫害 され ヽ 追 放さ れ ヽ 隔離 され た 
者 か ら の 視点 

社会 不適 応 者 か ら の 視点 ・ 

社会 で 生き る こと を 諦め た 者 か ら の 視点 < 

一 番 ヽ 社会 的 ラン ク が 下位 の 病気 に 傘 加 し た 愚者 か ら の 視点 
社会 に お ける ヽ ゝ 一 番 の 有害 者 か ら の 視点 ・ 

社会 に お ける ヽ ゝ 一 番 の 嫌 わ れ 者 か ら の 視点 < 

社会 に 対し て ヽ 生涯 ・ 心 を 閉ざし た 者 か ら の 視点 

生物 や 人 間 に 対 し て ヽ 根 本 的 に が っ か り し た 者 か ら の 視点 
生物 や 人 間 に 対 し て ヽ 絶 思 し た 者 か ら の 視点 < 

人 生 を 諦め た 者 か ら の 視点 ・ 

航 思 し た 病気 の せい で ヽ ゝ 彼 自 身 の 遺 伝 的 子 除 を 残す こと を ヽ 社 会 的 
に 拒絶 され た 者 か ら の 視点 

秩 思 し た 病気 の せい で ヽ ゝ 極めて 短命 に 終わ る こと ぃ その こと を ヽ 運 
命 付け られ た 者 か ら の 視点 

権 思 し た 病気 の せい で ヽ ゝ 生き や すさ や 救い を ヽ ゝ 生涯 、 得 られ な いこ 
と 。 そ の こと が ヽ 予 め 確定 し て いる 者 か ら の 視点 * 

権 思 し た 病気 の せい で ヽ 有人 能 性 を ヽ 生 涯 ・ 得 られ な いこ と ・ そ の こ 


と が ヽ 予 め 確定 し て いる 者 か ら の 視点 * 

還 日 の の CO 生涯 に わた っ て ヽ ゝ 社会 か ら ヽ 虐待 や 搾取 を 
ける こと 。 そ の こと が ヽ 予 め 確定 し て いる 者 か ら の 視点 
た 者 に よる ヽ ゝ 生物 社会 や 人 間 社 会 に 対す る 内 部 告発 の 視点 


私 の 人 生 目 標 ・ 
ょ ヽ 以下 の 内 容 で ある 
男女 の 性 差 ・ 
人 間 社 会 や 生物 社会 ・ 
生物 その も の 
それ ら の 本 質 を ヽ 自 力 で ヽ 分 析 し ヽ ゝ 解明 する こと < 


そう し た い ヽ 私 の 人 生 目 標 は ヽ 以 下 の よ うな 人 友 に よっ て ヽ ゝ 大 きく 妨 


男性 優位 社会 の 人 々 。 例 欧米 諸国 ・ 

そう し た い ヽ 男 性 優位 社会 に よっ て 支配 され て いる ヽ 女 性 優位 社会 の 
人 人 々 。 例 < 日 本 と 韓国 < 

彼ら は ヽ 女 性 優位 社会 の 存在 を ヽ 決 し て 認め な い 

彼ら は ヽ 男女 の 本 質 的 な 性 差 を ヽ 決 し て 認め な い 

彼ら は ヽ ゝ 男女 の 性 差 に つい て の 研究 その も の を ・ 社会 的 に ヽ 妨害 
し ヽ ゝ 禁止 し て いる s 

そう し た ヽ ゝ 彼ら の 態度 は ヽ 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に と っ て ヽ ゝ 本 質 
的 に ヽ 邪魔 で あり ヽ 有害 で ある ・ 


人 間 と 、 ヽ 人 間 以 外 の 生物 と の ヽ ゝ 本質 的 な 共通 性 

彼ら は ヽ そ れ を い ヽ 決 し て 認め な い < 

彼ら は ヽ 人 間 と 、 ヽ 人間 以外 の 生物 と を ヽ 必 死 で ヽ 区 別 し ヽ 差別 し よ 
250 本 まる 6 

彼ら は ヽ 人 間 の 、 人 間 以 外 の 生物 に 対す る 優位 性 を ヽ 必 死 で ヽ 主 張 
の (の る 5 


そう し た ヽ 彼 ら の 態度 は ヽ 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 解明 に 
て ヽ 本質 的 に ヽ 邪魔 で あり ヽ 有害 で ある < 


3 


女性 優位 社会 の 女性 た ち ゝ 例 * 日 本 社会 の 女性 た ち 

候 ら は 女性 優位 社会 に お ける 女性 の 優位 性 を 、 表向き は ヽ 決し て 
内 め な い o 

性 専用 社会 や 女性 優位 社会 に お ける ヽ そ れ ら の 社会 の 内 部 の 真 


彼ら は その 公開 を ヽ 決 し て 認め な い < 

そう し た ヽ ゝ 彼ら の 態度 は ヽ 男女 の 性 差 の 本 質 き の 和 解明 に と っ て ヽ ゝ 本 質 
的 に ヽ 邪魔 で あり ヽ 有 害 で ある < 

そう し た ヽ ゝ 彼ら の 態度 は ヽ 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 解明 に 

て ヽ 本 次 的 に ヽ 邪魔 で あり ヽ ゝ 有害 で ある < 


仁志 の 洲 つ を 作る 
そう し た い ヽ 彼 ら の 態度 は ヽ 私 の 人 生 目 標 を ヽ 根 本 的 に ヽ 妨害 し た * 
そう し た い ヽ 彼 ら の 態度 は ヽ 私 の 人 生 を ヽ 、 そ の 土台 か ら ヽ 狂わ せい ヽ 破 
で 人 台無し だ し た 5 

は ヽ ゝ それら の 結果 に つい て ヽ と て も 怒っ て いる < 
私 は ヽ 彼 ら に 対し て ヽ 鉄 西 を 下 し た い < 

は ヽ ゝ 彼ら に 対し て ヽ 以下 の 内 容 を ヽ 何 と し て で も ヽ 理 和解 さ せ た 


私 は ヽ 以下 の 内 容 を ヽ 何 と し て で も ヽ ゝ 自力 で 解明 し た い 


男女 の 性 差 に お ける ヽ ゝ 2 
人 間 社 会 や 生物 社会 に お ける ヽ 真 実 
// 


私 は ヽ 人 間 社 会 を ヽ 冷静 に ヽ 客 観 的 に ヽ 分 析 し た か っ た 

そこ で ヽ 私 は ヽ 人 間 社 会 か ら ヽ 一 時 的 に ヽ 私 自身 を ヽ 隔 離し た ・ 
私 は ヽ 人 間 社 会 の 佑 肛 者 と な っ た 

私 は ヽ 人 間 社 会 の 動向 を 、 ネ ッ ト 経 由 で ヽ 毎 日 1 ひたすら ヽ ゝ 観察 し 
続け た 

その 結果 

私 は ヽ 以下 の 内 容 を ヽ 手 に 入れ た ゃ 

人 間 社 会 の 全体 を ヽ 最 下位 か ら 合 賊 する ヽ 独自 の 視点 ・ 


その 結果 


私 は ヽ 以下 の 内 容 を ヽ 上 自力 で ヽ 何 と か ヽ 掴 ん だ 
// 


男女 の 性 差 の 本 質 ・ 
人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 資 ・ 
// 


その 結 
私 は ヽ 新 た な 人 生 目 標 を ヽ 手 に 入れ た 


私 の ヽ 新 た な 人 生 目 標 * 
彼ら の 社会 的 妨害 に 対し て ヽ 対抗 し ヽ 挑 戦 す る こと 
そし て ヽ 以 下 の 内 容 を ヽ 人 々 の 間 に 広 く 知 ら せ る こと 


// 

私 が 目力 で 掴ん だ ヽ 男女 の 性 差 の 真実 

私 が 目力 で 掴ん だ ヽ 人 間 和 社会 や 生物 社会 の 真実 
// 


私 は ヽ そ うし た 目標 の 実現 の た め に ヽ ゝ これら の 書籍 を 作成 し て い 
る o 

私 は 、 ヽ そう し た 目標 の 実現 の た め に ヽ こ れ ら の 書籍 の 内 容 を 、 
日 々 ヽ 熱心 に ヽ 改 訂 し 続け て いる < 
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トラ ブル 対処 法 ( プ ロブ レム Q&A), 緑風 出版 , 2010/12/1 


// エリ ア 毎 の 特色 * 

京都 新聞 社 (編さん ), 京 男 ・ 京 お ん な , 京都 新聞 社 , 1984/1/1 

丹波 元 ( 著 ),) こん な に 違う 京都 人 と 大 阪 人 と 神戸 人 (PHP 文 庫 ) , PHP 
研 究 所 , 2003/3/1 

サン ライ ズ 出 版 編集 部 (編集 ), 近江 商人 に 学 依 , サ ン ラ イズ 出版 , 
2003/8/20 


/// 血縁 関係 

有 貨 意 左 衛門 ( 著 ), 日 本 の 家族 (1965 年 ) (日 本 歴史 新書 ) , 全文 堂 , 
1965/1/1 

光吉 利之 (編集 ), 正岡 覧 司 (編集 ), 松本 通 晴 (編集 ), 伝統 家族 (リー 
ディ ング ス 日 本 の 社会 学 ) , 東京 大 学 出版 会 , 1986/8/1 


// 政治 
石田 雄 , 日 本 の 政治 文化 一 同調 と 競争 , 1970, 東京 大 学 出版 会 
京極 生 一 , 日 本 の 政治 , 1983, 東京 大 学 出版 会 


// ルー ル < 法律 
青柳 文雄 , 日 本 人 の 固 と 罰 , 1980, 第 一 法規 出版 
川島 武 宣 , 日 本 人 の 法 意識 ( 岩 渡 新 書 青 版 A-43) , 岩波 書店 , 1967/5/20 








// 行政 * 

辻 清明 新版 日 本 官僚 制 の 研究 東京 大 学 出版 会 1969 

藤原 弘 達 ( 著 ), 官僚 の 構造 (1974 年 ) (講談 社 現代 新書 ) , 講談 社 , 
1974/1/1 

井出 嘉 憲 ( 著 ), 日 本 官僚 制 と 行政 文化 一 日 本 行政 国家 論 序 説 , 東京 大 
学 出版 会 , 1982/4/1 

人 竹内 胡 一 ( 著 ), 日 本 の 官僚 一 エリ ー ト 集団 の 生態 (現代 教養 文庫 ) , 社 
会 思想 社 , 1988/1271 




















教育 社 (編集 ), 官僚 一 便覧 (1980 年 ) (教育 社 新書 一 行政 機構 レシ リー ズ 
〈122) ), 教育 社 , 1980/3/1 

加藤 栄一 , 日 本 人 の 行政 -- ウ チ の ルー ル (自治 選書 ), 第 一 法規 出版 , 

1980/11/1 

新藤 宗幸 ( 著 ), 技術 官僚 -- そ の 権力 と 病理 (岩波 新書 ), 岩波 書店 , 

2002/3/20 

新 衣 宗幸 ( 著 ), 行政 指導 官庁 と 業界 の あい だ (岩波 新書 ) , 岩波 書 

店 , 1992/3/19 


武藤 博 品 ( 著 ), 入札 改革 一 談合 社会 を 変え る (岩波 新書 ) , 岩波 書店 , 
2003/12/19 


宮本 政 於 , お 役所 の 控 , 1993, 講談 


// 経営 

間 宏 , 日 本 的 経営 一 集団 主義 の 功 固 , Ab 

妊 田 龍 子 , 日 本 の 経営 組織 , 1985, 講談 社 

高城 幸司 ( 著 ), 「 課 長 」 か ら 始 め る 社内 政治 の 教科 書 , ダ イヤ モン ド 
社 , 2014/10/31 























/// 教育 ・ 

大 槻 義彦 ( 著 ), 大 学院 の すす め 一 進学 を 希望 する 人 の た め の 人 研究 生 
活 マ ニュ アル , 東洋 経済 新報 社 , 2004/2/13 

山岡 栄 市 ( 著 ), 人 服 社 会 学 一 戦後 日 本 社会 学 史 (御茶の水 選書 ) , 御 茶 
の 水 書房 , 1983/7/1 


Nm ツク 
Whiting, R., The Chrysanthemum and the Bat 1977 Harper Mass Market 
Paperbacks (松井 みどり 訳 , 導 と バッ ト 1991 文藝 春秋 ) 


// 性 差 

77// 母性 * 母親 

Caudill,W., Weinstein, 日 ., Maternal Care and Infant Behavior in Japan and 
America Psychiatry,32 1969 





河合 隼雄 , 母性 社会 日 本 の 病理 , 中 央 公論 社 1976 

佐々 木 孝次 ( 首 ), 母親 と 日 本 人 , 文 鞭 春秋 , 1985/1/1 

小此木 詳 吾 ( 著 ), 日 本 人 の 阿 閣 世 コン プレ ックス , 中 央 公論 社 , 1982 
斎藤 学 ,『「 家 族 」 と いう 名 の 孫 独 』 講 談 社 1995 

山村 賢明 , 日 本 人 と 母 一 文化 と し て の 母 の 観念 に つい て の 研究 , 東洋 
館 出 版 社 , 1971/1/1 

土居 健郎 , 「 甘 え 」 の 構造 , 1971, 弘文 堂 


山下 悦子 ( 著 ), 高 群 逸 枝 論 --「 母 」 の アル ケ オ ロジ ーー, 河出 書房 新 社 , 
1988/3/1 

山下 悦子 ( 著 ), マザコン 文学 論 一 呪 績 と し て の 「 母 」( ノ マ ド 立 書 ) , 
新 曜 社 , 1991/10/1 








中 国 新聞 文化 部 (編集 ), ダメ 母 に 昔 し め ら れ て (女のコ コロ と カラ タダ 
シリ ー ズ ) , ネス コ , 1999/171 


加藤 秀俊 , 辛口 教育 論 第 四 回 衣食 住 を な くし た 家 , 食 農 教育 200109, 
農山 漁村 文化 協会 


77// 女性 

木 下 律子 ( 著 ), 妻たち の 企業 戦争 (現代 教養 文庫 ) , 社会 思想 社 , 
1988/12/1 

木下 律子 ( 著 ), 王国 の 妻たち 一 企業 城下 町 に て , 径 書房 , 1983/8/1 
中 国 新 聞 文化 部 (編集 ), 妻 の 王国 一 家庭 内 PE 人 られ る 夫 た ち 
(女のコ コロ と カラ ダシ リー ズ ), ネス コ , 1997/11/1 











77// 男性 

中 国 新聞 文化 部 (編集 ), 長男 物語 一 イエ ュ ハ ハ ュ ョ メ に 縛ら れ て ( 女 
の ココ ロ と カラ ダシ リー ズ ) , ネス コ , 19987771 

中 国 新 聞 文 化 部 (編集 ), 男 が 語 る 離婚 一 破局 の あと さき (女のコ コロ 
と カラ ダシ リー ズ ) , ネ スコ , 1998/3/1 


/ 社会 間 比 較 ・ 
// 欧米 諸国 と の 比較 < 


山岸 俊男 , 信頼 の 構造 , 1998, 東京 大 学 出版 会 

松山 幸雄 「 勉 箱 」 の すす め , 朝日 新聞 社 , 1978 

木村 尚 三郎 , ヨー ロッ パ と の 対話 , 1974, 日 本 経済 新聞 社 

果 本 一 男 ( 著 ), 国際 化 時 代 と 日 本 人 一 異な る シス テム へ の 対応 (NHK 
ブッ クス 476) , 日 本 放送 出版 協会 , 1985/3/1 

// 社会 の 特殊 性 。 その 有無 に つい て の 検討 

高野 陽太 郎 繊 坂 英 子 ," 日 本 人 の 集団 主義 "と "アメ リカ 人 の 個人 主 
義 " - 通 説 の 再 検討 - 心 理学 研究 vol.68 No.4.pp312-327,1997 

杉本 良夫 、 ヽ ロス ・ マ オア , 日 本 人 は 「 日 本 的 」 か ー 特 殊 論 を 超え 多元 
的 分 析 ヘ ー, 1982, 東洋 経済 新 報社 

// 血縁 関係 

増田 光吉 ., ア メリ カ の 家族 ・ 日 本 の 家族 , 1969, 日 本 放送 出版 協会 
中 根 和 干 枝 『 家 族 を 中 心 と する 人 間 関 係 』 講 談 社 , 1977 

た で 生み テー ベン / ツジ ーッ 

山 久 瀬 洋二 ( 著 )., ジェイ ク ・ ロ ナル ドン ソン (翻訳 ), 日 本 人 が 誤解 され 
る 100 の 斉 動 100 Cross-Cultural Misunderstandings Between Japanese 
People and Foreigners 【 日 英 対 訳 】 (対訳 ニッ ポン 双書 ) , BC パブ リッ 
シン グ , 2010/12/24 

錠 木 孝夫 ( 著 )) こと ば と 文化 ( 湖 渡 新書 ) , 岩波 書店 , 1973/5/21 

// 独創 性 * 

西沢 潤一 , 独創 は 聞い に あり , 1986, プ レジ デン ト 社 

江崎 下 於 奈 , ア メリ カ と 日 本 一 ニュ ー ョ ー ク で 考え る , 1980, 読売 新聞 
社 

聞 傘 , 日 本 人 と 創造 性 , 一 科学 技術 立国 実現 の た め に , 1982, 共立 出版 
S.K. ネ トル い ヽ 桜 井 邦 朋 , 独創 が 生ま れ な い 一 日 本 の 知 的 風土 と 科学 , 
1989, 地 人 書館 








// 経営 

Abegglen, J.C.,The Japanese Factory:Aspects of Its Social 
Organization,Free Press 1958 ( 占 部 都 美 沖 訳 「 日 本 の 経営 」 ダイ ヤ 
モン ド 社 1960) 

林 周二 , 経営 と 文化 , 中 央 公 語 社 , 1984 

太田 沿 ( 著 ) , 個人 尊重 の 組 鐵 論 , 企業 と 人 の 新しい 関係 (中 公 新 書 ) , 
中 央 公論 新 社 , 1996/2/25 

// 保育 ・ 

Caudill,W., Weinstein, 昌 ., Maternal Care and Infant Behavior in Japan and 
America Psychiatry,32 1969 











/// 教育 

岡本 薫 ( 著 ), 新 不 思 議 の 国 の 学校 教育 一 日 本 人 目 身 が 気づい て いな 
いそ の 特徴 , 第 一 法規 , 2004/11/1 

宮 智 款 七 ( 著 ), 帰国 子女 一 逆 カ ル チ ュ ア ・ シ ョ ッ ク の 波紋 (中 公 新 
書 ) 中 央 公論 社 , 1990/1/1 

グレ ゴリ ー・ ク ラー ク ( 著 ), Gregory Clark ( 折 著 ), な ぜ 日 本 の 教育 は 
変わ ら な い の で すか ?, 東洋 経済 新報 社 , 2003/9/1 

恒 吉 僚 子 , 人 間 形 成 の 日 米 比較 一 か みく れ た カリ キュ ラム , 1992, 中 央 公 
論 儲 

/// 性 差 

77// 女性 < 

艇 本 倫子 ( 著 ), 大 岩 美 代 ( 徳 訳 ), 武士 の 娘 ( 筑 麻 叢書 97) , 筑摩 書房, 
1967/10/1 

77// 男性 

グスタフ ・ フ ォ ス ( 著 ), 日 本 の 父 へ , 新潮 社 , 1977/3/1 

/ 韓国 

/ 単独 社会 

朴 泰 移 , 醒 い 韓国 人 , われ われ は 「 日 帝 支 配 」 を 叫び すぎ る (カッ 
パ ・ ブ ックス) 新書 -, 光文社 , 1993/3/1 

朴 承 薫 ( 著 ), 韓国 スラ ング の 世界 , 東方 書店 , 1986/2/1 

/ 社会 間 比 較 ・ 

コリ アン ワー クス , 知れ ば 知る ほど 理解 が 深まる 「 日 本 人 と 韓国 人 」 
な る ほど 事典 一 衣食 住 、 斉 葉 の ニュ アン ス か ら 人 づき あい の 習慣 ま 
で (PHP 文 庫 ) 文庫 - , PHP 研 究 所 , 2002/1/1 

造 事務 所 , こん な に 違う よ ! 日 本 人 ・ 韓 国人 ・ 中 国人 (PHP 文 庫 ), 
PHP 人 研究 所 (201079/30) 

/ 中国 

/ 単独 社会 

/// 社会 全般 

林 松 溝 ( 著 ), 王 愉 ( 著 ), 航 山 明 音 ( 著 ) , 日 本 人 が 知り た い 中 国人 の 
当たり 前 , 中 国語 リー ディ ング , 三修社 , 2016/9/20 

// 心理 

園田 茂 人 , 中 国人 の 心理 と 行動 , 2001, 日 本 放送 出版 協会 

デイ ヴィ ッ ド ・ ツ ェ ( 著 ), 吉田 茂 美 ( 著 ), 関係 ( グ ワ ン シ ) 中 国人 と の 
関係 の つく りか た , デ ィ イスカ ヴァー・ ト ゥ エン ティ ワン , 201173/16 
/// 歴史 

加藤 徹 ( 著 ), 西 太后 一 大 清 芝 国 最後 の 光 共 (中公 新書 ) 新書 - , 中 央 公 




















論 新 社 , 2005/9/1 

宮崎 市 定 ( 著 ), 科挙 一 中 国 の 試験 地獄 (中 公 新 書 15) , 中 央 公論 社 , 
1963/5/1 

/// 血縁 関係 

瀬川 昌久 , 現代 中 国 に お ける 款 族 の 再生 と 文化 資源 化 東北 アジ ア 人 研 
究 18 pp.81-97 2014-02-19 

/ 社会 間 比 較 ・ 

護 永 漠 ( 著 ), 騙し て も まだ まだ 騙 せ る 日 本 人 一 君 は 中 国人 を 知ら な 
さす ぎ る , 実業 之 日 本 社 , 1998/8/1 

邸 永 漢 ( 著 ) , 中 国人 と 日 本 人 , 中 央 公論 新 社 , 1993 

/ ロ シア s 

/ 単独 社会 

// 社会 全般 

へ ドリ ックス ミス ( 著 ), 飯田 健一 (翻訳 ) 新 ・ ロ シア 人 (上) , 日 本 
放送 出版 協会 , 1991/2/1 

へ ドリ ッ ク スミ ス ( 著 ), 飯田 健一 (翻訳 ), 新 ・ ロ シア 人 ( 下 ) , 日 本 
放送 出版 協会 , 1991/3/1 

/// 歴史 

伊賀 上 菜穂, 結婚 儀礼 に 現れ る 帝政 末期 ロシア 農民 の 親族 関係 : 記述 
資料 分 析 の 試み スラ ヴ 研 究 , 49. 179-212 2002 

奥田 央 , 1920 年 代 ロ シア 農村 の 社会 政治 的 構造 (1 ) , 村 ソ ヴ ェ ト と 
農民 共同 体 , 東京 大 学 , 経済 学 論集 , 80 1-2, 2015-7 
https://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jD > econ0800102 

大 矢 温 , スラ ヴ 派 の 共同 体 論 に お ける 「 ナ ショ ナル 」 意 識 一 民族 意 
識 か ら 国 民意 識 へ の 展開 一 , 札幌 法学 29 巻 1・2 合併 号 (2018) , 








DD.31-53 
/ 社会 間 比 較 ・ 
// 心理 < 


アレ ックス イン ケル ス ( 著 ), Alex Inkeles (原著 ), 吉野 請 三 (翻訳 ), 
民 性 論 一 精神 社会 的 展望 , 出光 書店 , 2003/9/1 

服部 祥子 ( 著 ), 精神 科 医 の 見 た ロシア 人 (朝日 選書 245), 朝日 新聞 社 
出版 局 , 1984/1/1 

/// 民俗 

アレ クサ ンド ル ・ プ ラー ソル , ロシア と 日 本 : 民俗 文化 の アー キタ イ 
プ を 比較 し て , 新潟 国際 情報 大 学 情報 文化 学部 紀要 第 10 号 、2007. 

/// 血縁 関係 

高木 正道 ,) ロ シア の 農民 と 中 欧 の 農民 , 一 一 家族 形態 の 比較 一 一, 法 経 





研究 , 42 巻 1 号 pp.1-38, 1993 

// 経営 

宮坂 純一 . ロ シア で は モチ ベー ショ ン が どの よう な 内 容 で 教え られ 
て いる の か , 社会 科学 雑誌 』 第 5 巻 (2012 年 11 月 ) 503-539 

旨 坂 純一 , 日 ロ 企 業 文化 比較 考 ,『 社 会 科学 雑誌 』 第 18 巻 (2017 年 
9 月 ) , DD.1-48 

// 性 差 

林 .XX. II0DarrwoBa, KTO YIIDaBIHeT 6HbTaMI B DOCCHHCKLIX CEMbX?, 

づ KOHOMMJeCKdg COLHOOTHg. 上 . 13. Ne 3. Ma 2012, pp22-56 


/ 東南 アジ ア s 

/ 単独 社会 

丸 杉 圭 之 助 , 東南 アジ ア に お ける 農家 畜産 と 農業 経営 , 熱帯 農業 , 
19(1), 1975 pp.46-49 

中 川 剛 ( 著 ), 不思議 の フィ リピ ン 一 考 近 代 社 会 の 心理 と 行動 (NHK 
ブッ クス ), 日 本 放送 出版 協会 , 1986/11/1 

/ 社会 間 比 較 ・ 








== 液体 

/ 液体 の 性 質 * 液体 の 動き 

小野 周 著 , 温度 と は な に か 岩波 書 店 、1971 

小野 周 ( 著 ), 表面 張力 (物理 学 one point 9), 共立 出版 , 1980/1071 
イー ゲル スタ ッ フ ( 著 ), 広池 和夫 ( 徳 訳 ), 守田 徹 ( 莉 訳 ), 液体 論 入 門 
(1971 年 ) (物理 学 芝 書 ) , 吉岡 書店 , 1971 

上 田 政文 ( 著 ), 湿度 と 蒸発 一 基礎 か ら 計 測 技術 まで , コ ロナ 社 , 
2000/1/1 

稲 松 照子 ( 著 ), 湿度 の お は なし, 日 本 規格 協会 , 1997/8/1 

伊勢 村 寿 三 ( 著 ), 水 の 話 (化学 の 話 シ リー ズ (6)) , 培風館 , 1984/12/1 
力武 常 次 ( 著 ), 基礎 か ら の 物理 総合 版 (チャ ー ト 式 シ リー ズ ), 数 研 出 
版 , 数 研 出 版 , 1986/1/1 

野村 祐次 郎 ( 著 ), 小林 正光 ( 著 ), 基礎 か ら の 化学 総合 版 (チャ ー ト 
式 ・ シ リー ズ ), 数 研 出 版 , 1985/2/1 

物理 学 辞典 編集 委員 会 , 物理 学 辞典 改訂 版 , 培風館 , 1992 

池内 満 , 分 子 の お も ちゃ 箱 , 2008 年 1 月 19 日 
http://mike1336.web.fc2.com/ (2008 年 2 月 23 日 ) 

/ 液体 の 知覚 。 

















大 塚 厳 (2008). ド ライ 、 ヽ ウェ ッ ト な パー ソナ リティ の 認知 と 気体 液 
体 の 運動 パタ ー ン と の 関係 . パー ソナ リティ 研究 , 16, 250-252 
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DeepL. プロ 
https://www.deepl.com/translator 


本 サー ビス は 以下 の 会 社 が 提供 し て いま す 


DeepL GmbH 


私 の 本 の 原語 は 日 本 語 で す * 
私 の 本 の 自動 衝 訳 の 順序 は 以下 の 通り で す ・ 
日 本 語っ 英語 っ 中 国語 ^ ロ シア 語 


どう ぞ お 楽し み 下 さい ! 


私 の 略歴 ・ 


私 は ヽ 1964 年 に ヽ 日 本 の 神奈 川 県 で 、 生 まれ た 

私 は ヽ 1989 年 に ヽ 東京 大 学 文 学部 社会 学科 を 卒業 し た * 

私 は ヽ 1989 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採用 試験 の I 種 区 分 の ヽ 社会 学 の 
職種 に ヽ 最終 合格 し た ・ 

私 は ヽ 1992 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の I 種 区 分 の ヽ 心 理学 の 
職種 に ヽ 最終 合格 し た < 

私 は ヽ 大 学卒 業 後 は ヽ 日 系 大 手 TT 企 業 の 研究 所 に 勤務 し て 、 ヽ コン 
ピュ ー タ の ソフ トウ ェ ア の 試作 業務 に 従事 し た < 

私 は ヽ 現在 は ・ 企 業 を 退職 し て ヽ 執筆 活動 に 専念 中 で ある 


Table of Contents 





1 生活 の 定住 の IF その 徐 人 = 
本 > その 和 れ * ーー テト S その 弾 証 
ン に 上 ね 佳 拓 











